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1 ダイジェスト版 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和３年度 
 

紀の川水系河川整備計画に基づく事業等の 

進捗点検に関する報告 

（ ダイジェスト版 ） 
 

 

 

 

 

 

 

 

令和４年３月 
 

 

和歌山河川国道事務所 

紀の川ダム統合管理事務所 



 

 

 1

1. 治水 
 

・岩出狭窄部の流下能力向上のため、平成２８年度に狭窄部対策事業に着手しました。 

・令和 2 年度は岩出狭窄部の拡幅水路・河道掘削（約 3.6 万 m3）を実施し、岩出狭窄部対策は完了しました。 

・これにより、流下能力は整備計画目標流量相当に向上しました。 
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距離標

右岸流下能力

紀の川大堰

左岸流下能力

岩出頭首工 藤崎頭首工 小田頭首工

船戸出張所管内 五條出張所管内

慈尊院地区

橋本地区

藤崎地区 小田地区岩出地区

治水（洪水、高潮等による災害の発生の防止又は軽減に関する事項） 

▲令和 3年 3 月（令和 2年度末）時点の紀の川の流下能力

実績河道掘削量 

▲岩出狭窄部の状況 

 

・直轄沿川全市町で想定最大規模降雨のハザードマップを公表済みです。 

 

・「減災対策協議会」を、令和 2 年度は 5 月に書面開催※しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「紀の川流域における浸水対策検討会」を令和 2 年度は、5 月に書面開催※し、平成 29 年度台風 21 号を踏まえた紀の川に

おける浸水対策や今後の進め方、新六ケ井堰に関する調査状況、令和 2 年度の各機関の取組状況について報告しまし

た。 

 

 

 

 

 

【減災対策協議会】 
河川管理者、県、市、町等が連携・協力して、

社会全体で常に洪水に備える「水防災意識社会」

を再構築することを目的に平成 28 年度に設立

▲減災対策協議会の開催状況（令和元年 6 月）

【紀の川流域における浸水対策検討会】
平成 29 年 10 月の前線や台風第 21 号による降雨

により紀の川沿川各所で浸水被害が発生したこ

とを受け、浸水被害についての情報共有を図ると

ともに、今後の浸水対策に関して関係市町、県及

び国が議論し、効果的かつ効率的な整備につなげ

ることを目的に平成 29 年度に設立 

▲浸水対策検討会の開催状況（令和元年 10月）▲岩出狭窄部の工事状況 

防災教育については各自治体主導で取り組ん

でいますが、その内容については減災対策協議

会において情報を共有しています。国交省にお

いては、各自治体の取り組みに対して、支援な

らびに協力を行っています。 

狭窄部の対策状況（岩出狭窄部対策事業）【治水③,④】

浸水被害軽減に向けた取り組み状況【治水⑭】

【ハザードマップの公表】

【減災対策協議会】

【浸水対策検討会】

拡幅水路

 

 

施工前 施工後

河道掘削工事 拡幅水路工事

施工前 施工後 
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船戸出張所管内

令和元年度まで

令和2年度

紀の川 

貴志川 

    ：R1 年度までに完成 

    ：R2 年度に完成 
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6,300

8,500

流下能力図の凡例と算定条件 

   ：令和元年度末河道、評価高は堤防天端－余裕高 

   ：令和 2年度末河道、評価高は堤防天端－余裕高 

※書面開催 

コロナ禍による対応として、説明資料

等を書面で配布することで対面方式に

よる会議の代替とした。 
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2. 環境  
 

・紀の川大堰地点では、アユの遡上動向を把握するため、左右岸に設置している魚道において、遡上調査を

継続的に実施しています。 

・令和 2 年度のアユ推定遡上数は前年を上回る 1,009 万尾でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

環境（河川環境に関する事項） 

▶紀の川大堰魚道におけるアユの推定遡上数 

継続的に実施しているアユの遡上調査に関して、

「アユ以外の魚類についても検討してほしい」との

ご意見を頂戴したことから、河川水辺の国勢調査

（魚類）の調査年度（5 年に 1度）に合わせて、ア

ユ遡上時期である春期（4 月～5 月）に、紀の川大

堰の左岸人工河川敷魚道で、アユ以外の魚類につい

て目視、投網、たも網での採取・調査を行うことと

します。 

・令和２年度においても、外来種（植生）の駆除を行いました。 

 （紀の川：ナルトサワギク・アレチウリ、 大滝ダム：ナルトサワギク） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

抜根除草前 抜根除草後

 

・水質調査は年 12 回実施しています。人の健康の保護に関する及び生活環境の保全に関する環境基準に

ついては基準値をほぼ満足しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・啓発活動として、地元小学校の生徒による水生生物調査を実施し、水質や自然環境について学習してい

ますが、令和２年度はコロナ禍のため実施できませんでした。 

水質について「複数地点でデータ

提示してほしい」とのご意見を頂

戴したことから、従来の船戸地点

に加えて複数地点（環境基準地点）

でデータをお示ししています。 

紀の川本川の水質状況 

(環境基準地点・近 8ヶ年）
▶

水生生物調査の実施状況 

（令和元年度） 
▲抜根除草前後の状況（紀の川） 

連続性の確保状況【環境③】

外来種対策の実施状況【環境④】

紀の川本川の水質の状況【環境⑤】

▶

【水質調査】

【水質汚濁防止に向けた啓発活動】

紀の川大堰左岸人工河川式魚道において、

アユ以外の遡上について試行調査（R3.3）

を行い、オイカワ、フナ、ウナギ、テナガ

エビ、モクズガニを確認しました。 

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 R2

BOD75%値(mg/L) 紀の川 船戸

藤崎井堰

恋野橋

大川橋

環境基準値（A類型）

水質環境基準の達成状況【環境⑥】

・大門川の水質改善に向けて、国交省・県・農水・市・土地改良区・地区住民により、「大門川環境用

水導入検討会」を平成 23 年度に設立し、岩出頭首工から農業用水路を活用した導水に向けた検討を

行っている。 

・令和 2年度は、過年度に作成された農業用水路のモデルを四箇井水路にも導水するモデルに更新した

上で、大門川への 3.0 ㎥/s の導水を実施した。 

▲大門川における水質（R2：3.0 m
3

/s 導水時）

※導水前の BOD 値は、 
過年度調査の平均値 

四筒井水路 
（岩出頭首工から分水）

宮井水路 
（岩出頭首工から分水）

▲大門川水質調査地点

紀の川大堰新六ヶ井堰
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3. 管理 
 

・令和 2 年度の堤防の変状確認箇所は 200 箇所で、補修実施箇所はありませんでした。 

・令和 2 年度の護岸の変状確認箇所は 272 箇所で、補修実施箇所はありませんでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・年間 2 回、台風期及び出水期前に堤防点検のために堤防等除草を実施しています。 

・令和 2 年度も刈草については堆肥化を行い、希望者に対して配布し、処分費のコスト縮減を行いま

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・平成 26年度以降、紀の川全体の利水安全度向上のため関係機関と調整を行い、洪水期（第一期制限

水位）に向けた水位低下の開始をかんがい期開始（6月 1 日）に合わせて試行的に実施しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・令和 2年度は、大滝ダムの活用

による活性化と交流の場の創

出の一つとして、ダムの役割に

ついて理解を深めていただく

ため、川上村等と連携を図り、

ダムの特別見学会「大滝ダム体

験ツアー ｉｎ 2020」を開催し

ました。 

 

 

 

 

 

 

・毎年 7 月の河川愛護月間にあわせて、紀の川の沿川住民他の方々に参加頂き、各市町主催（和歌山

市は和歌山河川国道事務所と共催）で紀の川の清掃活動を行っています。 

・令和 2 年度はコロナ禍のため活動を中止せざるを得ませんでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

管理（維持管理に関する事項） 

▲堤防の点検結果 ▲護岸の点検結果 

▲堤防等除草量および堆肥化量 ▲船戸出張所における腐葉土配布人数及び配布数(10kg/袋) 

除草前後の状況 

（令和 2 年度） 
▶

▲大滝ダム貯水池運用図（令和 2年度）

堤防・護岸の維持管理状況－点検結果【管理①】

堤防・護岸の維持管理状況－除草【管理②】

▲「大滝ダム体験ツアー ｉｎ 2020」の開催状況（令和 2年度）

ダムの流水状況【管理⑩】

水源地域の整備状況【管理⑮】

河川区域内の塵芥処理状況【管理⑧】
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大滝ダム本体の見学案内の状況 大滝ダム本体の見学案内の状況 

▲主な清掃活動位置図



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 説明用資料(パワーポイント形式) 
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す

る
た

め
、

で
き

る
限

り
進

捗
状

況
を

数
値

化
し

て

評
価

す
る

よ
う

に
努

め
る

。

※
こ

の
際

、
効

率
化

の
観

点
か

ら
で

き
る

限
り

新
た

な
調

査
は

行
わ

ず
、

河
川

水
辺

の
国

勢
調

査
や

定
期

縦
横

断

な
ど

定
期

的
に

行
っ

て
い

る
調

査
結

果
や

観
測

デ
ー

タ
等

を
最

大
限

活
用

す
る

。

紀
の

川
水

系
河

川
整

備
計

画
の

進
捗

状
況

の
点

検

河
川

整
備

計
画

に
お

け
る

｢
課

題
｣

｢
目

標
｣

｢
実

施
｣

に
つ

い
て

（
1
）

河
川

整
備

の
現

状
と

課
題

（
2
）

河
川

整
備

の
目

標
に

関
す

る
事

項

（
3
）

河
川

整
備

の
実

施
に

関
す

る
事

項

点
検

項
目

点
検

の
対

象
と

す
べ
き

「
項

目
」

を
記

載
す

る
。

観
点

・
指

標
毎

年
の

進
捗

を
同

じ
視

点
で

評
価

す
る

た
め

の
「

観
点

」
と

進
捗

状
況

を
で

き
る
限

り
具

体
的

に
示

す
こ

と
が

で
き

る
「

指
標

」
を

記
載

す
る

。

進
捗

状
況

（
効

果
含

む
）

整
備
箇
所
や
整
備
状
況
に
つ
い
て
、
ど
こ
で
ど
れ
だ
け
整
備
し
た
か
を
記
載
す
る
。

そ
の
際
、
地
図
や
写
真
等
を
使
い
、
分
か
り
や
す
く
表
現
す
る
。

点
検

結
果

進
捗

状
況

を
踏

ま
え
河

川
管

理
者

の
評

価
を

記
載

す
る

。

そ
の

他
今

後
の

事
業

進
捗

に
お

い
て

、
河

川
管

理
者

が
把

握
し

て
い

る
課

題
等

に
つ

い
て

記
載

す
る

。

河
川
整
備
計
画
の

本
文
を
記
載
す
る
。



※
複

数
の

観
点

を
有

す
る

項
目

が
あ

る
た

め
、

項
目

と
観

点
の

数
は

一
致

し
な

い
。

紀
の

川
水

系
河

川
整

備
計

画
の

進
捗

点
検

の
項

目
と

観
点

・
点

検
項

目
に

対
す

る
観

点
は

、
各

分
野

合
わ

せ
て

合
計

４
９

観
点

。

・
こ

の
う

ち
、

現
在

事
業

が
進

捗
中

の
も

の
か

ら
、

代
表

的
な

観
点

と
し

て
治

水
を

10
、

環
境

を
７

、
維

持
管

理
を

６
、

ピ
ッ

ク
ア

ッ
プ

し
て

説
明

。

4

４
．

進
捗

点
検

の
項

目

分
野

点
検

項
目

の
数

項
目

に
対

す
る

観
点

の
数

治
水

１
１

１
７

利
水

４
４

環
境

１
４

１
５

維
持

管
理

１
１

１
３

合
計

４
０

４
９



5

４
．

進
捗

点
検

の
項

目
：
p1

0以
降

で
説

明
を

行
う

項
目

：
整

備
計

画
で

定
め

た
施

設
整

備
等

が
完

了
し

た
も

の

点
検

項
目

観
　

点
指

　
標

本
資

料
の

ペ
ー

ジ

1
.洪

水
調

節
施

設
の

整
備

洪
水

調
節

施
設

の
整

備
大

滝
ダ

ム
下

流
の

流
下

能
力

状
況

ダ
ム

の
放

流
量

治
水

①
p1

～
3

p1
0
-
1
1

堤
防

の
整

備
箇

所
・
整

備
延

長

（
堤

防
整

備
前

後
の

）
流

下
能

力

河
道

掘
削

の
実

施
箇

所
・
土

量
、

（
河

道
掘

削
前

後
の

）
流

下
能

力

樹
木

伐
採

の
実

施
箇

所
・
面

積
、

（
樹

木
伐

採
の

実
施

前
後

の
）
流

下
能

力

七
瀬

川
の

工
事

の
進

捗

支
川

対
策

の
取

り
組

み
内

容

4
.堤

防
の

安
全

性
の

確
保

堤
防

の
安

全
性

の
確

保
堤

防
強

化
対

策
の

実
施

状
況

堤
防

強
化

対
策

の
実

施
箇

所
・
実

施
延

長
治

水
⑥

p1
4
～

1
5

p
1
6

堤
防

、
堰

、
樋

門
等

の
耐

震
対

策
の

箇
所

数
・
対

策
内

容

電
気

・
通

信
機

器
の

耐
震

対
策

の
箇

所
数

・
対

策
内

容

河
川

管
理

施
設

の
補

強
対

策
箇

所
数

・
補

強
内

容

遠
隔

操
作

シ
ス

テ
ム

の
対

策
箇

所
数

4
.東

日
本

大
震

災
の

教
訓

を
踏

ま
え

た
対

応
東

日
本

大
震

災
の

教
訓

を
踏

ま
え

た
対

応
東

日
本

大
震

災
を

踏
ま

え
た

最
新

の
知

見
状

況
最

新
の

知
見

の
内

容
を

反
映

し
た

対
応

内
容

治
水

⑩
p2

1

住
民

や
自

治
体

等
へ

の
情

報
提

供
手

法
・
内

容

大
滝

ダ
ム

放
流

連
絡

会
の

取
り

組
み

内
容

洪
水

時
の

防
災

エ
キ

ス
パ

ー
ト

の
活

用
状

況
防

災
エ

キ
ス

パ
ー

ト
の

活
動

回
数

・
内

容
治

水
⑬

p2
8

浸
水

被
害

軽
減

に
向

け
た

取
り

組
み

状
況

自
治

体
と

連
動

し
た

被
害

最
小

化
へ

の
取

り
組

み
内

容
治

水
⑭

p2
9
～

3
2

p2
0
-
2
2

災
害

防
止

活
動

拠
点

の
整

備
状

況
拠

点
整

備
数

、
備

蓄
の

種
類

・
数

治
水

⑮
p3

3
～

3
5

p
2
3

備
蓄

土
砂

等
の

確
保

状
況

備
蓄

の
箇

所
数

・
土

量
治

水
⑯

p3
6
～

3
7

整
備

計
画

の
目

次
進

捗
点

検
報

告
書

の
該

当
箇

所

4
.1

洪
水

、
高

潮
等

に
よ

る
災

害
の

発
生

の
防

止
又

は
軽

減
に

関
す

る
事

項

4.
1.

1
洪

水
を

安
全

に
流

す
取

り
組

み

2
.河

道
の

整
備

河
道

の
整

備

堤
防

の
整

備
状

況
治

水
②

p4
～

6
p
1
2

河
道

掘
削

・
樹

木
伐

採
状

況
治

水
③

p7
～

8
p
1
3

治
水

④
p9

～
1
1

p
1
4

3
.支

川
対

策
支

川
対

策
支

川
対

策
の

改
修

状
況

治
水

⑤
p1

2
～

1
3

p
1
5

狭
窄

部
の

対
策

状
況

堰
管

理
者

と
の

協
議

回
数

狭
窄

部
対

策
の

実
施

状
況

（
狭

窄
部

対
策

前
後

の
）
流

下
能

力

ｐ
1
7

2
.緊

急
用

河
川

敷
道

路
緊

急
用

河
川

敷
道

路
緊

急
用

河
川

敷
道

路
の

整
備

状
況

緊
急

用
河

川
敷

道
路

の
整

備
延

長
や

港
湾

管
理

者
と

の
連

携
状

況
治

水
⑧

p1
8
～

1
9

1
.堤

防
、

堰
、

樋
門

等
の

耐
震

対
策

堤
防

、
堰

、
樋

門
等

の
耐

震
対

策
耐

震
対

策
の

実
施

状
況

治
水

⑦
p1

6
～

1
7

治
水

⑨
p2

0

4.
1.

3
危

機
管

理
対

策

1
.洪

水
時

の
河

川
情

報
の

収
集

・
提

供
洪

水
時

の
河

川
情

報
の

収
集

・
提

供

洪
水

時
の

河
川

情
報

の
収

集
状

況

光
フ

ァ
イ

バ
ー

の
整

備
延

長
自

治
体

や
住

民
へ

の
情

報
提

供
内

容
、

河
川

管
理

施
設

の
基

盤
整

備
の

取
り

組
み

内
容

C
C

T
V

・水
位

セ
ン

サ
ー

の
設

置
数

4.
1.

2
地

震
・
津

波
対

策

3
.津

波
対

策
津

波
対

策
河

川
管

理
施

設
の

対
策

状
況

治
水

⑪
p2

2
～

2
4

p1
8
-
1
9

洪
水

時
の

洪
水

情
報

の
提

供
状

況
治

水
⑫

p2
5
～

2
7

治
水

⑰
p3

8
～

3
9

2
.水

防
活

動
の

円
滑

化
水

防
活

動
の

円
滑

化

3
.津

波
発

生
時

の
情

報
の

収
集

・
提

供
津

波
発

生
時

の
情

報
の

収
集

・
提

供
津

波
発

生
時

の
情

報
の

収
集

・
提

供
状

況

警
報

装
置

・
C

C
T
V

の
設

置
数

関
係

機
関

と
連

携
し

た
津

波
情

報
収

集
手

法
・
発

生
時

の
状

況
把

握
河

川
利

用
者

等
に

対
す

る
津

波
情

報
の

伝
達

・
避

難
啓

発
の

取
り

組
み

内
容
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４
．

進
捗

点
検

の
項

目
：
p1

0以
降

で
説

明
を

行
う

項
目

：
整

備
計

画
で

定
め

た
施

設
整

備
等

が
完

了
し

た
も

の

点
検

項
目

観
　

点
指

　
標

本
資

料
の

ペ
ー

ジ

1
.水

循
環

実
態

調
査

水
循

環
実

態
調

査
水

の
循

環
状

況
継

続
的

な
水

循
環

の
実

態
調

査
内

容
利

水
①

p1

利
水

者
や

住
民

へ
の

情
報

提
供

手
法

・
内

容

記
者

発
表

の
回

数
・
内

容

4
.適

正
な

水
利

権
許

可
適

正
な

水
利

権
許

可
水

利
権

の
許

可
状

況
利

水
者

の
水

利
用

の
実

態
調

査
内

容
利

水
④

p9
～

1
0

環
境

調
査

の
実

施
状

況
・
内

容

動
植

物
の

生
息

・
生

育
範

囲
、

生
息

・
生

育
数

、
生

息
・
生

育
状

況
、

環
境

改
善

策
の

取
り

組
み

内
容

重
要

種
・
貴

重
種

の
生

息
・
生

育
状

況

河
川

環
境

保
全

モ
ニ

タ
ー

や
住

民
か

ら
の

情
報

収
集

内
容

住
民

等
へ

の
発

信
回

数
・
手

法
・
内

容

2
.干

潟
の

保
全

干
潟

の
保

全
自

然
環

境
の

保
全

状
況

シ
オ

マ
ネ

キ
、

ハ
ク

セ
ン

シ
オ

マ
ネ

キ
、

タ
イ

ワ
ン

ヒ
ラ

イ
ソ

モ
ド

キ
等

の
重

要
種

の
生

息
・
生

育
範

囲
、

生
息

・
生

育
数

、
生

息
・
生

育
状

況
底

質
調

査
結

果
干

潟
環

境
保

全
の

取
り

組
み

内
容

環
境

②
p9

～
1
3

水
質

事
故

発
生

に
お

け
る

連
絡

及
び

協
力

体
制

の
整

備
内

容

水
質

調
査

の
項

目
・
回

数
・
結

果

住
民

等
へ

の
水

質
情

報
の

発
信

回
数

水
質

汚
濁

防
止

に
向

け
た

啓
発

活
動

の
回

数
・
取

り
組

み
内

容

県
、

市
、

住
民

等
と

連
携

し
た

導
水

の
取

り
組

み
内

容

導
水

後
の

水
質

調
査

結
果

4.
3.

3
河

川
景

観
－

河
川

景
観

紀
の

川
ら

し
い

河
川

景
観

の
保

全
状

況
景

観
に

配
慮

し
た

材
料

や
工

法
の

取
り

組
み

内
容

環
境

⑦
p3

4

迷
惑

行
為

に
お

け
る

啓
発

の
取

り
組

み
内

容
環

境
⑧

p3
5
～

3
6

関
係

機
関

や
警

察
等

と
協

議
し

た
耕

作
、

工
作

物
設

置
行

為
の

是
正

の
取

り
組

み
内

容
環

境
⑨

p3
7
～

3
8

2
.多

く
の

人
が

利
用

し
や

す
い

河
川

多
く
の

人
が

利
用

し
や

す
い

河
川

安
全

・
安

心
し

て
利

用
で

き
る

河
川

空
間

の
状

況
河

川
空

間
の

利
用

者
数

・
バ

リ
ア

フ
リ

ー
化

の
実

施
箇

所
数

環
境

⑩
p3

9
～

4
0

整
備

計
画

の
目

次
進

捗
点

検
報

告
書

の
該

当
箇

所

利
水

②
p2

～
3

3
.日

常
的

な
河

川
情

報
の

提
供

日
常

的
な

河
川

情
報

の
提

供
河

川
情

報
の

提
供

状
況

利
水

③

2
.渇

水
時

の
効

率
的

な
水

運
用

渇
水

時
の

効
率

的
な

水
運

用
渇

水
時

の
水

運
用

状
況

平
常

時
の

水
位

、
流

量
、

取
水

量
情

報
共

有
で

き
る

体
制

構
築

へ
の

取
り

組
み

内
容

瀬
切

れ
の

実
態

調
査

内
容

瀬
切

れ
を

解
消

す
る

た
め

の
関

係
機

関
と

の
調

整
回

数
・
内

容

p4
～

8

4
.3

河
川

環
境

に
関

す
る

事
項

4.
3.

1
動

植
物

の
生

息
・

生
育

・
繁

殖
環

境

1
.河

川
環

境
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

河
川

環
境

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
の

実
施

状
況

環
境

①
p1

～
8

p2
4
-
2
7

4
.2

河
川

の
適

正
な

利
用

及
び

流
水

の
正

常
な

機
能

の
維

持
に

関
す

る
事

項

環
境

③
p1

4
～

1
7

p2
8
-
2
9

4
.外

来
種

対
策

外
来

種
対

策
外

来
種

対
策

の
実

施
状

況
外

来
種

の
生

息
・
生

育
範

囲
、

生
息

・
生

育
数

、
生

息
・
生

育
状

況
関

係
機

関
、

住
民

等
と

連
携

し
た

移
入

回
避

の
取

り
組

み
内

容
・
駆

除
の

回
数

3
.生

物
移

動
の

連
続

性
生

物
移

動
の

連
続

性
連

続
性

の
確

保
状

況
移

動
阻

害
の

実
態

調
査

内
容

・
阻

害
箇

所
数

関
係

機
関

と
連

携
し

た
落

差
解

消
の

取
り

組
み

内
容

施
設

管
理

者
と

連
携

し
た

魚
道

機
能

保
全

の
取

り
組

み
内

容

環
境

④
p1

8
～

2
1

p3
0
-
3
2

4.
3.

2
水

環
境

（
水

質
）

1
.紀

の
川

本
川

水
環

境
（
水

質
）

紀
の

川
本

川
紀

の
川

本
川

の
水

質
の

状
況

環
境

⑤
p2

2
～

3
0

p3
3
-
3
5

4.
3.

4
河

川
空

間
の

利
用

1
.河

川
空

間
の

適
正

な
利

用
河

川
空

間
の

適
正

な
利

用
水

面
及

び
河

川
区

域
内

に
お

け
る

河
川

空
間

の
利

用
状

況

3
.地

域
に

ふ
さ

わ
し

い
河

川
整

備
地

域
に

ふ
さ

わ
し

い
河

川
整

備
地

域
に

見
合

っ
た

河
川

空
間

の
状

況

2
.和

歌
山

市
内

河
川

水
環

境
（
水

質
）

和
歌

山
市

内
河

川
水

質
環

境
基

準
の

達
成

状
況

住
民

、
自

治
体

と
連

携
し

た
河

川
空

間
の

保
全

、
整

備
の

取
り

組
み

内
容

環
境

整
備

の
実

施
状

況
・
実

施
内

容
環

境
⑪

p4
1
～

4
2

環
境

⑥
p3

1
～

3
3

p3
6
-
3
7
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４
．

進
捗

点
検

の
項

目
：
p1

0以
降

で
説

明
を

行
う

項
目

：
整

備
計

画
で

定
め

た
施

設
整

備
等

が
完

了
し

た
も

の

点
検

項
目

観
　

点
指

　
標

本
資

料
の

ペ
ー

ジ

1
.住

民
と

連
携

し
た

維
持

管
理

の
実

施
地

域
住

民
と

の
連

携
状

況
住

民
等

と
協

働
し

た
維

持
管

理
の

取
り

組
み

内
容

環
境

⑮
p5

0
～

5
2

p
3
8

C
C

T
V

の
設

置
箇

所
数

・
光

フ
ァ

イ
バ

ー
の

整
備

延
長

運
転

支
援

シ
ス

テ
ム

の
導

入
の

取
り

組
み

内
容

操
作

員
の

技
術

向
上

の
取

り
組

み
回

数
・
内

容

貴
志

川
に

お
け

る
樋

門
の

遠
隔

操
作

化
の

整
備

数

3
.許

可
工

作
物

許
可

工
作

物
許

可
工

作
物

の
維

持
管

理
状

況
施

設
管

理
者

に
対

し
て

指
導

回
数

・
内

容
管

理
⑤

p1
6
～

1
8

整
備

計
画

の
目

次
進

捗
点

検
報

告
書

の
該

当
箇

所

4
.3

河
川

環
境

に
関

す
る

事
項

4.
3.

5
河

川
工

事
に

対
す

る
配

慮
－

河
川

工
事

に
対

す
る

配
慮

河
川

工
事

に
お

け
る

環
境

保
全

対
策

状
況

環
境

保
全

対
策

の
実

施
内

容
・
実

施
延

長
環

境
調

査
の

実
施

状
況

・
実

施
内

容
、

環
境

改
善

策
の

取
り

組
み

内
容

環
境

⑫
p4

3
～

4
4

4.
3.

6
環

境
学

習
－

環
境

学
習

総
合

学
習

等
の

支
援

状
況

総
合

学
習

等
の

実
施

回
数

・
内

容
水

と
き

ら
め

き
紀

の
川

館
の

利
用

者
数

、
出

前
講

座
の

実
施

回
数

環
境

⑬
p4

5
～

4
7

4.
3.

7
流

域
の

森
林

保
全

－
流

域
の

森
林

保
全

森
林

の
保

全
状

況
関

係
機

関
と

連
携

し
た

取
り

組
み

内
容

森
林

保
全

の
啓

発
協

力
の

回
数

・
内

容
環

境
⑭

p4
8
～

p4
9

4.
3.

8
地

域
住

民
と

の
連

携
地

域
住

民
等

と
の

連
携

2
.地

域
住

民
や

住
民

団
体

の
情

報
連

携
体

制
づ

く
り

地
域

住
民

や
住

民
団

体
の

連
携

状
況

河
川

愛
護

モ
ニ

タ
ー

の
活

動
回

数
・
内

容
情

報
連

携
体

制
の

取
り

組
み

内
容

環
境

⑯
p5

3

4
.4

維
持

管
理

に
関

す
る

事
項

4.
4.

1
河

川
管

理
施

設
等

の
機

能
維

持

1
.堤

防
、

護
岸

等
の

維
持

管
理

堤
防

、
護

岸
等

の
維

持
管

理
堤

防
・
護

岸
等

の
河

川
管

理
施

設
の

維
持

管
理

状
況

堤
防

目
視

点
検

結
果

堤
防

及
び

護
岸

の
補

修
箇

所
数

・
延

長
管

理
①

p1
～

7
p4

0
-
4
1

除
草

の
実

施
回

数
住

民
・
N

P
O

・
市

民
団

体
等

と
協

働
し

た
リ

サ
イ

ク
ル

及
び

コ
ス

ト
縮

減
の

取
り

組
み

内
容

管
理

②
p8

～
1
0

p
4
2

p
3
9

樋
門

・
樋

管
等

の
施

設
操

作
状

況
管

理
④

p1
3
～

1
5

2
.樋

門
・
樋

管
等

の
河

川
管

理
施

設
の

維
持

管
理

樋
門

・
樋

管
等

の
河

川
管

理
施

設
の

維
持

管
理

樋
門

・
樋

管
等

の
河

川
管

理
施

設
の

維
持

管
理

状
況

樋
門

・
樋

管
の

点
検

箇
所

数
・
点

検
回

数
・
点

検
内

容
各

施
設

の
コ

ス
ト

を
勘

案
し

た
機

能
保

全
の

内
容

4.
4.

2
河

川
区

域
の

管
理

1
.河

道
内

土
砂

河
道

内
土

砂
河

川
区

域
内

の
土

砂
堆

積
・
洗

掘
状

況

定
期

横
断

測
量

の
断

面
変

化
量

河
道

掘
削

の
実

施
箇

所
・
土

量
河

川
巡

視
結

果
河

床
低

下
、

洗
掘

対
策

の
取

り
組

み
内

容

管
理

③
p1

1
～

1
2

管
理

⑥
p1

9

2
.河

道
内

樹
木

河
道

内
樹

木
河

川
区

域
内

の
樹

木
繁

茂
状

況
樹

木
伐

開
範

囲
・
伐

開
量

リ
サ

イ
ク

ル
及

び
コ

ス
ト

縮
減

に
よ

る
地

域
や

関
係

機
関

の
有

効
利

用
の

取
り

組
み

内
容

管
理

⑦
p2

0
～

2
1

3
.塵

芥
等

塵
芥

等

河
川

区
域

内
の

塵
芥

処
理

状
況

塵
芥

の
処

分
量

地
域

住
民

や
住

民
団

体
が

行
う

美
化

・
清

掃
活

動
の

取
り

組
み

内
容

管
理

⑧
p2

2
～

2
4

p
4
3

河
川

区
域

内
の

不
法

投
棄

状
況

夜
間

・
休

日
の

河
川

巡
視

の
回

数
市

民
団

体
・
警

察
等

と
連

携
し

た
巡

視
の

回
数

管
理

⑨
p2

5
～

2
7
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４
．

進
捗

点
検

の
項

目
：
p1

0以
降

で
説

明
を

行
う

項
目

：
整

備
計

画
で

定
め

た
施

設
整

備
等

が
完

了
し

た
も

の

点
検

項
目

観
　

点
指

　
標

本
資

料
の

ペ
ー

ジ

2
.放

流
警

報
、

情
報

提
供

放
流

警
報

、
情

報
提

供
放

流
情

報
の

提
供

状
況

放
流

情
報

の
提

供
に

お
け

る
取

り
組

み
内

容
管

理
⑪

p3
0
～

3
2

水
質

調
査

の
内

容
・
結

果
選

択
取

水
設

備
の

運
用

状
況

管
理

⑫
p3

3
～

3
6

3
.貯

水
池

管
理

貯
水

池
管

理
貯

水
池

の
維

持
管

理
状

況
流

木
の

撤
去

率
（
量

）
流

木
の

有
効

活
用

の
取

り
組

み
内

容
管

理
⑬

整
備

計
画

の
目

次
進

捗
点

検
報

告
書

の
該

当
箇

所

4
.4

維
持

管
理

に
関

す
る

事
項

4.
4.

3
ダ

ム
、

堰
の

管
理

1
.流

水
・
施

設
管

理
流

水
・
施

設
管

理
ダ

ム
、

堰
の

流
水

及
び

施
設

管
理

状
況

巡
視

・
点

検
の

実
施

回
数

放
流

量
・
排

水
量

・
放

流
量

と
河

川
流

量
の

状
況

既
存

ダ
ム

と
の

連
携

に
よ

る
低

水
管

理
の

方
法

の
取

り
組

み
内

容

p3
7
～

3
8

p
4
5

巡
視

・
点

検
の

実
施

状
況

土
砂

堆
積

率
管

理
⑭

p3
9
～

4
0

管
理

⑩
p2

8
～

2
9

p
4
4

p4
6
～

4
7

管
理

⑮
p4

1
～

4
5

p
4
6

5
.環

境
調

査
環

境
調

査
ダ

ム
の

環
境

状
況

環
境

調
査

の
実

施
状

況
・
内

容
管

理
⑯

4
.環

境
整

備
環

境
整

備
水

源
地

域
の

整
備

状
況

流
域

内
の

連
携

・
交

流
の

取
り

組
み

内
容

湖
面

の
活

用
状

況



9

５
.令

和
元
年
度
紀
の
川
流
域
懇
談
会
で
の
ご
提
案
と
そ
の
対
応
に
つ
い
て

令
和

元
年

度
紀

の
川

流
域

懇
談

会
で

の
ご

提
案

と
そ

の
対

応
に

つ
い

て

指
標

ご
提

案
（
ご

質
問

も
含

む
）

対
応

状
況

治
水

①

・
紀

の
川

大
堰

の
実

際
の

運
用

状
況

、
そ

れ
に

よ
る

水
位

低
下

効
果

に
つ

い
て

の
報

告
を

入
れ

て
ほ

し
い

。


全

開
操

作
を

伴
う

規
模

（
1
9
0
0
m

3
/
s以

上
）
の

洪
水

時
に

は
水

位
低

減
効

果
を

検
討

し
ま

す
。


紀

の
川

大
堰

の
運

用
と

そ
の

効
果

を
点

検
項

目
に

追
加

し
、

該
当

す
る

出
水

が
あ

れ
ば

提
示

し
て

い
き

ま
す

。
（R

2
年

度
は

該
当

洪
水

な
し

）

治
水

⑤
・
樹

木
伐

採
を

進
め

る
上

で
、

魚
類

に
も

配
慮

し
て

い
た

だ
き

た
い

。


樹

木
伐

採
に

あ
た

っ
て

は
、

水
際

で
は

樹
木

伐
採

を
行

っ
て

お
ら

ず
、

魚
類

の
環

境
に

影
響

を
及

ぼ
す

可
能

性
は

低
い

で
す

。


樹
木

伐
採

で
生

じ
る

鳥
類

と
陸

上
昆

虫
へ

の
影

響
に

つ
い

て
は

、
環

境
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
に

相
談

を
行

い
、

そ
れ

ら
に

配
慮

し
た

工
事

を
行

っ
て

い
ま

す
。

治
水

⑪

・
い

い
映

像
（
ラ

イ
ブ

カ
メ

ラ
）
を

提
供

し
て

い
る

が
、

一
般

の
方

に
結

び
つ

い
て

い
る

の
か

疑
問

で
あ

る
。

受
け

取
っ

た
情

報
の

活
用

法
に

つ
い

て
も

議
論

が
必

要
と

感
じ

る
。


防

災
教

育
に

つ
い

て
は

各
自

治
体

主
導

で
取

り
組

ん
で

お
り

、
そ

の
内

容
に

つ
い

て
は

減
災

協
議

会
に

お
い

て
情

報
を

共
有

し
て

い
ま

す
。


国

交
省

に
お

い
て

は
、

各
自

治
体

の
取

り
組

み
に

対
し

て
、

支
援

な
ら

び
に

協
力

を
行

っ
て

お
り

ま
す

。

環
境

③

・
魚

道
の

遡
上

の
デ

ー
タ

に
つ

い
て

、
ア

ユ
に

特
化

せ
ず

に
他

の
魚

種
に

つ
い

て
も

検
討

し
て

ほ
し

い
。


河

川
水

辺
の

国
勢

調
査

（
魚

類
）の

調
査

年
度

（
5
年

に
1
度

）
に

合
わ

せ
て

、
ア

ユ
遡

上
時

期
で

あ
る

春
期

（
4
月

～
5
月

）
に

、
紀

の
川

大
堰

の
左

岸
人

工
河

川
敷

魚
道

で
、

ア
ユ

以
外

の
魚

類
に

つ
い

て
た

も
網

等
で

の
採

取
・
調

査
を

行
う

こ
と

と
し

ま
す

。


紀
の

川
大

堰
左

岸
人

工
河

川
式

魚
道

に
お

い
て

、
ア

ユ
以

外
の

遡
上

に
つ

い
て

試
行

調
査

（
R

3
.3

）
を

行
い

、
オ

イ
カ

ワ
、

フ
ナ

、
ウ

ナ
ギ

、
テ

ナ
ガ

エ
ビ

、
モ

ク
ズ

ガ
ニ

を
確

認
し

ま
し

た
。

環
境

⑤

・
水

質
に

つ
い

て
、

代
表

地
点

の
B

O
D

を
示

し
て

い
る

が
、

複
数

地
点

で
の

デ
ー

タ
提

示
を

し
て

ほ
し

い
。


複

数
地

点
で

デ
ー

タ
を

と
っ

て
い

ま
す

の
で

、
複

数
地

点
で

お
示

し
し

ま
す

。



進
捗

点
検
報
告
書
（

4.
1
.1

洪
水
を
安
全
に
流

す
取
り
組
み
）
：

治
水
①
（

1
/2
）

点
検

項
目

洪
水

調
節
施
設
の
整
備

観
点
・

指
標

【
観

点
】

大
滝
ダ
ム
下

流
の
流
下
能
力
状
況

【
指

標
】

ダ
ム
の
放
流

量

進
捗

状
況

(
1
. 
洪
水

調
節

施
設

の
整

備
状
況

)

（
現

況
）

・
大

滝
ダ
ム
の
洪
水
時
の

最
大
放
流
量
は

1,
2
00
m3
/
s。

・
平

成
2
6年

8
月
の
台
風

11
号
、
平
成

27
年

7月
の

台
風
1
1号

、
平

成
2
9年

の
台
風

21
号
、
平
成

30
年
8月

の
台

風
2
0号

、
9
月
の
台
風

24
号
に
お
い
て

防
災
操
作
を
実
施
。

そ
の

他

（
現

況
）

○
奈

良
県
管
理
区
間

・
大

滝
ダ
ム
下
流
の
吉
野

川
（
紀
の

川
）
の
奈
良
県
管
理
区

間
で
は
、

国
管
理
区
間
に
影
響
が

な
い
範
囲

で
、
順
次
築
堤
等
の
整

備
を
奈
良

県
が
実
施
し
て
い
る
。
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結
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理
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堤
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整
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状
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防
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図
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進
捗

点
検
報
告
書
（

4.
1
.1

洪
水
を
安
全
に
流

す
取
り
組
み
）
：

治
水
①
（

2
/2
）

点
検

項
目

洪
水

調
節
施
設
の
整
備

観
点
・

指
標

【
観

点
】

大
滝
ダ
ム
下

流
の
流
下
能
力
状
況

【
指

標
】

ダ
ム
の
放
流

量

そ
の

他

（
奈

良
県
管
理
区
間
の
堤

防
整
備
状
況
）

令
和
元
年
度
は
、
護
岸

の
植
生
工
事
の
み
を

実
施
し
、
堤
防
の
整

備
延
長
は
な
か
っ
た

。

▲
奈

良
県

管
理

区
間

の
堤

防
整

備
状

況
（
奈

良
県

提
供

資
料

よ
り

作
成

）

点
検

結
果

・
大

滝
ダ
ム
の
洪
水
時
の

最
大
放
流
量
に
つ
い

て
は
、
下
流
の
河
道

整
備
状
況
を
踏
ま
え

、
1
,2
00
m3
/
s運

用
を

行
っ
た

（
令

和
2年

度
は
防
災
操
作

な
し
）
。
今
後
、
奈

良
県
と
調
整
を
図
り

な
が
ら
順
次
変
更
し

て
い
く
。
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地
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進
捗

点
検
報
告
書
（

4.
1
.1

洪
水
を
安
全
に
流

す
取
り
組
み
）
：

治
水
②

点
検

項
目

河
道
の
整
備

観
点
・

指
標

【
観

点
】

堤
防
の
整
備

状
況

【
指

標
】

堤
防
の
整
備

箇
所
・
整
備
延
長
、

（
堤
防
整
備
前
後
の

）
流
下
能
力

進
捗

状
況

(
2
.河

道
の
整

備
状
況

)

【
堤

防
整
備
】

・
令

和
2年

度
に
も
堤
防
整

備
を
実
施
し
た
。

点
検

結
果

・
令

和
2年

度
も
過
年
度
に

引
き
続
き
堤
防
整
備

を
実
施
し
た
。

・
今

後
も
引
き
続
き
、
上

下
流
バ
ラ
ン
ス
等
を

考
慮
し
、
段
階
的
に

整
備
を
進
め
る
。

そ
の

他
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採
状
況

【
指

標
③
-
1】

河
道
掘

削
の
実
施
箇
所
・
土

量
、
（
河
道
掘
削
前

後
の
）
流
下
能
力

【
指

標
③
-
2】

樹
木
伐

採
の
実
施
箇
所
・
面

積
、
（
樹
木
伐
採
の

実
施
前
後
の
）
流
下

能
力

進
捗

状
況

（
2.
河
道

の
整

備
状
況

）

【
指

標
③
-
1】

・
令

和
2年

度
は
、
岩
出
狭

窄
部

の
河
道
掘
削
を

35
,5
0
0m

3 実
施
し
、

慈
尊
院
地
区
で
の
河
道

掘
削
を

34
,
30
0m

3 実
施
し
た
。

【
指

標
③
-
2】

・
平

成
2
6年

度
～
令
和

2年
度
は
、

流
下
能
力
が

低
下

し
な
い
よ
う
、
河
道
維

持
の
た
め
の
樹
木
伐

採
を
実
施
。

点
検

結
果

【
指

標
③
-
1】

・
令

和
2年

度
は
、
岩
出
狭

窄
部
の
河
道
掘
削
を

3
5,
50
0m

3 実
施
し
、

慈
尊
院
地
区
で
の
河

道
掘
削
を

34
,3
00
m
3 実

施
し
た
。

今
後

、
上
下
流
バ
ラ
ン
ス

等
を
考
慮
し
な
が
ら

藤
崎
地
区
・
小
田
地

区
の
狭
窄
部
対
策
お

よ
び
慈
尊
院
地
区
・

橋
本
地

区
の

河
道
掘
削
を
段
階
的

に
実
施
予
定
で
あ
る

。
【
指

標
③
-
2】

・
令

和
2年

度
は
、
流
下
能

力
向
上
面
か
ら
の
樹

木
伐
採
は
実
施
し
て

い
な
い
。

そ
の

他
13
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捗

点
検

結
果

流
下

能
力

図
の

凡
例

と
算

定
条
件

：
令
和

元
年

度
末

河
道
、

評
価
高

は
堤
防

天
端

－
余

裕
高

：
令
和

2
年
度

末
河

道
、

評
価

高
は

堤
防
天

端
－

余
裕

高

▲
令

和
3
年

3
月

（
令

和
2
年

度
末

）
時

点
の

紀
の

川
の

流
下

能
力

64
,0
00

m
3 29

,0
00
m

357
,2
00

m
36
6,
50
0m

332
5,
40

0m
3 18
8,
40

0m
3 35
,5
00
m

3

0

50
,0
00

10
0,
00

0

15
0,
00

0

20
0,
00

0

25
0,
00

0

30
0,
00

0

35
0,
00

0

H2
6

H2
7

H
28

H2
9

H3
0

R1
R2

河道掘削量(m3)

船
戸

出
張

所
管

内

令
和

元
年

度
ま

で

令
和

2年
度

0

2
,0

0
0

4
,0

0
0

6
,0

0
0

8
,0

0
0

10
,0

0
0

12
,0

0
0

14
,0

0
0

14.6K

15.6K

16.6K

19.4K

20.4K

21.4K

22.4K

23.4K

24.4K

25.4K

(
m
3
/
s
) 0

2
,0

0
0

4
,0

0
0

6
,0

0
0

8
,0

0
0

10
,0

0
0

12
,0

0
0

14
,0

0
0
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進
捗

点
検

結
果

進
捗

点
検
報
告
書
（

4.
1
.1

洪
水
を
安
全
に
流

す
取
り
組
み
）
：

治
水
④

点
検

項
目

河
道

の
整
備

観
点
・

指
標

【
観

点
】

狭
窄
部
の
対

策
状
況

【
指

標
】

堰
管
理
者
と

の
協
議
回
数
、
狭
窄

部
対
策
の
実
施
状
況

、
（
狭
窄
部
対
策
前

後
の
）
流
下
能
力

進
捗

状
況

（
2.
河
道

の
整

備
状
況

）

・
岩

出
狭
窄
部
は
、
整
備

計
画
目
標
流
量
に
対

し
て
治
水
上
ネ
ッ
ク

と
な

っ
て
い
る
最
下
流
に

位
置
し
て
お
り
、
上

下
流
バ
ラ
ン
ス
を
考

慮

し
た
整
備
手
順
か
ら
優

先
的
に
対
策
を
実
施

す
る
必
要
が
あ
っ
た

。

・
堰

管
理
者
で
あ
る
農
政

局
な
ど
の
関
係
機
関

と
の
協
議
等
を
踏
ま

え
、

岩
出
狭
窄
部
対
策
の
進

捗
を
図
っ
て
き
た
。

・
令

和
2年

度
に
、
岩
出
狭

窄
部
の
拡
幅
水
路
・

河
道
掘
削
を
実
施
し

、

岩
出
狭
窄
部
対
策
は
完

了
し
た
。

・
藤

崎
狭
窄
部
対
策
に
つ

い
て
、
農
政
局
と
の

協
議
に
向
け
事
前
調

整
を
実
施
し
た
。

点
検

結
果

・
令

和
2年

度
は
、
岩
出
狭

窄
部
の
狭
窄
部
対
策

が
完
了
し
た
。
流
下

能
力
が
整
備
計
画
目

標
流
量
相
当
（
貴
志

川
合
流
点

下
流

：
8
,5
00
m3
/
s

合
流

点
上
流
：

6,
30
0m

3
/s
）

に
向
上
し
た
。

・
そ

の
他
の
狭
窄
部
対
策

に
つ
い
て
も
上
下
流

バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し

な
が
ら
下
流
部
か
ら

引
き
続
き
整
備
を
進

め
て
い
く
。

※
流

下
能
力
図
は
本
編
報

告
書
を
参
照

県
名

狭
窄
部
名

狭
窄
部
位

置

距
離
標

地
区
名

和
歌
山
県

岩
出
狭
窄

部
1
6
.
9k

岩
出
市
船

戸

藤
崎
狭
窄

部
2
9
.
2k

紀
の
川
市

藤
崎

小
田
狭
窄

部
4
4
.
6k

橋
本
市
高

野
口
町

小
田

年
度

実
施
内
容

H
2
5

現
地
調
査

・
対
策

案
の
検
討

に
着
手

H
2
6

水
理
模
型

実
験
を

実
施

H
2
7

関
係
機
関

協
議
と

と
も
に
設

計
に
着

手

H
2
8

対
策
事
業

の
起
工

式
を
挙
行

（
H
2
8.
1
0.
1
0)
。
護
岸
整

備
・
河

道
掘
削

(
V=
5
7,
20
0
m
3
)を

実
施

H
2
9

拡
幅
水
路

整
備
・

護
岸
整
備

・
河
道

掘
削

(V
=
66
,
50
0m

3
)
を
実
施

H
3
0

拡
幅
水
路

整
備
・

河
道
掘
削

(
V=
3
25
,
40
0
m
3 )
を
実
施

R
1

河
道
掘
削

(
V=
1
88
,
40
0
m
3 )
を

実
施

R
2

拡
幅
水
路

整
備
・

河
道
掘
削

(
V=
3
5,
5
00
m
3
)を

実
施
し

、
狭
窄

部
対
策

を
完
了

▲
岩
出
狭
窄

部
の
状
況

▲
岩
出
狭
窄

部
対
策
の
進

捗
状
況

岩
出
頭

首
工

上
流
右

岸
拡
幅
水

路
工

事
岩

出
狭

窄
部

の
対

策
状

況
取

水
口

ゲ
ー

ト

拡
幅

水
路

2
0
1
9
.
07
.
3
1撮

影

▼
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捗

点
検

結
果

進
捗

点
検
報
告
書
（

4.
1
.1

洪
水
を
安
全
に
流

す
取
り
組
み
）
：

治
水
⑤

点
検

項
目

支
川

対
策

観
点
・

指
標

【
観

点
】

支
川
対
策
の

改
修
状
況

【
指

標
⑤
-
1】

七
瀬
川

の
工
事
の
進
捗

【
指

標
⑤
-
2】

支
川
対

策
の
取
り
組
み
内
容

進
捗

状
況

（
3.
支
川

対
策

の
状
況

）

【
指

標
⑤
-
1】

【
指

標
⑤
-
2】

点
検

結
果

・
平

成
2
8年

度
に
、
柘
榴

川
護
岸
整
備

L=
23
0
m(
左
岸
)、

柘
榴
川
護
岸

整
備
L
=3
1
0m
(右

岸
)を

実
施
し

、
七
瀬
川
、

柘
榴

川
の

支
川
対
策
に
つ
い
て

は
、
河
川
整
備
計
画

に
位
置
付
け
た
整
備

内
容
は
完
了
し
て
い

る
。

そ
の

他

▲
柘

榴
川

の
護

岸
施

工
状

況

▲
支
川
・
柘

榴
川
の
整
備

七
瀬

川
の

対
策

状
況

柘
榴

川
の

対
策

状
況

年
度

実
施
内
容

H
2
3～

国
債
工
事
で

鴨
井
排
水
樋

門
の
改
築

に
着
手

H
2
7

鴨
井
排
水
樋

門
工
事
完
了

（
国
の
実

施
箇
所
完
了

）

H
2
8～

和
歌
山
県
の

七
瀬
川
改
修

は
引
き
続

き
実
施
中

年
度

実
施
内
容

H
1
0

地
す
べ
り
区

間
以
外
（
合

流
点
～
最

上
橋
）
に
つ

い
て

整
備
完
了

H
1
8

県
が
地
す
べ

り
対
策
事
業

と
し
て
着

手

H
2
1

地
す
べ
り
対

策
事
業
と
の

一
体
整
備

に
係
る
工
事

に
関

す
る
協
定
締

結
「

河
道
掘
削

事
前
処
理
の

地
す
べ
り

対
策
」
と
「

県
に

よ
る
地
す
べ

り
対
策
」
を

同
時
施
工

H
2
2

河
道
掘
削
事

前
処
理
の
地

す
べ
り
対

策
完
了

H
2
5

和
歌
山
県
に

て
地
す
べ
り

対
策
箇
所

の
モ
ニ
タ
リ

ン
グ

実
施

H
2
6

最
上
橋
上
流

部
の
河
道
整

備
に
着
手

H
2
7

柘
榴
川
河
道

整
備
L
=
15
0m
(
左
岸
)
整
備
済
み

H
2
8

柘
榴
川
護
岸

整
備
L
=
23
0m
(
左
岸
)
整
備
済
み

柘
榴
川
護
岸

整
備
L
=
31
0m
(
右
岸
)
整
備
済
み

最
上

大
橋

最
上

橋

左
岸

右
岸

柘
榴

川

改
修

済
み

H
28

年
度

左
岸

整
備

済
み

H
27

年
度

左
岸

整
備

済
み

H
28

年
度

左
岸

整
備

済
み



進
捗

点
検
報
告
書
（

4.
1
.1

洪
水
を
安
全
に
流

す
取
り
組
み
）
：

治
水
⑥

点
検

項
目

堤
防

の
安
全
性
の
確
保

観
点
・

指
標

【
観

点
】

堤
防
強
化
対

策
の
実
施
状
況

【
指

標
】

堤
防
強
化
対

策
の
実
施
箇
所
・
実

施
延
長

進
捗

状
況

（
4.
堤
防

の
安

全
性

の
確

保
状
況

）

点
検

結
果

・
平
成
2
8年

度
に
嶋
地
区

、
後
田
地

区
に
て
パ
イ

ピ
ン
グ
対

策
を
実
施
し

、
河
川
整

備
計
画
に
位

置
付
け
た
す

べ
り
対
策

、
パ
イ
ピ
ン

グ
対
策
、

盤
ぶ
く
れ
対

策
は
完
了
し
た
。

そ
の

他

・
平
成
2
7年

9月
の

関
東
・

東
北
豪
雨

を
踏
ま
え
、

全
国
全
て

の
直
轄
河
川

と
そ
の
沿

川
市
町
村

に
お
い
て

、
「
水
防
災

意
識
社
会

再
構
築
ビ
ジ

ョ
ン
」
と

し
て
、
水
防

災
意
識
社
会
を
再
構
築

す
る
取
組

を
行
う
こ
と

と
な
っ
た

。
・

紀
の
川
で

は
、
国
・
和

歌
山
県
・

奈
良
県
・
沿

川
自
治
体

で
構
成
す
る

協
議
会
を

設
立
し
、

平
成
2
8年

9月
に
「
紀
の
川
の
減
災
に
係
る
取
組
方
針
」
を
策
定
し
て
い
る
。

(
h

tt
p

:/
/w

w
w

.k
kr

.m
lit

.g
o.

jp
/w

a
ka

ya
m

a
/g

e
ns

ai
ky

o
u

g
ik

a
i/i

nd
ex

.h
tm

l）
・

方
針
で
は

、
概
ね

5年
間

で
実
施
す

る
取
組
と
し

て
「
洪
水

に
対
す
る
意

識
の

啓
発
や
普

及
」
な
ど
の

た
め
の
ソ

フ
ト
対
策
と

、
越
水
等

が
発
生
し
た

場
合

で
も
決
壊

ま
で
の
時
間

を
少
し
で

も
引
き
延
ば

す
た
め
の

危
機
管
理
型

ハ
ー

ド
対
策
（

堤
防
強
化
（

堤
防
天
端

の
保
護
お
よ

び
堤
防
裏

法
尻
の
補
強

）
）

に
取
り
組

む
こ
と
と
し

て
い
る
。

・
平
成
2
9年

度
は
、
遠
方

地
区
（
紀

の
川
市
遠
方

、
紀
の
川

2
6k
～

2
7k
付

近
）
、

後
田
地
区

（
紀
の
川
市

後
田
、
紀

の
川
3
0
k～

3
1
k付

近
）
、
岸
上

地
区

（
橋
本
市

岸
上
、
紀
の

川
4
8k
付
近
）
の

堤
防
強

化
を
、
令

和
元
年
度
は

、
永
穂
地
区

（
紀
の
川

10
k
～
1
2k
付
近
）
、

学
文
路

地
区
（
紀

の
川
3
1
k付

近
）

の
堤
防
強

化
を
、
令
和

2年
度

は
、
永
穂

地
区
、

松
島
地
区

、
出
島
地
区

、
丸
栖
地
区

、
調
月
地
区

、
西
脇
地

区
の
堤
防
強

化
を
「
水

防
災
意
識
社

会
再
構
築
ビ

ジ
ョ
ン
」
の

危
機
管
理

型
ハ
ー
ド
対

策
の
一
環

と
し
て
実
施

し
た
。
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▼
浸

透
対

策
の

実
施

状
況

年
度

実
施
内
容

H
2
5ま

で
す

べ
り
対

策
：

3.
3
km

パ
イ
ピ
ン

グ
対
策

：
5
.
5k
m

盤
ぶ
く
れ

対
策
：

2
.1
k
m

H
2
6

す
べ
り
対

策
：

0.
3
km

パ
イ
ピ
ン

グ
対
策

：
6
.
3k
m

盤
ぶ
く
れ

対
策
：

1
.7
k
m

※
す
べ
り

対
策
、

盤
ぶ
く
れ

対
策
は

H
26
年
度
ま

で
に
全

て
完
了

H
2
7

五
條
市
の

堤
防
整

備
を
優
先

し
、
未

実
施

H
2
8

パ
イ
ピ
ン

グ
対
策

：
1
.
1k
m

※
パ
イ
ピ

ン
グ
対

策
は

H2
8年

度
ま
で

に
全
て

完
了

▼
浸

透
対

策
実

施
状

況
（
整

備
率

）

3.
6

km
12

.9
km

3.
8

km

～
H

25
3.

3
(9

2
%)

5.
5

(4
3
%)

2.
1

(5
5
%)

H
2
6

0.
3

(1
00

%)
6.

3
(9

1
%)

1.
7

(1
00

%)
H

2
7

0.
0

(9
1
%)

H
2
8

1.
1

(1
00

%)
H

2
9

H
2
9-

H
3
0

　
　

　
は

整
備

完
了

( 
 )

は
計

画
に

対
す

る
累

加
の

整
備

率

残
整

備

す
べ

り
対

策
パ

イ
ピ

ン
グ

対
策

盤
ぶ

く
れ

対
策

計
画

整
備

延
長

整 備 延 長
完

了 -

完
了

完
了

-
-

▲
危

機
管

理
型

ハ
ー

ド
対

策
実

施
箇

所

和
歌

山
市

紀
の

川
市

か
つ

ら
ぎ
町

九
度

山
町

五
條

市

橋
本

市

L=
5.

0k
m

L=
0.

6k
m

L=
5.

0k
m

L=
0.

8k
mL=

1.
7k

m

L=
0.

4k
m

L=
0.

8k
mL=

0.
4k

m
L=

0.
6k

m

L=
0.

2k
m

L=
0.

8k
m

L=
2.

0k
m

L=
0.

8k
m

L=
1.

0k
m

L=
0.

4k
m

紀
の

川

貴 志 川

岸
上

地
区

H
2
9
整

備
済

遠
方

地
区

H
2
9
整
備

済
凡

例
天

端
の

保
護

裏
法
尻

の
補

強

後
田

地
区

H
2
9
整

備
済

L=
1.

2k
m

L=
0.

6k
m

岩
出

市

永
穂

地
区

R
2
整

備
済

学
文

路
地
区

R
1
整

備
済

松
島

、
出
島

地
区

R
2
整

備
済

丸
栖

地
区

R
2
整

備
済

調
月

地
区

R
2
整

備
済

西
脇

地
区

R
2
整

備
済



進
捗

点
検
報
告
書
（

4.
1
.2

地
震
・
津
波
対
策

）
：

治
水
⑦

点
検

項
目

堤
防

、
堰
、
樋
門
等
の
耐

震
対
策

観
点
・

指
標

【
観

点
】

耐
震
対
策
の

実
施
状
況

【
指

標
⑦
-
1】

堤
防
、
堰

、
樋
門
等
の
耐
震
対

策
の
箇
所
数
・
対
策

内
容

【
指

標
⑦
-
2】

電
気
・
通

信
機
器
の
耐
震
対
策

の
箇
所
数
・
対
策
内

容

進
捗

状
況

（
1.
堤
防
、

堰
、

樋
門

等
の

耐
震

対
策

状
況
）

【
指

標
⑦
-
1】

・
堤

防
の
要
対
策
区
間
に

つ
い
て
は
、

H2
4年

度
に
対
策
を
完
了
し
た

。
・
令

和
2年

度
は
紀
の
川
大

堰
耐
震
対
策
に
向
け

、
耐
震
詳
細
設
計
を

実
施

し
た
。
対
策
は
完
了
し

て
い
な
い
。

・
樋

門
耐
震
の
必
要
な
全

7樋
門
に

つ
い
て
、

H2
8年

度
に

対
策
を
完
了

し
た
。

・
有

本
揚
排
水
機
場
は
、

H
27
年
度

に
耐
震
照
査

を
行
う
と
と
も
に
、

耐
震

詳
細
設
計
を
実
施
。
対

策
は
完
了
し
て
い
な

い
。

【
指

標
⑦
-
2】

・
対

策
の
必
要
な
全

47
箇
所
に
つ
い

て
H
28
年
度

に
対
策
を
完
了
し
た

。

点
検

結
果

【
指

標
⑦
-
1】

・
堤

防
の
耐
震
対
策
：
要

対
策
区
間
で
あ
る
左

岸
1
.7
km
に
つ
い
て
平

成
2
4年

度
に
対
策
を

完
了
し
た
。
右
岸
は

対
策
不
要
。

・
樋

門
の
耐
震
対
策
（

L2
津
波
遡
上
区
間
）

:平
成

28
年

度
に
河
川
整

備
計
画
に
位
置
付
け

た
樋
門
耐
震
対
策
は

完
了
し
た
。

・
堰

、
排
水
機
場
の
耐
震

対
策
：
紀
の
川
大
堰

及
び
有
本
揚
排
水
機

場
の
耐
震
詳
細
設
計

を
実
施
済
み
。
対
策

は
未
完
。

【
指

標
⑦
-
2】

・
電

気
・
通
信
機
器
の
耐

震
対
策
：
平
成

28
年
度
の
機
器

の
耐
震
対
策

（
2箇

所
）
実
施
に
よ

り
、
河
川
整
備
計
画

に
位
置

付
け

た
電
気
通
信
機
器
の

耐
震
対
策
は
完
了
し

た
。
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進
捗

点
検

結
果

▲
有

本
揚

排
水

機
場

▲
堤

防
・
樋

門
の

耐
震

対
策

実
施

状
況

▲
紀

の
川

大
堰

▲
電

気
・
通

信
機

器
の

耐
震

対
策

実
施

状
況

1
.7

km
7

箇
所

～
H

2
5

1
.7

(1
0
0%

)
4

(5
7
%
)

H
2
6

1
(7

1
%
)

H
2
7

0
(7

1
%
)

H
2
8

2
(1

0
0%

)
H

2
9

H
3
0

完
了

残
整

備

堤
防

の
耐

震
対

策
樋

門
の

耐
震

対
策

計
画

整
備

量

整 備 延 長
完

了

-
-

4
7

箇
所

～
H

2
5

1
0

(2
1
%
)

H
2
6

1
5

(5
3
%)

H
2
7

2
0

(9
6
%)

H
2
8

2
(1

0
0%

)
H

2
9

H
3
0

完
了

電
気

・
通

信
機

器
の

耐
震

対
策

計
画

整
備

数

整 備 延 長

残
整

備
-



進
捗

点
検
報
告
書
（

4.
1
.3

危
機
管
理
対
策
）

：
治
水

⑪
（
1
/2
）

点
検

項
目

洪
水

時
の
河
川
情
報
の
収

集
・
提
供

観
点
・

指
標

【
観

点
】

洪
水
時
の
河

川
情
報
の
収
集
状
況

【
指

標
】

光
フ
ァ
イ
バ

ー
の
整
備
延
長
、
自

治
体
や
住
民
へ
の
情

報
提
供
内
容
、
河
川

管
理
施
設
の
基
盤
整

備
の
取
り
組

み
内
容
、

CC
T
V・

水
位
セ
ン
サ
ー

の
設
置
数

進
捗

状
況

（
1.
洪
水

時
の

河
川

情
報

の
収

集
・

提
供
）

・
平

成
3
0年

度
に
川
の
防

災
情
報
で
ラ
イ
ブ
カ

メ
ラ
映
像
の
提
供
を

開
始
し
た
。

h
tt
p
:/
/
w

w
w

.r
iv
e
r.
g
o
.jp

/
k
a
w

a
b
o
u
/
ip

T
o
p
G

a
ik
yo

.d
o
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進
捗

点
検

結
果

▼
ラ

イ
ブ

カ
メ

ラ
の

確
認

手
順

（
R

4
.3

現
在

）
h
tt
p
s
:/
/
w

w
w

.r
iv
e
r.
g
o
.jp

/
in

d
e
x

１
.ト

ッ
プ

ペ
ー

ジ
２

.都
道

府
県

選
択

画
面 6
.C

C
T
V
画

像
5
.C

C
T
V
設

置
位

置
画

面

▲
平

常
時

画
像

▲
リ

ア
ル

タ
イ

ム
画

像

「
ラ

イ
ブ

カ
メ

ラ
画

像
」
を

ク
リ

ッ
ク

「
和

歌
山

県
」
を

ク
リ

ッ
ク

「
カ

メ
ラ

」
の

み
の

選
択

状
態

に
す

る

３
.市

町
村

選
択

画
面

見
た

い
「
市

町
村

」
を

ク
リ

ッ
ク

見
た

い
「
カ

メ
ラ

」
を

ク
リ

ッ
ク

４
.カ

メ
ラ

選
択

画
面

※
カ

メ
ラ

画
像

は
、

機
器

類
の

点
検

等
に

よ
り

表
示

さ
れ

な
い

場
合

が
あ

り
ま

す

選
択

し
た

カ
メ

ラ
に

マ
ー

ク
が

つ
く

（
こ

の
地

図
画

面
か

ら
見

た
い

カ
メ

ラ
を

ク
リ

ッ
ク

す
る

こ
と

も
可

能
）

リ
ア

ル
タ

イ
ム

画
像

の
表

示

平
常

時
の

画
像

の
表

示



進
捗

点
検
報
告
書
（

4.
1
.3

危
機
管
理
対
策
）

：
治
水

⑪
（
2
/2
）

進
捗

状
況

（
1.
洪
水

時
の

河
川

情
報

の
収

集
・

提
供
）

【
光

フ
ァ
イ
バ
ー
の
整
備

延
長
】

【
CC
T
V・

水
位
セ
ン
サ
ー

の
設
置
数
】

点
検

結
果

・
今

後
も
光
フ
ァ
イ
バ
ー

や
C
CT
Vの

整
備
を
継

続
的
に
進
め
て
い
く

。
・
大

滝
ダ
ム
よ
り
上
流
の

光
フ
ァ
イ
バ
ー
未
整

備
区
間
の
整
備
に
つ

い
て
は
、
必
要
性
を

検
討
し
て
い
く
。

そ
の

他
19
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進
捗

点
検

結
果

▼
河

川
関

連
の

光
ケ

ー
ブ

ル
整

備
延

長

▼
河

川
関

連
の

設
置

数
▼

ダ
ム

関
連

の
設

置
数

▲
ラ

イ
ブ

カ
メ

ラ
公

開
地

点

河
口

～
紀

の
川

大
堰

＝
9台

紀
の

川
大

堰
～
岩

出
頭

首
工

＝
9台

岩
出

頭
首

工
～
直

轄
上

流
幅

＝
2
8台

貴
志

川
＝

7台
計

＝
5
3台

1
3
6
.0

km

6
1
.6

(4
5
%
)

7
4
.4

残
整

備

整
備

延
長

～
R

2
年

度
末

光
フ

ァ
イ

バ
ー

【
河

川
関

連
】

計
画

整
備

量

9
3

台
1
2

基

～
H

2
5

7
0

(7
5
%
)

1
2

(1
0
0%

)
H

2
6

3
(7

8
%
)

H
2
7

0
(7

8
%
)

H
2
8

1
(8

0
%
)

H
2
9
～

R
2

0
(8

0
%
)

1
9

水
位

セ
ン

サ
ー

-

計
画

整
備

量

残
整

備

C
C

T
V

整 備 量
完

了

1
1

台
7

基

～
H

2
5

9
(8

2
%
)

7
(1

0
0%

)
H

2
6

2
(1

00
%
)

H
2
7
～

C
C

T
V

水
位

セ
ン

サ
ー

計
画

整
備

量

整 備 量
完

了

残
整

備
-

完
了 -

( 
 )

は
計

画
に

対
す

る
整

備
率

（
累

積
）



進
捗

点
検
報
告
書
（

4.
1
.3

危
機
管
理
対
策
）

：
治
水

⑭
（
1
/3
）

点
検

項
目

洪
水

時
の
河
川
情
報
の
収

集
・
提
供

観
点
・

指
標

【
観

点
】

浸
水
被
害
軽

減
に
向
け
た
取
り
組

み
状
況

【
指

標
】

自
治
体
と
連

動
し
た
被
害
最
小
化

へ
の
取
り
組
み
内
容

進
捗

状
況

（
1.
洪
水

時
の

河
川

情
報

の
収

集
・

提
供

状
況

）

（
現

況
）

・
事

務
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
紀
の
川
・
貴
志
川

の
浸
水
想
定
区
域
図

を
掲
載
し
て
い
る
（

平
成
2
8年

度
公
表
）

。

（
h
tt
p:
/
/w
ww
.k
k
r.
m
li
t.
go
.
jp
/w
ak
a
ya
m
a/
sh
in
s
ui
so
ut
e
i/
i
nd
ex
.h
t
ml
）

・
紀

の
川
直
轄
沿
川
市
町

の
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ

ッ
プ
は
作
成
、
公
表

さ
れ
て
い
る

(平
成

13
年
度
公
表
の
浸
水
想

定
区
域
図

に
基

づ
く
も
の
）
。
ま
た

、
紀
の
川
洪
水
予
報

連
絡
会
を
通
じ
て
、

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の

更
新
等
に
つ
い
て
情

報
を
交
換

し
、
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
普
及
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

・
想

定
最
大
規
模
降
雨
を

考
慮
し
た
洪
水
浸
水

想
定
区
域
図
の
公
表

を
受
け
、
平
成

29
年
度
は
、
か

つ
ら
ぎ
町
、

九
度
山
町
、

橋
本

市
、
五
條
市
、
平
成

3
0年

度
に
は
岩
出
市

、
紀
の
川
市
、
令
和

元
年
度
は
和
歌
山
市

が
想
定
最
大
規
模
の

洪
水
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
追
加
公
表
し
た
。

点
検
結
果

・
直

轄
区
間
の
沿
川
市
町

の
L
2ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
作
成
は
完
了
し
た

が
、
見
直
し
の
作
業

が
必
要
と
な
っ
た
場

合
に
お
い
て

は
支
援
を
実
施
し
て
い
く
。

そ
の
他

【
減
災
対
策
協
議
会
】

・
河

川
管
理
者
、
県
、
市

、
町
等
が
連
携
・
協

力
し
て
、
社
会
全
体

で
常
に
洪
水
に
備
え

る
「
水
防
災
意
識
社

会
」
を
再
構

築
す

る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
紀
の
川
上
流
部

・
下
流
部
大
規
模
氾

濫
に
関
す
る
減
災
対

策
協
議
会
を
平
成

28
年
度
に
設

立
し

、
各
自
治
体
の
取
り

組
み
状
況
等
に
つ
い

て
情
報
交
換
を
行
っ

て
い
る
。
令
和

2年
度

は
5月

に
書
面
開
催

※
し
た
。 20
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進
捗

点
検

結
果

▼
減

災
対

策
協

議
会

の
開

催
状

況
（
令

和
元

年
度

）
※

書
面
開

催

コ
ロ

ナ
禍

に
よ
る

対
応

と
し

て
、
説

明
資

料
等

を
書
面

で
配
布

す
る

こ
と

で
対
面

方
式

に
よ

る
会
議

の
代
替

と
し

た
。



進
捗

点
検
報
告
書
（

4.
1
.3

危
機
管
理
対
策
）

：
治
水

⑭
（
2
/3
）

そ
の

他

【
防

災
研
修
会
、
減
災
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
】

・
近

年
、
全
国
的
に
地
震

や
豪
雨
災
害
が
多
発

し
て
お
り
、
こ
の
よ

う
な
自
然
災
害
か
ら

子
ど
も
達
が
自
分
自

身
を
守
り
、

お
互

い
に
助
け
合
っ
て
い

け
る
力
を
育
む
た
め

に
は
、
幼
少
期
か
ら

の
防
災
教
育
が
重
要

で
あ
る
。
い
つ
起
こ

る
か
分

か
ら

な
い
災
害
に
対
応
す

る
た
め
に
は
一
刻
も

早
い
防
災
意
識
の
普

及
が
重
要
で
あ
る
た

め
、
平
成

29
年
度
に

、
国
土

交
通

省
が
各
市
町
と
一
緒

に
教
材
を
作
成
し
、

防
災
・
河
川
教
育
の

現
場
で
活
用
し
て
い

た
だ
い
て
い
る
。
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進
捗

点
検

結
果 ▲

授
業

風
景

▲
授

業
で

使
用

し
た

教
材

の
例



進
捗

点
検
報
告
書
（

4.
1
.3

危
機
管
理
対
策
）

：
治
水

⑭
（
3
/3
）

そ
の

他

【
紀

の
川
流
域
に
お
け
る

浸
水
対
策
検
討
会
】

「
紀

の
川
流
域
に
お
け
る

浸
水
対
策
検
討
会
」

の
発
足

・
平

成
2
9年

1
0月

の
前
線

や
台
風
第

21
号
に
よ

る
降
雨
に
よ
り
紀
の

川
沿
川
各
所
で
浸
水

被
害
が
発
生
し
た
こ

と
を
受
け
、

浸
水

被
害
に
つ
い
て
の
情

報
共
有
を
図
る
と
と

も
に
、
今
後
の
浸
水

対
策
に
関
し
て
関
係

市
町
、
県
及
び
国
が

議
論
し
、

効
果

的
か
つ
効
率
的
な
整

備
に
つ
な
げ
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
「
紀

の
川
流
域
に
お
け
る

浸
水
対
策
検
討
会
」

を
平
成

2
9年

度
に
設
置
し
た
。

・
令

和
2年

度
は
、
5月

に
第
4回

検
討
会
を
書
面

開
催
に
よ
り
実
施
し

、
平
成
2
9年

度
台
風

2
1号

を
踏
ま
え
た
紀

の
川
に
お

け
る

浸
水
対
策
や
今
後
の

進
め
方
、
新
六
ケ
井

堰
に
関
す
る
調
査
状

況
、
令
和

2年
度
の
各

機
関
の
取
組
状
況
に

つ
い
て

報
告

し
た
。
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進
捗

点
検

結
果

▲
浸

水
対

策
検

討
会

（
第

３
回

：
令

和
元

年
度

）
の

開
催

状
況



進
捗

点
検
報
告
書
（

4.
1
.3

危
機
管
理
対
策
）

：
治
水

⑮

点
検

項
目

水
防

活
動
の
円
滑
化

観
点
・

指
標

【
観

点
】

災
害
防
止
活

動
拠
点
の
整
備
状
況

【
指

標
】

拠
点
整
備
数

、
備
蓄
の
種
類
・
数

進
捗

状
況

（
1.
水
防

活
動

の
円

滑
化

）

（
現

状
）

・
水

防
拠
点
は
、
整
備
予

定
の
全
６
箇
所
に
つ

い
て
、
平
成

24
年
度

ま
で
に
完
成
し
て
い

る
。

・
災

害
等
が
発
生
し
た
場

合
に
い
つ
で
も
使
用

で
き
る
よ
う
に
備
蓄

材
の
状
況
を
確
認
し

、
必
要
量
を
確
保
し

て
い
る
。

点
検

結
果

・
引

き
続
き
、
万
一
の
被

災
時
に
お
い
て
資
材

不
足
に
陥
ら
な
い
た

め
に
、
普
段
か
ら
備

蓄
資
材
の
数
を
把
握

し
、
必
要

に
応

じ
て
備
蓄
資
材
の
補

充
を
行
う
。

そ
の

他

【
紀

の
川
合
同
水
防
講
習

会
】

・
平

成
2
9年

度
は
紀
の
川

上
流
部
・
下
流
部
大

規
模
氾
濫
に
関
す
る

減
災
対
策
協
議
会
の

構
成
機
関
を
対
象
に

、
水
防
災

意
識

社
会
再
構
築
ビ
ジ
ョ

ン
の
取
組
と
し
て
、

水
防
専
門
家
の
指
導

の
も
と
、
紀
の
川
合

同
水
防
講
習
会
を
開

催
し
た
。

参
加
機
関
か
ら
は
「
本

格
的
な
講
習
だ
っ
た

の
で
、
実
践
で
も
生

か
し
て
い
き
た
い
」

、
「
土
の
う
作
成
で

は
土
量
や

結
び

方
が
ば
ら
ば
ら
だ
っ

た
が
統
一
し
、
次
の

世
代
に
伝
承
し
て
い

き
た
い
」
と
の
感
想

が
挙
が
っ
た
。
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進
捗

点
検

結
果 ▲

各
機

関
の

受
講

者
▲

積
み

土
の

う
工

の
訓

練
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６
．

進
捗

点
検

結
果

進
捗

点
検
報
告
書
（

4.
3
.1

動
植
物
の
生
息
・

生
育
・
繁
殖
環
境
）

：
環
境

①

点
検

項
目

河
川

環
境
の
モ
ニ
タ
リ
ン

グ

観
点
・

指
標

【
観

点
】

モ
ニ
タ
リ
ン

グ
の
実
施
状
況

【
指

標
①
-
1】

環
境
調

査
の
実
施
状
況
・
内

容
【
指

標
①
-
2】

動
植
物

の
生
息
・
生
育
範
囲

、
生
息
・
生
育
数
、

生
息
・
生
育
状
況
、

環
境
改
善
策
の
取
り

組
み
内
容

【
指

標
①
-
3】

重
要
種

・
貴
重
種
の
生
息
・

生
育
状
況

【
指

標
①
-
4】

河
川
環

境
保
全
モ
ニ
タ
ー
や

住
民
か
ら
の
情
報
収

集
内
容
、
住
民
へ
の

発
信
回
数
・
手
法
・

内
容

進
捗

状
況

（
1.
河
川

環
境

の
モ
ニ

タ
リ
ン

グ
状
況

）

【
指

標
①
-
1】

環
境
調

査
の
実
施
状
況
・
内

容
【

紀
の
川
全
般
】

・
紀

の
川
で
は
、
環
境
調

査
は
、
河
川
水
辺
の

国
勢
調
査

と
し
て
、
魚
類
、
底
生

動
物
、
鳥
類
、
両
生

類
・
爬
虫
類
・

哺
乳
類
、
陸
上
昆
虫
類

、
植
物
の

6項
目
に
つ

い
て
、

5～
10
年
に

１
回
の
頻
度

で
実
施
し
て
い
る
。

・
令

和
2年

度
の
環
境
調
査

の
実
施
は
な
か
っ
た

。

【
大
滝
ダ
ム
】

・
大

滝
ダ
ム
で
は
、
平
成

2
4年

度
か
ら
平
成

26
年
度
に
か
け
て
、

河
川
水
辺
の
国
勢
調
査

の
全
て
の
調
査
項
目

を
満
足
す
る

よ
う
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調

査
を
行
っ
た
。

・
平

成
2
7年

度
以
降
は
、

河
川
水
辺
の
国
勢
調

査
と
し
て
、

魚
類
、
底
生
動
物
、
鳥

類
、
両
生
類
・
爬
虫

類
・
哺
乳
類
、

陸
上
昆
虫
類
、
植
物
、

動
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト

ン
の
7項

目

に
つ
い
て
、

5～
1
0年

に
１
回
の
頻
度
で
実
施

し
て
い
る
。

（
一
部
ダ
ム
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
調
査
を
実
施

し
た
場
合
あ
り
）

・
令

和
2年

度
の
環
境
調
査

の
実
施
は
な
か
っ
た

。

・
令

和
3年

度
に
環
境
基
図

の
作
成
を
予
定
し
て

い
る
。

▲
紀

の
川

に
お

け
る

環
境

調
査

の
状

況
・
予

定

▲
大

滝
ダ

ム
に

お
け

る
環

境
調

査
の

状
況

・
予

定

年
度

H
2
6

H
2
7

H
2
8

H
2
9

H
3
0

R
1

R
2

魚
類

●
底

生
動

物
●

●
鳥

類
●

両
生

類
・

爬
虫
類

・
哺

乳
類

●
陸

上
昆

虫
類

●
植

物
●

動
植

物
プ

ラ
ン
ク

ト
ン

紀
の

川
に

お
け

る
河

川
水

辺
の

国
勢
調

査
（

●
：

実
施

　
○

：
予

定
）

※
H
2
8
年

度
に
環
境

基
図

作
成

大
滝
ダ
ム
に
お
け
る
河
川
水
辺
の
国
勢
調
査
（
●
：
実
施
 
 
○
：
予
定
）
 

※
■
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
調
査
 

年
度
 

H2
6 

H2
7 

H2
8 

H2
9 

H3
0 

R1
 

R2
 

魚
類
 

 
 

 
 

●
 

 
 

底
生
動
物
 

■
 

●
■
 

■
 

■
 

■
 

●
■
 

 

鳥
類
 

 
 

 
 

 
●
 

 

両
生
類
・
爬
虫
類
・
哺
乳
類
 

 
 

 
 

●
 

 
 

陸
上
昆
虫
類
 

 
 

●
 

 
 

 
 

植
物
 

 
 

 
●
 

●
 

 
 

動
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
 

 
 

 
 

 
●
 

 

 



進
捗

状
況

（
1.
河
川

環
境

の
モ
ニ

タ
リ
ン

グ
状
況

）

【
指

標
①
-
2】

動
植
物

の
生
息
・
生
育
範
囲

、
生
息
・
生
育
数
、

生
息
・
生
育
状
況
、

環
境
改
善
策
の
取
り

組
み
内
容

・
河
川
水
辺
の
国
勢
調

査
（
一
部
ダ
ム
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
調
査
含

む
）
に
お
け
る
確
認

種
数
の
変
化
を
下
記

に
示
す
。

【
紀
の
川
全
般
】

【
大
滝
ダ
ム
】

40
43

42

01020304050

H
4‐
5

H
26

H
30

確 認 種 数 ( 種)

18
18

18
16

15

13

20

27

19

25

051015202530

H
18

H
19

H
20

H
21

H
22

H
23

H
24

H
25

H
26

H
30

確 認 種 数( 種)

47

65
69

73
74

87

010203040506070809010
0

H3
H9

H1
5

H2
0

H2
5

H3
0

確 認 種 数 （ 種 ）

19

27

31

35

0510152025303540

H6
H1

1
H1

6
H2

7

確 認 種 数 （ 種 ）

1,
10

4 

74
1 

1,
13

6 

1,
08

3 

1,
23

9 

0

20
0

40
0

60
0

80
0

10
00

12
00

14
00

H4
H8

H1
3

H1
8

H2
8

確 認 種 数 （ 種 ）

48
8

60
4

73
5

62
5

64
5

0

10
0

20
0

30
0

40
0

50
0

60
0

70
0

80
0

H5
H1

1
H1

4
H1

9
H
29

確 認 種 数 （ 種 ）
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進
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点
検

結
果

▲
⑤

植
物

▲
④

陸
上

昆
虫

類
▲

①
魚

類

▲
②

底
生

動
物

▲
③

両
生

類
・
爬

虫
類

・
哺

乳
類

▲
①

魚
類

▲
③

両
生

類
・
爬

虫
類

・
哺

乳
類

H
28

は
洪

水
調

節
を

行
わ

な
か

っ
た

た
め

種
数

が
増

加

▲
⑤

植
物

調
査
対
象

年
度

河
川
水
辺
の

国
勢
調
査

最
新
年
度

の
調
査
結
果

等
魚

類
H
3
0

8
7
種
を
確
認

※
確
認
種

数
は

増
加

傾
向
に

あ
る

底
生
動
物

R
1

3
4
1種

を
確
認

※
確
認

種
数

は
近

年
増
加
傾
向

に
あ
る

両
生
類
・
爬

虫
類
・
哺
乳

類
H
2
7

3
5
種
を
確
認

※
確
認
種

数
は

増
加

傾
向
に

あ
る

陸
上
昆
虫
類

H
2
8

1
,
2
3
9
種
を
確
認

※
確

認
種

数
は

近
年
増

加
傾

向
に
あ

る

植
物

H
2
9

6
4
5種

を
確
認

調
査
対
象

年
度

河
川
水
辺
の

国
勢
調
査

最
新
年
度

の
調
査
結
果

等
魚

類
H
3
0

2
5
種
を
確
認

※
河
川
水

辺
の

国
勢

調
査
と

し
て

は
初
の

調
査

で
あ

り
、
調

査
内

容
は
過

年
度

と
異

な
る

底
生
動
物

R
1

1
4
2種

を
確
認

※
確
認
種

数
は

長
期

的
に
増

加
傾

向
に
あ

る

両
生
類
・
爬

虫
類
・
哺
乳

類
H
3
0

4
2
種
を
確
認

※
河
川
水

辺
の

国
勢

調
査
と

し
て

は
初
の

調
査

で
あ

り
、
調

査
内

容
は
過

年
度

と
異

な
る

鳥
類

R
1

7
7
種
を
確
認

※
河
川
水

辺
の

国
勢

調
査
と

し
て

は
初
の

調
査

で
あ

り
、
調

査
内

容
は
過

年
度

と
異

な
る

植
物

H
2
9
-H
30

7
9
9種

を
確
認

※
河
川
水

辺
の

国
勢

調
査
と

し
て

は
初
の

調
査

で
あ

り
、
調

査
内

容
は
過

年
度

と
異

な
る

▲
②

底
生

動
物

▲
④

鳥
類

13
6 11

2

12
5

11
616

5
15

0 13
9
13

514
0

15
118

2 14
8

13
814
2

15
5

20
9

05010
0

15
0

20
0

25
0

H
18

H2
0

H2
2

H
24

H
26

H2
8

H3
0

確 認 種 数( 種)

FU 国
勢
調
査

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
調

査

74

91
77

02040608010
0

H
4‐
5

H
24
‐2
5

R1

確 認 種 数 ( 種)



26

６
．

進
捗

点
検

結
果

進
捗

状
況

（
1.
河
川

環
境

の
モ
ニ

タ
リ
ン

グ
状
況

）

【
指

標
①
-
3】

重
要
種

・
貴
重
種
の
生
息
・

生
育
状
況

【
紀
の
川
全
般
】

○
紀
の

川
に
お
け
る

重
要
種
の

生
息
状
況
は

以
下
の
と

お
り
で
あ
る

。

【
大
滝
ダ
ム
】

○
大
滝
ダ

ム
に
お
け

る
重
要
種

の
生
息
状
況

は
以
下
の

と
お
り
で
あ

る
。

調
査
対
象

年
度

調
査
結
果
等

両
生
類
・

爬
虫
類
・

哺
乳
類

H
1
6

2
種
の
重

要
種
を
確

認

H
2
7

7
種
の
重

要
種
を
確

認
新

規
確

認
；

カ
ジ

カ
ガ

エ
ル

、
モ

モ
ジ

ロ
コ

ウ
モ

リ
、

ユ
ビ
ナ
ガ

コ
ウ
モ

リ
（

3種
）

陸
上
昆
虫

類

H
1
8

3
種
の
重

要
種
を
確

認

H
2
8

1
4
種
の
重
要

種
を
確
認

新
規

確
認

；
ナ

ニ
ワ

ト
ン

ボ
、

フ
タ

ボ
シ

ツ
チ

カ
メ

ム
シ

、
ア

シ
ナ

ガ
モ

モ
ブ

ト
ス

カ
シ

バ
、

オ
オ

ト
ッ

ク
リ

ゴ
ミ

ム
シ

、
コ

マ
ル

ケ
シ

ゲ
ン

ゴ
ロ

ウ
、

ア
イ

ヌ
テ

ン
ト

ウ
、

ト
サ

カ
ヤ

ド
リ

キ
バ

チ
、

ヤ
マ

ト
ス

ナ
ハ

キ
バ

チ
本
土
亜

種
（

8種
）

植
物

H
1
9

1
3
種
の
重
要

種
を
確
認

H
2
9

1
2
種
の
重
要

種
を
確
認

新
規
確
認

；
ア
ズ

マ
ツ
メ
ク

サ
と
ハ

マ
ボ
ウ

（
2
種
）

調
査
対
象

年
度

調
査
結
果
等

魚
類

～
H
26

1
5
種
の

重
要
種
を

確
認

H
3
0

上
記
の
う
ち

9種
を

確
認

底
生
動
物

～
H
25

1
2
種
の

重
要
種
を

確
認

H
2
6

重
要
種
は
未

確
認

H
2
7

2
種
の
重

要
種
を
確

認
H
2
8

4
種
の
重

要
種
を
確

認
H
2
9

3
種
の
重

要
種
を
確

認
H
3
0

2
種
の
重

要
種
を
確

認
R
1

5
種
の
重

要
種
を
確

認

鳥
類

～
H
25

7
5
種
の
重
要

種
を
確
認

R
1

3
7
種
の
重
要

種
を
確
認

新
規
確
認

；
ト
モ

エ
ガ
モ

調
査
対
象

年
度

調
査
結
果
等

魚
類

H
2
0

1
2
種
の
重
要

種
を
確
認

H
2
5

1
8
種
の
重
要

種
を
確
認

H
3
0

1
8
種
の
重
要

種
を
確
認

新
規
確
認

；
マ
サ

ゴ
ハ
ゼ

底
生
動
物

H
2
1

1
0
種
の
重
要

種
を
確
認

H
2
6

2
0
種
の
重
要

種
を
確
認

R
1

3
1
種
の
重
要

種
を
確
認

鳥
類

H
1
7

6
種
の
重

要
種
を
確

認

H
2
7

5
1
種
の
重
要

種
を
確
認

新
規

確
認

；
コ

ウ
ノ

ト
リ

、
ホ

オ
ジ

ロ
ガ

モ
、

キ
ョ

ウ
ジ

ョ
シ

ギ
、

ア
オ

バ
ズ

ク
、

フ
ク

ロ
ウ

、
ア

カ
ゲ

ラ
、

ト
ラ

ツ
グ

ミ
、

キ
ビ

タ
キ

、
ノ

ジ
コ
（

9種
）

注
）

河
川

水
辺

の
国

勢
調

査
に

つ
い
て

【
魚

類
・

底
生

動
物

】
5
年
ご

と
の
調

査
～
H
2
7
:5
巡
目

、
H2
8
～
:
6
巡
目

調
査
対
象

年
度

調
査
結
果
等

両
生
類
・
爬

虫
類

・
哺
乳
類

H
2
6

2
5
種
の
重
要

種
を
確
認

H
3
0

2
2
種
の
重
要

種
を
確
認

陸
上
昆
虫
類

H
2
6

1
9
種
の
重
要

種
を
確
認

H
2
8

1
8
種
の
重
要

種
を
確
認

植
物

～
H
25

9
5
種
の
重
要

種
を
確
認

H
2
9

5
6
種
の
重
要

種
を
確
認

新
規

確
認

；
タ

キ
ミ

シ
ダ
、

オ
オ

バ
ノ

ア
マ

ク
サ

シ
ダ

、
フ

ク
ロ

シ
ダ

、
イ
ワ

デ
ン
ダ

、
ミ

ヤ
マ

イ
ラ

ク
サ

、
コ

バ
ノ

イ
ラ

ク
サ

、
ダ
イ

モ
ン
ジ

ソ
ウ

、
オ

ニ
シ

バ
リ

、
イ

ヌ
ノ

フ
グ

リ
、

ヌ
マ
ダ

イ
コ
ン

、
サ

ワ
ヒ

メ
ス

ゲ
、

ヒ
メ

ス
ゲ

、
チ
ャ

イ
ト
ス

ゲ
、
ク
マ

ガ
イ
ソ

ウ
（

14
種
）

【
そ

れ
以

外
の

生
物

項
目

】
1
0
年
ご
と

の
調
査

～
H
2
7
:4
巡
目

、
H2
8
～
:
5
巡
目
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６
．

進
捗

点
検

結
果

進
捗

状
況

（
1.
河
川

環
境

の
モ
ニ

タ
リ
ン

グ
状
況

）

【
指

標
①
-
4】

河
川
環

境
保
全
モ
ニ
タ
ー
や

住
民
か
ら
の
情
報
収

集
内
容
、
住
民
へ
の

発
信
回
数
・
手
法
・

内
容

点
検

結
果

【
指

標
①
-
1】

・
令
和
2
年
度
の
環
境
調

査
の
実
施
は

な
か
っ
た

が
、
引
き
続

き
定
期
的

に
環
境
調
査

を
実
施
し

て
い
く
。

・
大
滝
ダ
ム
で
は
、
令
和
3年

度
に
環
境
基
図
の
作
成
を
予
定
し
て
い
る
。

【
指

標
①
-
2】

・
令
和
元
年
度

は
、
過

去
か
ら
の
調

査
結
果
を

踏
ま
え
る
と

動
植
物
の

生
息
・
生
育

範
囲
、
生

息
・
生
育
数

、
生
息
・

生
育
状

況
に

大
き
な
悪
化

傾
向
は
見

ら
れ
な
か
っ

た
。
ま
た

、
多
自
然
川

づ
く
り
等

の
環
境
改
善

に
対
す
る

取
り
組
み
は

な
か
っ
た

が
、

環
境
調
査
結

果
か
ら
生

物
種
の
生
息

・
生
育
状

況
等
を
十
分

把
握
し
、

環
境
改
善
の

取
り
組
み

に
活
か
し
て

い
く
。

【
指

標
①
-
3】

・
令
和
元
年
度

の
重
要

種
・
貴
重
種

の
実
態
調

査
は
、
多
様

な
生
息
・

生
育
環
境
の

存
在
が
反

映
さ
れ
た
結

果
で
あ
り

、
今
後

も
環

境
調
査
結
果

か
ら
貴
重

種
等
の
生
息

・
生
育
状

況
等
を
把
握

し
、
生
息

・
生
育
環
境

の
保
全
に

取
り
組
ん
で

い
く
。

【
指

標
①
-
4】

・
今
後
も
引
き

続
き
、

河
川
環
境
保

全
モ
ニ
タ

ー
や
住
民
と

の
密
接
な

連
携
を
図
り

、
河
川
環

境
に
関
す
る

情
報
を
収

集
し
、

ま
た
、
住
民
に
も
提
供
し
て
い
く
。

範
囲

進
捗
状
況
等

【
紀
の
川
全

般
】

○
河
川
環
境

保
全
モ
ニ
タ

ー
委
嘱
状

況
1
名

○
河
川
環
境

保
全
モ
ニ
タ

ー
か
ら
の

情
報
提
供
実

積
→

平
成
25
年
度
は

、
和
歌
山
市
こ
ど
も
科
学
館
の
行
事

で
カ

ニ
観

察
会
を
し
た
際
に
気
づ
い
た
紀
の

川
の
カ
ニ
の

状
況
の
情
報

提
供
を
い

た
だ
い
た
。

→
平

成
2
6
～

令
和

2
年

度
は

、
情

報
提

供
は

な
か

っ
た

が
、

紀
の

川
の

生
物

環
境

の
変

遷
に

つ
い

て
、

報
告
い
た
だ

い
た
。

【
大
滝
ダ
ム

】

○
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
結
果

→
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
結
果
に
つ
い
て
は
、
紀
の
川
ダ

ム
統

合
管

理
事
務
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表

し
て

お
り

、
平

成
2
7
年

度
は

、
平

成
2
4
～

平
成

2
6
年

度
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
調

査
結

果
及

び
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ
計
画

に
つ
い
て
、

近
畿
地
方

ダ
ム
等
管
理
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
委
員

会
で
審
議

し
た
。

○
近
畿
地
方

ダ
ム
等
管
理

フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
委
員

会
で
の
定

期
報
告

→
平
成
29
年
度
は

、
管
理
ダ
ム
と
し
て
の
定
期
報
告
を

、
近

畿
地

方
ダ
ム
等
管
理
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

委
員

会
で

初
め

て
行

っ
て

お
り

、
平

成
2
4
～

平
成

2
8
年

度
の

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
の

調
査

結
果

を
、

近
畿

地
方
ダ
ム

等
管
理
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ

プ
委
員
会
で
審
議
し
た

。
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６
．

進
捗

点
検

結
果

進
捗

点
検
報
告
書
（

4.
3
.1

動
植
物
の
生
息
・

生
育
・
繁
殖
環
境
）

：
環
境

③
（
1
/2
）

点
検

項
目

生
物

移
動
の
連
続
性

観
点
・

指
標

【
観

点
】

連
続
性
の
確

保
状
況

【
指

標
】

移
動
阻
害
の

実
態
調
査
内
容
・
阻

害
箇
所
数

関
係
機
関
と

連
携
し
た
落
差
解
消

の
取
り
組
み
内
容

施
設
管
理
者

と
連
携
し
た
魚
道
機

能
保
全
の
取
り
組
み

内
容

進
捗

状
況

（
3.
生
物

移
動

の
連
続

性
の

状
況

）

点
検

結
果

・
引

き
続
き
、
移
動
阻
害

を
生
じ
さ
せ
る
可
能

性
の
あ
る
構
造
物
等

に
つ
い
て
実
態
を
把

握
し
、
遡
上
阻
害
の

対
策
や
機

能
回

復
を
行
い
、
移
動
経

路
を
確
保
す
る
な
ど

、
魚
類
等
の
移
動
環

境
の
改
善
に
努
め
て

い
く
。

▲
岩

出
橋

階
段

式
魚

道

▲
大

川
橋

階
段

式
魚

道

指
標

内
容

移
動
阻
害
の

実
態
調
査
内

容

・
阻
害
箇
所

数

・
紀

の
川

本
川

に
お

い
て

は
、

平
成

25
年

度
～

令
和

2
年

度
の

ア
ユ

遡
上

・
降

下
実

態
調

査
よ

り
、

岩
出

橋
（

R
1
～

護
床

工
撤
去

中
）

、

大
川

橋
に

お
い

て
移

動
阻

害
状

況
を

確
認

し
た

。
大

川
橋

で
は

、

魚
道
よ
り
護

床
工
を
通
り

多
く
の
遡

上
が
観
測
さ

れ
て
い
る

。

・
紀
の
川
の
直
轄
管
理
区
間
内
の
河
川
横
断
施
設
に
お
い
て
、
遡
上

不
可

と
評

価
さ

れ
た

施
設

は
無

か
っ

た
が

、
ゴ

ミ
等

の
問

題
に

よ

り
遡
上
阻
害

と
な
り
う
る

事
象
等
は

確
認
さ
れ
た

。

関
係
機
関
と

連
携
し
た

落
差
解
消
の

取
り
組
み
内

容
・
支
川
合
流
部
（
樋
門
・
樋
管
等
を
含
む
）
に
お
い
て
は
、
今
後
、

河
川

管
理

者
と

施
設

管
理

者
等

の
関

係
機

関
と

連
携

し
て

、
移

動

阻
害
の
実
態

を
調
査
し
て

い
く
。

施
設
管
理
者

と
連
携
し

た
魚
道
機
能

保
全
の

取
り
組
み
内

容

0
6

0
0

0
0

0
0

0
0

0
3
61

1
,0

70
1
,4

52
1
,2

96
3
69

1
,3

67
7
39

0

2
,5

23

9
,1

13

6
,0

59

69
0

0

2,
00

0

4,
00

0

6,
00

0

8,
00

0

10
,0

00

H2
0

H2
1

H2
2

H2
3

H2
4

H2
5

H2
6

H2
7

H2
8

H2
9

H3
0

R1
R2

（尾
）

計
測

遡
上

数
（

岩
出

橋
）

魚
道

護
床

工

護
床

工

撤
去

中
2

0
0

0
0

1
0
5

5
2
0

6
1

7
,0

5
1

8
2
0

1
,7

6
2

1
5

1
0
5

1
,2

1
3

7
6

0
2
0
0

6
4
7

5
,4

9
6

7
6
5

1
,0

1
5

4
,1

9
7

1
,0

1
5

2
7

3
7
1

1
5

0

2,
00

0

4,
00

0

6,
00

0

8,
00

0

10
,0
00

H
20

H
21

H
22

H
23

H
24

H
25

H
26

H
27

H
28

H
29

H
30

R1
R2

（
尾

）
計

測
遡

上
数

（
大

川
橋

）

魚
道

護
床

工

※
H

2
4
以

降
の

魚
道

に
は

、
魚

道
脇

の
護

床
工

を
含

む



進
捗

点
検
報
告
書
（

4.
3
.1

動
植
物
の
生
息
・

生
育
・
繁
殖
環
境
）

：
環
境

③
（
2
/2
）

そ
の

他

・
紀

の
川
は
、
「
魚
が
の

ぼ
り
や
す
い
川
づ
く

り
推
進

モ
デ
ル
事
業
」
の
モ
デ

ル
河
川
に
指
定
さ
れ

、
河
川

管
理
者
と
堰
等
の
施
設

管
理
者
が
連
携
を
図

り
つ
つ
、

魚
道
の
設
置
や
落
差
の

改
善
等
を
実
施
し
て

き
た
。

そ
の
結
果
、
河
口
か
ら

奈
良
県
五
條
市
の
国

管
理
区

間
の
上
流
端
ま
で
、
生

物
移
動
の
連
続
性
が

確
保
さ

れ
て
い
る
。

・
紀

の
川
大
堰
地
点
で
は

、
ア
ユ
の
遡
上
動
向

を
把
握

す
る
た
め
、
左
右
岸
に

設
置
し
て
い
る
魚
道

に
お

い
て
、
遡
上
調
査
を
継

続
的
に
実
施
し
て
い

る
。

・
令

和
2年

度
の
ア
ユ

推
定
遡
上
数
は

前
年
を
上
回
る

1,
00

9万
尾

で
あ

っ
た
。

・
紀
の
川
大
堰
左
岸
人
工
河
川
式
魚
道
に
お
い
て
、
ア
ユ
以
外
の
遡
上
に
つ
い
て
試
行
調
査
（

R
3.

3）
を
行
い
、

オ
イ
カ

ワ
、

フ
ナ
、
ウ
ナ
ギ
、
テ

ナ
ガ
エ
ビ
、
モ
ク
ズ

ガ
ニ
を
確
認
し
た
。

29

６
．

進
捗

点
検

結
果

▲
紀
の
川
大
堰
の
多
様
な

魚
道
設
置
例

紀
の

川
大

堰
新

六
ヶ

井
堰

紀
の

川
大
堰
魚

道
に

お
け
る

ア
ユ

の
推
定
遡

上
数

83
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６
．

進
捗

点
検

結
果

進
捗

点
検
報
告
書
（

4.
3
.1

動
植
物
の
生
息
・

生
育
・
繁
殖
環
境
）

：
環
境

④
（
1
/3
）

点
検

項
目

外
来

種
対
策

観
点
・

指
標

【
観

点
】

外
来
種
対
策

の
実
施
状
況

【
指

標
】

外
来
種
の
生

息
・
生
育
範
囲
、
生

息
・
生
育
数
、
生
息

・
生
育
状
況

関
係
機
関
、

住
民
等
と
連
携
し
た

移
入
回
避
の
取
り
組

み
内
容
・
駆
除
の
回

数

進
捗

状
況

（
4.
外
来

種
対

策
状
況

）

基
本

的
に
、
河
川
水
辺
の
国
勢
調
査
（
令
和
元
年
度
は
底
生
動
物
他
調
査
を
実
施
）
に
お
い
て
、
外
来
種
の
調
査
を
実
施
し
て
い
る
。

【
紀

の
川
全
般
】

▲
魚

類
外

来
種

個
体

数
の

経
年

変
化

※
魚
類
の
外

来
種
は
、
平

成
2
0年

度
で
は
平
成

15
年

6月
に
紀

の
川

大
堰
の
暫
定
運
用
が
開

始
さ
れ
た

こ
と
も
あ
り

、
確
認
個

体
数

が
顕
著
に
増
加
し
て
い

た
が
、
平

成
2
5年

度
は

減
少
傾
向

で
あ

る
。
外
来
種
の
継
続
的

な
増
加
傾

向
は
認
め
ら

れ
な
い
。

対
象
種

外
来
種
の
調

査
状
況

魚
類

・
平

成
2
5
年

度
ま

で
に

、
カ

ダ
ヤ

シ
、

ブ
ル

ー
ギ

ル
、

オ
オ

ク
チ

バ
ス

の
3

種
の
特
定
外

来
生
物
を
確

認

・
平

成
3
0
年

度
は

新
た

に
コ

ク
チ

バ
ス

の
特
定
外
来

生
物
を
確
認

底
生
動
物

・
令

和
元

年
度

に
、

1
1
種

の
外

来
種

を

確
認

鳥
類

・
平

成
2
7
年

度
に

、
特

定
外

来
生

物
で

あ
る

ソ
ウ

シ
チ

ョ
ウ

を
含

む
6
種

を

確
認

両
生
類
・

爬
虫
類
・

哺
乳
類

・
平

成
2
7
年

度
に

、
特

定
外

来
生

物
で

あ
る

ウ
シ

ガ
エ

ル
、

ア
ラ

イ
グ

マ
を

含
む
5種

を
確
認

02040608010
0

12
0

14
0

H2
H9

H1
5

H2
0

H2
5

H3
0

確 認 個 体 数 （ 匹 ）

カ
ダ

ヤ
シ
(特

定
)

ブ
ル

ー
ギ

ル
(特

定
)

オ
オ

ク
チ

バ
ス
(特

定
)

コ
ク

チ
バ

ス
(特

定
)
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６
．

進
捗

点
検

結
果

進
捗

点
検
報
告
書
（

4.
3
.1

動
植
物
の
生
息
・

生
育
・
繁
殖
環
境
）

：
環
境

④
（
2
/3
）

点
検

項
目

外
来

種
対
策

進
捗

状
況

（
4.
外
来

種
対

策
状
況

）

【
紀

の
川
全
般
】

外
来
種
の
駆
除
（
植
生

）
に
つ
い
て
、
紀
の

川
管
内
で
は
７
つ
の

維
持
業
者
に
分
か
れ

て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ

の
担
当
範

囲
に

お
い
て
外
来
種
を
確

認
し
た
ら
駆
除
を
行

っ
て
い
る
。

▲
紀

の
川

（
左

岸
14

.0
k）

に
お

け
る
特

定
外
来
生

物
の
抜

根
除
草
状

況
（
令

和
2年

度
）

▲
ナ
ル
ト
サ

ワ
ギ
ク

貴
志

川
左

岸
1.

9k

抜
根

除
草

前
抜

根
除

草
後

和
歌

山
市

域
岩

出
市

域
※

1

H
2
6

ナ
ル

ト
サ

ワ
ギ

ク
オ

オ
キ

ン
ケ

イ
ギ

ク
0
.2

6
0
.6

8
－

－
0
.9

4

H
2
7

ナ
ル

ト
サ

ワ
ギ

ク
0
.7

7
0
.8

4
－

－
1
.6

1

H
2
8

ナ
ル

ト
サ

ワ
ギ

ク
1
.6

9
0
.8

9
－

0
.2

3
2
.8

1

H
2
9

ナ
ル

ト
サ

ワ
ギ

ク
0
.8

8
0
.5

0
5
袋

0
.1

6
1
.5

4

H
3
0

ナ
ル

ト
サ

ワ
ギ

ク
0
.3

4
0
.2

7
9
袋

0
.0

7
0
.6

8

H
3
1

ナ
ル

ト
サ

ワ
ギ

ク
ア

レ
チ

ウ
リ

0
.7

7
0
.2

8
5
1
袋

0
.1

4
0
.3

5
0
.7

7
2
.3

1

R
2

ナ
ル

ト
サ

ワ
ギ

ク
ア

レ
チ

ウ
リ

0
.3

5
0
.5

5
3
5
袋

0
.4

6
0
.0

1
0
.1

9
0
.5

6
2
.1

2

※
1
岩

出
市

域
に

お
い

て
は

、
土

の
う

袋
の

数
量

で
あ

り
、

重
量

は
量

っ
て

い
な

い
。

※
2
か

つ
ら

ぎ
上

流
域

(R
1
)に

お
い

て
は

、
体

積
で

検
測

し
て

い
る

た
め

、
0
.0

8
6
kg

/
m

3
と

す
る

。
※

3
か

つ
ら

ぎ
上

流
域

(R
2
)に

お
い

て
は

焼
却

処
分

と
し

た
た

め
、

数
量

は
未

計
測

。

船
戸

中
流

維
持

年
船

戸
下

流
維

持
種

類
貴

志
川

維
持

合
計

（
単

位
：
ｔ）

か
つ

ら
ぎ

下
流

維
持

か
つ

ら
ぎ

上
流

維
持

※
2
※

3
船

戸
上

流
維

持
五

條
維

持
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６
．

進
捗

点
検

結
果

進
捗

点
検
報
告
書
（

4.
3
.1

動
植
物
の
生
息
・

生
育
・
繁
殖
環
境
）

：
環
境

④
（
3
/3
）

点
検

項
目

外
来

種
対
策

進
捗

状
況

（
4.
外
来

種
対

策
状
況

）

【
大
滝
ダ
ム

】

点
検

結
果

【
紀

の
川
全
般
】

・
令
和
2年

度
は
、
外
来

種
駆
除
を
一
部
実
施

し
て
い
る
。
引
き
続

き
調
査
を
実
施
し
、

外
来
種
の
生
息
・
生

育
範
囲
、

生
息

・
生
育
数
、
生
息
・

生
育
状
況
を
把
握
す

る
。

【
大

滝
ダ
ム
】

・
令
和
2年

度
は
、
外
来

種
駆
除
を
一
部
実
施

し
て
い
る
。
引
き
続

き
調
査
を
実
施
し
、

外
来
種
の
生
息
・
生

育
範
囲
、

生
息

・
生
育
数
、
生
息
・

生
育
状
況
を
把
握
す

る
。

そ
の

他

▲
大
滝
ダ
ム

管
理
区
間
に

お
け
る
特

定
外
来
生
物

の
抜
根
除
草
状
況
（
令
和
元
年

5
月
）

対
象

種
年

度
外

来
種

（
特

定
外

来
生

物
）

の
調

査
状

況

H
2
5
,
H
2
6

オ
オ

ク
チ

バ
ス

の
1
種

を
確

認

H
3
0

ブ
ル

ー
ギ

ル
と

オ
オ

ク
チ

バ
ス

の
2
種

を
確

認

鳥
類

H
2
5
,
R
1

ソ
ウ

シ
チ

ョ
ウ

を
確

認

H
2
5
,
H
2
6

オ
オ

カ
ワ

ヂ
シ

ャ
、

オ
オ

キ
ン

ケ
イ

ギ
ク

、
ナ

ル
ト

サ
ワ

ギ
ク

の
3
種

を
確

認

H
2
7

オ
オ

キ
ン

ケ
イ

ギ
ク

、
ナ

ル
ト

サ
ワ

ギ
ク

の
2
種

を
確

認

H
2
9
-
H
3
0

オ
オ

カ
ワ

ヂ
シ

ャ
、

オ
オ

キ
ン

ケ
イ

ギ
ク

、
ナ

ル
ト

サ
ワ

ギ
ク

の
3
種

を
確

認
。

一
部

駆
除

を
実

施
。

年
度

H
2
6

H
2
7

H
2
8
,
2
9

R
1
,
R
2

ナ
ル

ト
サ

ワ
ギ

ク
の

巡
視

及
び

駆
除

を
実

施
（

R
2
：

4
0
L
×

7
0
袋

）

・
オ

オ
キ

ン
ケ

イ
ギ

ク
、

ナ
ル

ト
サ

ワ
ギ

ク
を

対
象

と
し

た
外

来
種

駆
除

・
 
 
植

生
転

換
計

画
の

策
定

及
び

現
地

実
証

を
実

施

魚
類

植
物

H
3
0

駆
除

の
状

況

ナ
ル

ト
サ

ワ
ギ

ク
の

一
部

駆
除

を
実

施

オ
オ

キ
ン

ケ
イ

ギ
ク

、
ナ

ル
ト

サ
ワ

ギ
ク

の
一

部
駆

除
を

実
施

外
来

種
駆

除
は

実
施

し
て

い
な

い

・
ナ

ル
ト

サ
ワ

ギ
ク

の
一

部
駆

除
を

実
施

・
魚

類
調

査
時

に
オ

オ
ク

チ
バ

ス
を

駆
除

抜
根

除
草

後

抜
根

除
草

前
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６
．

進
捗

点
検

結
果

進
捗

点
検
報
告
書
（

4.
3
.2

水
環
境
（
水
質
）

）
：

環
境
⑤
（
1
/
3）

点
検

項
目

水
環

境
（
水
質
）
紀
の
川

本
川

観
点
・

指
標

【
観

点
】

紀
の
川
本
川

の
水
質
の
状
況

【
指

標
⑤
-
1】

水
質
事

故
発
生
に
お
け
る
連

絡
及
び
協
力
体
制
の

整
備
内
容

【
指

標
⑤
-
2】

水
質
調

査
の
項
目
・
回
数
・

結
果

【
指

標
⑤
-
3】

住
民
等

へ
の
水
質
情
報
の
発

信
回
数

【
指

標
⑤
-
4】

水
質
汚

濁
防
止
に
向
け
た
啓

発
活
動
の
回
数
・
取

り
組
み
内
容

進
捗

状
況

（
1.
紀
の

川
本

川
の
状

況
）

【
指

標
⑤
-
1】

水
質
事

故
発
生
に
お
け
る
連

絡
及
び
協
力
体
制
の

整
備
内
容

【
指

標
⑤
-
2】

水
質
調

査
の
項
目
・
回
数
・

結
果

▲
紀
の
川
本

川
の
水
質
状

況
(
環
境
基

準
地
点
・

近
8ヶ

年
）

機
関

構
成
機
関

連
絡
及
び
協

力
体
制

紀
の
川

水
質
汚
濁
防

止

連
絡
協
議
会

紀
の
川
水
系

に
関
係
す
る

国

土
交
通
省
及

び
農
政
局
、

県

市
町
村
2
0団

体

令
和

2
年

度
に

つ
い

て
は

、
8
月

に
常

任
幹

事
会

、
委

員
会

・
幹

事
会

を
開

催
。

水
質

事
故

時
に

お
け

る
協

力
体

制
と

連
絡

体
制

等
に

つ
い

て
確
認
を
行

っ
た
。

水
質
調
査
の

実
施
状
況

調
査
結
果
の

概
要

平
成
2
6年

度
～

令
和
2年

度
と
も

年
1
2回

実
施

。

人
の
健
康
の

保
護
に
関
す

る
及

び
生
活
環
境

の
保
全
に
関

す
る

環
境
基
準
に

つ
い
て
は
基

準
値

を
ほ
ぼ
満
足

し
て
い
る
。

紀
の

川
水

系
に

お
け

る
国

土
交

通
省

所
管

の
水

質
観

測
所

(※
) は

35
地

点
で

あ
る

。
※

「
国

土
交

通
省

水
文

水
質

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

」
ht

tp
://

w
w

w
1.

ri
ve

r.
go

.jp
/

代
表

的
な

観
測

所
名

を
以

下
に

示
す

。
→

五
條

、
船

戸
、

紀
の

川
大

堰
（8

地
点

）、
大

滝
、

柏
木

、
妹

背

0
.0

0
.5

1
.0

1
.5

2
.0

2
.5

3
.0

H
2
4

H
2
5

H
2
6

H
2
7

H
2
8

H
2
9

H
3
0

H
3
1

R
2

B
O

D
7
5
%
値

(m
g/

L
)

紀
の

川
船

戸

藤
崎

井
堰

恋
野

橋

大
川

橋

環
境

基
準

値
（
A

類
型

）



進
捗

点
検
報
告
書
（

4.
3
.2

水
環
境
（
水
質
）

）
：

環
境
⑤
（
2
/
3）

進
捗

状
況

（
1.
紀
の

川
本

川
の
状

況
）

【
指

標
⑤
-
3】

住
民
等

へ
の
水
質
情
報
の
発

信
回
数

【
指

標
⑤
-
4】

水
質
汚

濁
防
止
に
向
け
た
啓

発
活
動
の
回
数
・
取

り
組
み
内
容
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６
．

進
捗

点
検

結
果

▲
R
2に

お
け

る
水
質
事
故

一
覧

内
容

項
目

水
質
事
故

へ
の
対
応

紀
の
川
水

質
汚
濁
防

止
連

絡
協
議
会

に
お

い
て
記
者

発
表
を
行

い
、

和
歌
山
県

お
よ

び
奈
良
県
に

情
報
提
供
を

行
っ
て
い

る
。

水
質
事
故

に
よ
る

記
者
発
表

年
度

記
者
発
表
回

数

H
2
6

4
回

H
2
7

1
回

H
2
8

2
回

H
2
9

1
回

H
3
0

3
回

R
1

6
回

R
2

6
回

年
度

水
質
汚
濁
防

止
に
向
け
た

啓
発
活
動

の
実
施
状
況

R
1

伊
都
郡
九
度

山
町
入
郷
地

先
（
9
月
5
日
）
、
奈
良

県
五
條
市

野
原
西
地
先
（
9月

2
4日

）
、

和
歌
山

県
和
歌
山

市
直
川
地
先

（
1
0月

1
6日

）
に
お
い
て

地
元
小
学

校
の
生
徒
に

よ
る
水
生

生
物
調
査
を
実
施
し
、

水
質
や
自
然

環
境
に
つ

い
て
学
習
し

た
。

▲
水
生
生

物
調
査
の

実
施
状
況

(和
歌

山
市
千

手
川
)

▲
水

生
生
物
調
査
の
実
施
状

況
(九

度
山
町
丹

生
川
)

発
生
日
時

河
川
名

場
所

水
質
事
故
原
因

概
要

R2
.4
.2
4

排
水
路

和
歌
山
県
紀
の
川
市
桃
山
町
地
先

特
定
で
き
な
か
っ
た

濁
水

R2
.5
.2
6

紀
の
川
水
系
八
鳥
川

奈
良
県
大
淀
町
桧
垣
本
地
先

自
動
車
デ
ィ
ー
ラ
ー
か
ら
流
出

油
流
出

R2
.1
2.
18

紀
の
川
水
系
高
川

和
歌
山
県
和
歌
山
市
六
十
谷
地
先

特
定
で
き
な
か
っ
た

油
流
出

R3
.2
.1
9

紀
の
川
支
川
貴
志
川

宮
前
第
二
樋
門

紀
の
川
市
桃
山
町
調
月
地
先

特
定
で
き
な
か
っ
た

濁
水

R3
.2
.2
5

紀
の
川
水
系
西
渋
田
川

和
歌
山
県
か
つ
ら
ぎ
町
島
地
先

特
定
で
き
な
か
っ
た

へ
い
死
漁

R3
.2
.2
6

用
水
路

和
歌
山
県
和
歌
山
市
直
川
地
先

自
動
車
事
故
の
発
生
に
よ
る

油
流
出

※
R

2
年

度
は

コ
ロ

ナ
禍

の
た

め
実

施
な

し
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６
．

進
捗

点
検

結
果

進
捗

点
検
報
告
書
（

4.
3
.2

水
環
境
（
水
質
）

）
：

環
境
⑤
（
3
/
3）

進
捗

状
況

（
1.
紀
の

川
本

川
の
状

況
）

点
検

結
果

【
指

標
⑤
-
1】

・
令
和
2
年
度
も
協
力
体

制
を
維
持
し

て
お
り
、

引
き
続
き
、

水
質
事
故

が
発
生
し
た

際
の
連
絡

及
び
協
力
連

携
体
制
の

強
化

に
努
め
て
い

く
。

【
指

標
⑤
-
2】

・
現
在
実
施
し

て
い
る
水

質
調
査
を
継

続
し
、
水

質
の
監
視
を

続
け
て
い

く
。

【
指

標
⑤
-
3】

・
令
和
2
年
度
も
水
質
事

故
に
関
す
る

記
者
発
表

を
実
施
し
て

お
り
、
水

質
に
異
状
が

見
ら
れ
る

際
に
は
、
住

民
や
関
係

機
関

へ
の
速
や
か

な
情
報
提

供
に
努
め
て

い
く
。

【
指

標
⑤
-
4】

・
令
和
2
年
度
は
コ
ロ
ナ

禍
の
た
め
啓

発
活
動
（

水
生
生
物
調

査
）
を
実

施
し
て
い
な

い
が
、
引

き
続
き
、
流

域
住
民
や

関
係

機
関

に
対
し
、
水

質
汚
濁
防

止
に
向
け
た

啓
発
活
動

を
進
め
て
い

く
。

そ
の

他

▲
水
生
生

物
調
査
の

実
施
状
況

(五
條

市
吉
野

川
）



進
捗

点
検
報
告
書
（

4.
3
.2

水
環
境
（
水
質
）

）
：

環
境
⑥
（
1
/
2）

点
検

項
目

水
環

境
（
水
質
）
和
歌
山

市
内
河
川

観
点
・

指
標

【
観

点
】

水
質
環
境
基

準
の
達
成
状
況

【
指

標
】

県
、
市
、
住

民
等
と
連
携
し
た
導

水
の
取
り
組
み
内
容

導
水
後
の
水

質
調
査
結
果

進
捗

状
況

（
2.
和
歌

山
市

内
河
川

の
状
況
）

・
大

門
川
の
水
質
改
善
に

向
け
て
、
国
交
省
・

県
・
農
水
・
市
・
土

地

改
良
区
・
地
区
住
民
に

よ
り
、
「
大
門
川
環

境
用
水
導
入
検
討
会

」

を
平
成
2
3年

度
に
設
立

し
、
岩
出
頭
首
工
か

ら
農
業
用
水
路
を
活

用

し
た
導
水
に
向
け
た
検

討
を
行
っ
て
い
る
。

・
長

期
的
な
導
水
を
行
う

こ
と
に
よ
り
、
環
境

基
準
値
を
満
足
す
る

水
質

改
善
効
果
を
再
確
認

す
る
と
と
も
に
、
よ

り
少
な
い
導
水
量
に

よ
る

水
質
改
善
が
可
能
で

あ
る
こ
と
が
平
成

28
年
度
に
確
認
で
き
た

。
・
令

和
2年

度
は
、
過
年
度

に
作
成
さ
れ
た
農
業

用
水
路
の
モ
デ
ル
を

四
箇
井
水
路
に
も
導
水

す
る
モ
デ
ル
に
更
新

し
た
上
で
、
大
門
川

へ
の

3
.0
㎥

/s
の
導
水
を
実

施
し
た
。

36

６
．

進
捗

点
検

結
果

▲
大

門
川

に
お

け
る

水
質

（
月

別
平

均
値

）

大
門

川
水

質
調

査
地

点

四
筒

井
水

路
（
岩

出
頭

首
工

か
ら

分
水

）

宮
井

水
路

（
岩

出
頭

首
工

か
ら

分
水

）

▲
大

門
川

に
お

け
る

水
質

（
H

2
8
：
3
.0

 m
3
/
s試

験
導

水
時

）

3.
6

4.
6

25
.8

2.
1

2.
3

4.
2

環
境

基
準

値

BO
D
5m

g/
l

 0
.0

 5
.0

10
.0

15
.0

20
.0

25
.0

30
.0

鳴
神

橋
新

在
家

橋
伊

勢
橋

BOD（mg/ℓ）

導
水

前

導
水

後

水
質

低
減

率
約
84
%

0
.0

5
.0

1
0
.0

1
5
.0

１
月

２
月

３
月

４
月

５
月

６
月

７
月

８
月

９
月

１
０

月
１

１
月

１
２

月

BOD(mg/L)

大
門

川
（
Ｂ

Ｏ
Ｄ

・
H

2
3
～

R
2
平

均
）

鳴
神

橋
新

在
家

橋
伊

勢
橋



進
捗

点
検
報
告
書
（

4.
3
.2

水
環
境
（
水
質
）

）
：

環
境
⑥
（
2
/
2）

進
捗

状
況

（
2.
和
歌

山
市

内
河
川

の
状
況
）

点
検

結
果

・
令

和
2年

度
は
、
過
年
度

に
作
成
さ
れ
た
農
業

用
水
路
の
モ
デ
ル
を

四
箇
井
水
路
に
も
導

水
す
る
モ
デ
ル
に
更

新
し
た
上

で
、

大
門
川
へ
の

3.
0㎥

/s
の
導
水
を
実
施
し
た

。
・
大

門
川
へ
の
導
水
は
、

「
紀
の
川
か
ら
大
門

川
へ
の
導
水
実
施
に

関
す
る
基
本
協
定
」

に
基
づ
き
、
令
和

8年
度
ま
で

実
施
さ

れ
る
予
定
で
あ
り
、

引
き
続
き
実
施
に
向

け
、
関
係
機
関
と
調

整
を
図
っ
て
い
く
。

そ
の

他

37

６
．

進
捗

点
検

結
果

年
度

導
水
の
取
り

組
み
内
容
等

H
2
4～

・
地
元
自
治

会
と
の
調
整

を
行
い
な

が
ら
、
大
門

川
に
お
け

る
試

験
導
水
を

実
施
し
、
水

質
は
改
善

し
て
き
て
い

る
。

H
2
8

・
長
期
的
な

導
水
に
よ
る

水
質
改
善

効
果
を
検
証

す
る
た
め

、
岩

出
頭
首
工

か
ら
農
業
用

水
路
を
用

い
て
試
験
導

水
を
実
施

。
・

試
験
導
水

は
、
2
.
0m

3 /
s
を
約
2
週
間
、

3.
0
m3
/s
を
約

2週
間

の
2パ

タ
ー
ン
で
計

画
し
て

い
た
が
、

2
.0
m
3 /
sを

約
2週

間
の

試
験
導
水
は

、
紀
の
川
本

川
の
流
況

が
取
水
の
条

件
を
満
た

さ
な
か
っ
た

た
め
中
止
。

3
.0
m
3 /
sを

約
2週

間
の

試
験
導
水

は
計
画
通
り

実
施
。

H
2
9～ R
1

・
岩
出
頭
首

工
か
ら
農
業

用
水
路
を

活
用
し
た
本

格
導
水
に

向
け

て
関
係
機

関
と
協
議
を

行
っ
た
。

R
2

・
関
係
機
関

に
お
い
て

(仮
称
)大

門
川
導
水

連
絡
協

議
会
を
設

立
。

・
国
交
省
・

県
・
市
に
お

い
て
「
紀

の
川
か
ら
大

門
川
へ
の

導
水

実
施
に
関

す
る
基
本
協

定
」
を
締

結
。

・
過
年
度
に

作
成
さ
れ
た

農
業
用
水

路
の
モ
デ
ル

を
四
箇
井

水
路

に
も
導
水

す
る
モ
デ
ル

に
更
新
し

た
上
で
、
大

門
川
へ
の

3
.
0㎥

/s
の
導
水
を

実
施
。

▲
大

門
川

に
お

け
る

水
質

（
R

2
：
3
.0

 m
3
/
s導

水
時

）

※
導

水
前

の
B

O
D

値
は

、
過

年
度

調
査

の
平

均
値



進
捗

点
検
報
告
書
（

4.
3
.8

地
域
住
民
と
の
連

携
）
：

環
境
⑮

点
検

項
目

地
域

住
民
等
と
の
連
携

観
点
・

指
標

【
観

点
】

地
域
住
民
と

の
連
携
状
況

【
指

標
】

住
民
等
と
協

働
し
た
維
持
管
理
の

取
り
組
み
内
容

進
捗

状
況

（
1.
住
民

と
連

携
し

た
維

持
管

理
の

実
施

状
況

）

【
紀

の
川
の
清
掃
活
動
】

・
7月

の
河
川

愛
護
月
間
に

あ
わ
せ
て
、
紀
の
川

の
沿
川
住
民
他
の
方

々
に
参
加
頂
き
、
各

市
町
主
催
（
和
歌
山

市
は
和
歌

山
河

川
国
道
事
務
所
と
共

催
）
で
紀
の
川
の
清

掃
活
動
を
行
っ
て
い

る
。

【
河

川
協
力
団
体
の
募
集

】

・
「

自
発
的
に
河
川
の
維

持
、
河
川
環
境
の
保

全
等
に
関
す
る
活
動

を
行
う
民
間
団
体
を

支
援
す
る
」
河
川
協

力
団
体
制

度
に

つ
い
て
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
掲
載
し
、
河

川
協
力
団
体
の
募
集

を
行
っ
て
い
る
。

（
h

tt
p

:/
/w

w
w

.k
kr

.m
lit

.g
o

.jp
/r

iv
e

r/
ka

n
ky

o
u

/k
yo

u
ry

o
ku

.h
tm

l）
・
平

成
2
9年

度
に
は
、
地

域
の
N
PO
団
体
か
ら
応

募
が
あ
り
、
紀
の
川

水
系
で
初
め
て
河
川

協
力
団
体
に
指
定
さ

れ
た
。

・
平
成
3
0年

度
は
、
紀
の
川
大
堰
完
成
か
ら
15
年
を
記
念
し
て
、

国
交
省
と
N
P
O団

体
と
の

共
催
に
よ
り
ア
ニ
バ

ー
サ
リ
ー
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
た
。

・
令

和
2年

度
は
、
コ
ロ
ナ

の
影
響
に
よ
り
活
動

に
大
き
な
影
響
を
受

け
た
が
、

国
交
省
と
河
川
協
力
団

体
指
定
N
P
O団

体
と
連

携
・
協
働
し
て
、
水

と
き
ら
め
き

紀
の
川
館
の
運
営
、
維
持
管
理
等
、
可
能
な
活
動
を
継
続
し
た
。

点
検
結
果

・
令

和
2年

度
は
活
動
を
中

止
せ
ざ
る
を
得
な
か

っ
た
が
、
前
年
度
ま

で
は
紀
の
川
清
掃
活

動
な
ど
、
住
民
と
協

働
し
た
維

持
管

理
に
取
り
組
め
て
お

り
、
引
き
続
き
、
適

正
な
維
持
管
理
の
た

め
、
住
民
と
の
協
働

体
制
の
強
化
を
図
っ

て
い
く
。

そ
の
他

38

６
．

進
捗

点
検

結
果

▲
N
PO
団

体
「
た
そ

が
れ
コ

ン
サ
ー
ト

」
(
H3
0
)

▲
N
PO
団

体
に
よ
る

河
川
清

掃
活
動

(R
1
)

▲
N
PO
団

体
の
水
と

き
ら
め

き
紀
の
川

館
の
運
営
状

況

※
R

2
年

度
は

コ
ロ

ナ
禍

の
た

め
中

止



進
捗

点
検
報
告
書
（

4.
3
.8

地
域
住
民
と
の
連

携
）
：

環
境
⑯

点
検

項
目

地
域

住
民
等
と
の
連
携

観
点
・

指
標

【
観

点
】

地
域
住
民
や

住
民
団
体
の
連
携
状

況
【
指

標
】

河
川
愛
護
モ

ニ
タ
ー
の
活
動
回
数

・
内
容

情
報
連
携
体

制
の
取
り
組
み
内
容

進
捗

状
況

（
1.
住
民

と
連

携
し

た
維

持
管

理
の

実
施

状
況

）

（
現

況
）

・
河

川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
は

、
各
出
張
所
管
内
の

河
川
の
監
視
及
び
河

川
愛
護
及
び
啓
発
活

動
を
行
う
こ
と
を
目

的
と
し
て
、

昭
和

5
6年

か
ら
開
始
し
た

。
【
委
託
数
】
平
成

2
6年

～
3
0年

度
：

10
名
、
令
和
元
年
度
：

1
1名

、
令
和

2年
度
：

1
2名

・
令

和
元
2年

度
の
河
川
愛

護
モ
ニ
タ
ー
か
ら
の

報
告
回
数
は

13
3回

で
あ
っ
た
。

・
報

告
の
内
容
は
、
不
法

投
棄
に
関
す
る
も
の

が
大
半
で
、
中
に
は

河
川
施
設
の
管
理
状

況
や
河
川
の
状
況
に

関
す
る

も
の
も
あ
っ
た
。

・
平

成
2
6～

平
成

30
年
度

は
1
0名

、
令
和
元
年

度
は
1
1名

、
令
和

2年
度
は

12
名
の
河
川
愛

護
モ
ニ
タ
ー
の
方
か

ら
月
1回

以
上

の
報
告
が
あ
り
、
情

報
に
対
し
て
速
や
か

に
対
応
を
行
っ
た
。

点
検

結
果

・
引

き
続
き
、
メ
ー
ル
を

通
じ
て
、
河
川
愛
護

モ
ニ
タ
ー
と
の
情
報

連
携
を
図
り
活
動
の

活
性
化
を
図
っ
て
い

く
。

そ
の

他
39

６
．

進
捗

点
検

結
果 ▲

河
川
愛
護

モ
ニ
タ
ー
か

ら
の
河
川

環
境
に
関
す

る
報
告
回

数
の
経
年
変

化



進
捗

点
検
報
告
書
（

4.
4
.1
 河

川
管

理
施
設
等
の

機
能
維
持
）
：

管
理

①
（
1
/2
）

点
検

項
目

堤
防

、
護
岸
等
の
維
持
管

理

観
点
・

指
標

【
観

点
】

堤
防
・
護
岸

等
の
河
川
管
理
施
設

の
維
持
管
理
状
況

【
指

標
】

堤
防
目
視
点

検
結
果

堤
防
及
び
護

岸
の
補
修
箇
所
数
・

延
長

進
捗

状
況

(
1
.堤

防
、

護
岸

等
の

維
持

管
理

状
況

)

【
堤

防
の
点
検
結
果
】

【
護

岸
の
点
検
結
果
】

※
堤
防
、
護

岸
の
点
検
結

果
に
つ
い

て
は
、
平
成

2
5年

河
川

法
改
正
に
お

け
る
河
川

管
理
者
の
維

持
・
修
繕

の
義
務
化
や

「
施
設
の

健
全
性
を

正
し
く
把
握

す
る
た
め

の
考
え
方
や

基
準
等
の

整
備
・
見
直

し
の
推
進
」
等
の
平
成

2
5年

社
会

資
本
整
備
審

議
会
答
申

を
踏
ま
え

、
平
成

27
年

度
か
ら
「

堤
防
等
河
川

管
理
施
設

の
点
検
評
価

要
領
（
案
）
」
に
基
づ

き
実
施
す

る
こ
と
と
な

っ
た
。

40

６
．

進
捗

点
検

結
果

※
H
27
以
降
は

、
「
堤

防
等
河

川
管
理

施
設
の

点
検
結
果

評
価
要

領
（
案

）
」
に
基
づ
く

評
価
結

果
で
あ

り
、

H2
6の

箇
所
数

と
整
合

し
な
い
。

▲
護
岸
点
検

の
様
子

▲
堤
防
点
検

の
様
子

16
2

3
2
8

2
6
6

1
2
4

19
4

1
9
4

1
94

4
0

0
3

1
0

16
6

0

5
0

1
0
0

1
5
0

2
0
0

2
5
0

3
0
0

3
5
0

H
2
6年

度
H

2
7
年

度
H

2
8年

度
H

29
年

度
H

3
0
年

度
R

1
年

度
R

2年
度

(箇
所

数
)

堤
防

の
変

状
確

認
箇

所

要
監

視
段

階
(B

区
分

)

要
対

策
段

階
（
予

防
保

全
）
(C

区
分

)

4

0
0

0
0

1
0

05

1
0

1
5

H
2
6
年

度
H

2
7年

度
H

28
年

度
H

2
9
年

度
H

3
0年

度
R

1
年

度
R

2
年

度

(箇
所

数
)

堤
防

の
補

修
実

施
個

所

3
1
0

1
9
7

2
18

13
4

1
09

2
49

2
51

1
9

6
0

7
2

2
4

2
1

2
0

5
0

1
0
0

1
5
0

2
0
0

2
5
0

3
0
0

3
5
0

H
2
6年

度
H

2
7年

度
H

2
8
年

度
H

2
9
年

度
H

3
0
年

度
R

1
年

度
R

2
年

度

(箇
所

数
)

護
岸

の
変

状
確

認
箇

所

要
監

視
段

階
(B

区
分

)

要
対

策
段

階
（
予

防
保

全
）
(C

区
分

)

要
対

策
段

階
(D

区
分

)

1
3

6

0
0

0
3

0
05

1
0

1
5

H
26

年
度

H
2
7
年

度
H

2
8
年

度
H

2
9
年

度
H

3
0
年

度
R

1
年

度
R

2
年

度

(箇
所

数
)

護
岸

の
補

修
実

施
個

所

※
応

急
復

旧
含

む



進
捗

状
況

(
1
.堤

防
、

護
岸

等
の

維
持

管
理

状
況

)

【
B,
C
,D
区
分

の
事
例
】

・
B区

分
（

R1
年
度
点
検
、

R
7.
0k
+1
5
0m
）

・
令

和
2年

度
は
、
補
修
実

施
箇
所
は
無
か
っ
た

。

・
河

川
維
持
管
理
計
画
に

基
づ
き
日
常
の
維
持

管
理

を
実
施
し
て
い
る
。

・
河

川
管
理
施
設
の
老
朽

化
等
か
ら
毎
年
の
よ

う
に

損
傷
箇
所
を
発
見
し
て

い
る
。
補
修
に
つ
い

て
は
、

損
傷
の
規
模
や
緊
急
性

等
を
考
慮
し
、
実
施

し
て

い
る
。

点
検

結
果

・
引

き
続
き
、
日
常
の
河

川
巡
視
や
点
検
に
お

い
て
継
続
的
な
監
視

を
行
い
、
河
川
管
理

上
の
影
響
が
出
る
お

そ
れ
が
あ

る
と

判
断
し
た
箇
所
に
つ

い
て
は
優
先
的
に
補

修
を
実
施
し
適
正
な

維
持
管
理
に
努
め
て

い
く
。

そ
の

他
41

６
．

進
捗

点
検

結
果

管
理

①
（
2
/2
）

完
了

破
損
状
況

ブ
ロ

ッ
ク

護
岸

の
破

損
（
幅

0.
40

m
、

長
さ

2.
30

m
、

深
さ

0.
3m

）

・
C区

分
（
R1
年
度
点
検
、

L
14
.8
0k
+
36
m）

破
損
状
況

ブ
ロ

ッ
ク

護
岸

の
破

損
（
幅

8.
00

m
、

長
さ

10
0.

00
m

、
高

さ
3.

00
m

）

施
工
前

・
D区

分
（
R1
年
度
点
検
、

R
45
.0
0k
）

破
損
状
況

ブ
ロ

ッ
ク

護
岸

の
破

損
（
幅

5.
00

m
、

長
さ

11
.0

0m
、

高
さ

1.
60

m
）



進
捗

点
検
報
告
書
（

4.
4
.1
 河

川
管

理
施
設
等
の

機
能
維
持
）
：

管
理

②

点
検

項
目

堤
防

、
護
岸
等
の
維
持
管

理

観
点
・

指
標

【
観

点
】

堤
防
・
護
岸

等
の
河
川
管
理
施
設

の
維
持
管
理
状
況

【
指

標
】

除
草
の
実
施

回
数
、

住
民
・

NP
O・

市
民
団
体
等
と
協
働

し
た
リ
サ
イ
ク
ル
及

び
コ
ス
ト
縮
減
の
取

り
組
み
内
容

進
捗

状
況

(
1
.堤

防
、

護
岸

等
の

維
持

管
理

状
況

)

【
除

草
回
数
】

・
年
間
2回

、
台
風
期
及

び
出
水
期
前
に
堤
防

点
検
の
た
め
に

堤
防
等
除
草
を
実
施

し
て
い
る
。

【
市

民
団
体
等
と
の
協
働

】
・

刈
草
に
つ
い
て
は
堆

肥
化
を
行
い
希
望
者

に
対
し
て
配
布

し
、
処
分
費
の
コ
ス

ト
縮
減
を
行
っ
た
。

【
除

草
と
堆
肥
化
】

・
堆

肥
化
に
つ
い
て
は
住

民
か
ら
の
問
い
合
わ

せ
も
多
く
、

10
㎏
詰

め
肥

料
袋
に
し
て
の
配
布

や
、
ト
ラ
ッ
ク
等
で

の
引
き
取
り
に
応
じ

て
積

込
み
を
行
っ
た
。

・
堆

肥
化
し
た
刈
草
は
、

住
民
の
方
々
に
配
付

及
び
ほ
場
整
備
の
堆

肥

と
し
て
ご
利
用
い
た
だ

け
た
。

・
ま

た
、
刈
草
を
ロ
ー
ル

化
し
て
農
家
に
配
布

し
、
ご
利
用
い
た
だ

く
こ
と
で
刈
草
処
分

費
の
縮
減
を
実
施
し

て
い
る
。

点
検

結
果

・
令

和
2年

度
も
適
切
な
除

草
や
リ
サ
イ
ク
ル
の

取
り
組
み
を
実
施
し

て
お
り
、
引
き
続
き

、
定
期
的
な
除
草
に

努
め
る
と

と
も

に
、
住
民
・
市
民
団

体
等
と
協
働
し
た
リ

サ
イ
ク
ル
及
び
コ
ス

ト
縮
減
に
取
り
組
ん

で
い
く
。

そ
の

他
令
和

元
年
度
か
ら
業
務
簡

素
化
の
た
め
配
布
人

数
は
記
録
し
て
い
な

い
。

42

６
．

進
捗

点
検

結
果

▲
堤

防
除

草
作

業
の

前
後

の
状

況
（
R

2
の

状
況

）

▲
除

草
作

業
に

よ
り

発
生

し
た

刈
草

の
堆

肥
化

（
処

分
費

の
コ

ス
ト

縮
減

）
（
R

1
の

状
況

）

▲
船

戸
出

張
所

に
お

け
る

腐
葉

土
配

布
人

数
及

び
配

布
数

（
1
0
kg

／
袋

）

▲
刈

草
の

ロ
ー

ル
化

▲
堤

防
等

除
草

量
お

よ
び

堆
肥

化
量

除
草

前
除

草
後

3
,9

5
9

3
,8

6
5

3
,7

6
1

3
,7

7
8

3
,7

7
1

3
,6

6
5

3
,5

8
6

4
.0

4
.0

7
.0

3
.0

3
.4

3
.7

3
.1

0.
0

1.
0

2.
0

3.
0

4.
0

5.
0

6.
0

7.
0

8.
0

9.
0

10
.0

0

1
,0

0
0

2
,0

0
0

3
,0

0
0

4
,0

0
0

5
,0

0
0

H
2
6
年

度
H

2
7
年

度
H

2
8
年

度
H

2
9
年

度
H

3
0
年

度
R

1
年

度
R

2
年

度

堆
肥

化
（
千

m
3 ）

堤
防

除
草

（
千

m
2 ）

堤
防

等
除

草

堆
肥

化

1
3
9

5
1
1

9
7
0

1
0
37

10
,6

43

1
8,

72
5

2
9,

13
4

30
,8

07
3
2
,0

0
0

32
,0

00

05,
00

0

10
,0

0
0

15
,0

0
0

20
,0

0
0

25
,0

0
0

30
,0

0
0

35
,0

0
0

0

20
0

40
0

60
0

80
0

10
0
0

12
0
0

14
0
0

H
2
7年

度
H

28
年

度
H

2
9年

度
H

30
年

度
R

1
年

度
R

2
年

度配
布

数
(袋

)
配

布
人

数
(人

)

配
布

人
数

配
布

数

簡 素 化 に よ り

集 計 と り や め



進
捗

点
検
報
告
書
（

4.
4
.2

河
川
区
域
の
管
理

）
：

管
理
⑧

点
検

項
目

塵
芥

等

観
点
・

指
標

【
観

点
】

河
川
区
域
内

の
塵
芥
処
理
状
況

【
指

標
】

塵
芥
の
処
分

量
、
地
域
住
民
や
住

民
団
体
が
行
う
美
化

・
清
掃
活
動
の
取
り

組
み
内
容

進
捗

状
況

(
1
.塵

芥
)

（
現

況
）

【
塵

芥
の
処
理
】

・
巡

視
に
よ
り
発
見
さ
れ

た
塵
芥
は
維
持
作
業

に
よ
り
直
ち
に
集
積

場
所
へ
集
積
し
た
後

処
分
し
て
い
る
。

・
令

和
元
年
度
は
発
生
し

た
流
木
や
ゴ
ミ
な
ど

4
76
m3
の
塵

芥
を
処
理

し
た
。

【
美

化
・
清
掃
活
動
】

・
7月

の
河
川

愛
護
月
間
に

あ
わ
せ
て
、
紀
の
川

の
沿
川
住
民
他
の
方

々
に
参
加
頂
き
、
各

市
町
主
催
（
和
歌
山

市
は
和
歌

山
河

川
国
道
事
務
所
と
共

催
）
で
紀
の
川
の
清

掃
活
動
を
行
っ
て
い

る
。

点
検

結
果

・
令

和
2年

度
は
活
動
を
中

止
せ
ざ
る
を
得
な
か

っ
た
が
、
今
後
も
出

水
後
等
に
よ
る
塵
芥

を
河
川
巡
視
に
よ
り

確
認
し
た

場
合

は
、
適
切
な
撤
去
に

努
め
る
と
と
も
に
、

清
掃
活
動
に
も
取
り

組
ん
で
い
く
。

そ
の

他
43

６
．

進
捗

点
検

結
果

▲
紀
の
川
に

お
け
る
清
掃

活
動
の
実

施
状
況
（
令

和
元
年
度

の
事
例
）

▲
清
掃
活
動

の
参
加
人
数

の
推
移

和
歌

山
市

会
場

(紀
の

川
第

5緑
地

、
市

民
ス

ポ
ー

ツ
広

場
)

岩
出

市
会

場
(
岩

出
橋
周

辺
)

橋
本

市
会

場
(
九

度
山
橋

周
辺
)

紀
の

川
市

会
場

(
竹

房
橋
周

辺
)

か
つ

ら
ぎ

町
会
場

(
船

岡
山
河

川
敷

周
辺

)

▲
主
な
清
掃

活
動
位
置
図

▲
塵
芥
の
処

理
量
の
推
移

9
76

31
7

1
61

7
10

18
3

4
76
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0
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0
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H
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H
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9
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3
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0
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1
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0
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0

3
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0
0

H
2
6
年

度
H

2
7
年

度
H

2
8
年

度
H

2
9
年

度
H

3
0
年

度
R

1
年

度

（
人

）

清
掃
⾵
景

た
く
さ
ん
の
ゴ
ミ
が
集
ま
り
ま
し
た

※
い

ず
れ

も
R

2
年

度
は

コ
ロ

ナ
禍

の
た

め
中

止



進
捗

点
検
報
告
書
（

4.
4
.3
 ダ

ム
、

堰
の
管
理
）

：
管
理

⑩

点
検

項
目

流
水

・
施
設
管
理

観
点
・

指
標

【
観

点
】

ダ
ム
、
堰
の

流
水
及
び
施
設
管
理

状
況

【
指

標
】

巡
視
・
点
検

の
実
施
回
数

放
流
量
・
排

水
量
・
放
流
量
と
河

川
流
量
の
状
況

既
存
ダ
ム
と

の
連
携
に
よ
る
低
水

管
理
の
方
法
の
取
り

組
み
内
容

進
捗

状
況

(
1
.流

水
・
施

設
管
理

状
況

)

【
巡

視
・
点
検
の
実
施
回

数
】

・
紀

の
川
大
堰
、
大
滝
ダ

ム
と
も
巡
視
・
点
検

に
つ
い
て
は

施
設

点
検
整
備
基
準
に
基

づ
き
実
施
し
て
い
る

。

点
検

結
果

・
令

和
2年

度
も
毎
日
の
施

設
点
検
等
、
ダ
ム
・

堰
の
管
理
を
適
切
に

実
施
し
て
い
る
。
引

き
続
き
ダ
ム
・
堰
の

適
切
な
放

流
管

理
に
努
め
る
と
と
も

に
、
既
存
ダ
ム
と
の

連
携
に
よ
る
効
率
的

な
低
水
管
理
方
法
に

つ
い
て
も
検
討
を
進

め
て
い

く
。

そ
の

他
44

６
．

進
捗

点
検

結
果

▲
大

滝
ダ

ム
貯

水
池

運
用

図
（
令

和
2
年

度
）

施
設

点
検
概
要

紀 の 川 大 堰

・
毎

日
の

巡
視

点
検

と
し

て
、

操
作

室
・

無
線

室
・

屋
上

・
電

算
室
・
電

気
室
の
施
設

点
検
を
実

施
し
て
い
る

・
ゲ

ー
ト

な
ど

の
機

械
設

備
に

つ
い

て
は

、
毎

日
の

巡
視

点
検

の
他
に
年

点
検
、
月
点

検
、
週
点

検
を
実
施
し

て
い
る
。

大 滝 ダ ム

・
毎

日
の

巡
視

点
検

と
し

て
、

操
作

室
、

無
線

室
、

屋
上

、
機

械
室
、
電

気
室
の
施
設

点
検
を
実

施
し
て
い
る

。
・

貯
水

池
の

点
検

は
、

巡
視

点
検

を
週

2
回

実
施

し
、

堤
体

計
測

は
週
1
回
実
施
し

て
い
る

。

年
度

取
り
組
み
内

容

H
2
6

～

・
紀

の
川

全
体

の
利

水
安

全
度

向
上

の
た

め
関

係
機

関
と

調
整

を
行

い
、

洪
水

期
（

第
一

期
制

限
水

位
）

に
向

け
た

水
位

低
下

の
開

始
を

か
ん

が
い

期
開

始
（
6
月
1
日
）
に
合
わ

せ
て
試
行

的
に
実
施
。

【
既

存
ダ
ム
と
の
連
携
に

よ
る
低
水
管
理
の
方

法
の
取
り

組
み
内
容
】



45

６
．

進
捗

点
検

結
果

進
捗

点
検
報
告
書
（

4.
4
.3
 ダ

ム
、

堰
の
管
理
）

：
管
理

⑬

点
検

項
目

貯
水

池
管
理

観
点
・

指
標

【
観

点
】

貯
水
池
の
維

持
管
理
状
況

【
指

標
】

流
木
の
撤
去

率
（
量
）

流
木
の
有
効

活
用
の
取
り
組
み
内

容

進
捗

状
況

（
3.
貯
水

池
管

理
状
況

）

【
流

木
の
撤
去
率
（
量
）

】
・
貯

水
池
に
つ
い
て
は
毎

日
点
検
を
実
施
し
、

防
災

操
作
に
支
障
の
出
る
流

木
等
を
監
視
し
て
お

り
、

網
場
に
貯
留
し
た
流
木

は
集
積
・
撤
去
を
実

施
。

【
流

木
の
有
効
活
用
へ
の

取
り
組
み
】

・
令

和
2年

度
も
大
滝
ダ
ム

で
流
木
の
無
料
配
布

を
実
施
し
た
（
平
成

2
8年

に
初
め
て
実
施

）
。

・
奈

良
県
内
、
県
外
か
ら

の
利
用
者
が
あ
り
、

多
く
の
方
が
流
木
を

持
ち
帰
っ
た
。

点
検

結
果

・
令

和
2年

度
も
流
木
の
無

料
配
布
を
実
施
し
て

い
る
。
今
後
も
関
係

機
関
等
と
調
整
を
行

い
、
流
木
の
有
効
活

用
を
図
っ

て
い

く
。

そ
の

他

▲
流

木
処

理
前

の
状

況
▲

引
き

上
げ

状
況

▲
引

き
上

げ
後

の
集

積
▲

流
木

の
積

込
・
搬

出
▲

流
木

の
無

料
配

布
の

様
子

▲
流

木
の

撤
去

量
▲

大
滝
ダ
ム

に
お
け
る
流

木
処
理
図

（
平
成
3
0年

度
の
事
例
）

3,
1
0
0 

2
87
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50
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3,
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3,
50

0

H
26

H
27

H
28

H
29

H
30

R
1

R
2

撤去量(m3)

年
度

流
木

の
撤

去
量

平
成

26
年
8
月
の

台
風

11
号
洪
水

で
は

、
大

滝
ダ
ム

ピ
ー
ク

流
入

量
が

1,
7
00
m
3 /
sと

比
較

的
大

き
く
、

降
雨
継

続
時

間
も
約

1日
半
と
長

か
っ

た
た

め
に
、

流
木
量

が
多

か
っ
た

も
の

と
推
測

さ
れ

る



46

６
．

進
捗

点
検

結
果

進
捗

点
検
報
告
書
（

4.
4
.3
 ダ

ム
、

堰
の
管
理
）

：
管
理

⑮

点
検

項
目

環
境

整
備

観
点
・

指
標

【
観

点
】

水
源
地
域
の

整
備
状
況

【
指

標
】

流
域
内
の
連

携
・
交
流
の
取
り
組

み
内
容
、
湖
面
の
活

用
状
況

進
捗

状
況

（
環

境
整

備
）

・
令

和
2年

度
は
、
大
滝
ダ

ム
の
活
用
に
よ
る
活

性
化
と
交
流
の
場
の

創
出
の
一
つ
と
し
て

、
ダ
ム
の
役
割
に
つ

い
て
理
解

を
深

め
て
い
た
だ
く
た
め

、
川
上
村
等
と
連
携

を
図
り
、
ダ
ム
の
見

学
会
を
1
回
実
施
し
た

。

・

点
検

結
果

・
令

和
2年

度
は
、
大
滝
ダ

ム
の
湖
面
活
用
事
例

は
特
に
無
か
っ
た
が

、
引
き
続
き
、
大
滝

ダ
ム
水
源
地
域
ビ
ジ

ョ
ン
に
つ

い
て

、
奈
良
県
や
ダ
ム
水

源
地
域
の
自
治
体
で

あ
る
川
上
村
等
と
連

携
し
、
早
期
策
定
に

向
け
て
調
整
を
図
っ

て
い
く
。

そ
の

他

▲
「大

滝
ダ

ム
体

験
ツ

ア
ー

ｉｎ
2
0
2
0
」
の

開
催

状
況

（令
和

2年
度

）

 テ
レ

ビ
取

材
・

コ
ン

ジ
ッ
ト

ゲ
ー
ト

室
の

説
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ct
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ra

ns
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nd
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ou
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sm

令
和

２
年

度
に

実
施

し
た

工
事

状
況

等
に

つ
い

て
報

告

和
歌

山
河

川
国

道
事

務
所

紀
の

川
ダ

ム
統

合
管

理
事

務
所



1

１
.
令

和
２

年
度

の
工

事
状

況

令
和

２
年

度
の

工
事

状
況

・
令

和
２

年
度

は
以

下
の

位
置

図
に

示
す

箇
所

に
お

い
て

改
修

工
事

等
を

実
施

し
ま

し
た

。 岩
出

狭
窄

部
対

策
事

業

西
脇

地
区

下
流

河
道

掘
削

工
事

西
脇

地
区

上
流

河
道

掘
削

工
事

慈
尊

院
地

区
河

道
掘

削
他

工
事

神
野

々
地

区
河

道
掘

削
工

事

学
文

路
地

区
河

道
掘

削
他

工
事

二
見

地
区

築
堤

護
岸

工
事

二
見

地
区

上
流

築
堤

護
岸

他
工

事

：
直

轄
管

理
区

間
：
県

管
理

区
間

：
流

域
の

境
界

：
県

境
界

：
市

町
村

境
界

野
原

西
地

区
下

流
築

堤
護

岸
工

事

野
原

西
地

区
他

築
堤

護
岸

工
事

野
原

西
地

区
築

堤
護

岸
工

事

九
度

山
地

区
築

堤
護

岸
工

事



2

野
原

西
地

区
・
無

堤
部

対
策

と
し

て
、

築
堤

や
護

岸
工

事
を

実
施

し
ま

し
た

。

２
.
主

な
工

事
箇

所
の

概
要

（
野

原
西

地
区

下
流

築
堤

護
岸

工
事

）

川
側

市
街

地
側

施
工

後
施

工
前

1
89
9
0

1
4
5
06

5
0
0
0

2
4
8
18

500

張
芝
(ｼ
ﾞｵ
ﾃｷ
ｽﾀ
ｲﾙ
併
用
) 
26
29
8

筋
芝
 2
01
50



3

野
原

西
地

区
・
無

堤
部

対
策

と
し

て
、

築
堤

や
護

岸
工

事
を

実
施

し
ま

し
た

。

２
.
主

な
工

事
箇

所
の

概
要

（
野

原
西

地
区

他
築

堤
護

岸
工

事
）

川
側

市
街

地
側

施
工

後
施

工
前

3
9
2
7
7

1
0
3
7
8

1
2
1
3
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6
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5
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6
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4

野
原

西
地

区
・
無

堤
部

対
策

と
し

て
、

築
堤

や
護

岸
工

事
を

実
施

し
ま

し
た

。

２
.
主

な
工

事
箇

所
の

概
要

（
野

原
西

地
区

築
堤

護
岸

工
事

）

川
側

市
街

地
側

施
工

後
施

工
前

筋
芝

張
芝
(ｼ
ﾞｵ
ﾃｷ
ｽﾀ
ｲﾙ
併
用
型
)

h1500

▽
堤
防

施
工
高
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二
見

地
区

・
無

堤
部

対
策

と
し

て
、

築
堤

や
護

岸
工

事
を

実
施

し
ま

し
た

。

２
.
主

な
工

事
箇

所
の

概
要

（
二

見
地

区
築

堤
護

岸
工

事
）

川
側

市
街

地
側

施
工

後
施

工
前

3
26
24

14
57
5

21
26
5

張
芝
22
55
0

1
52
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張
芝

500

▽
99
.
90
5

H
.W
.L
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9.
40
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88

▽
92
.4
00
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二
見

地
区

・
無

堤
部

対
策

と
し

て
、

築
堤

や
護

岸
工

事
を

実
施

し
ま

し
た

。

２
.
主

な
工

事
箇

所
の

概
要

（
二

見
地

区
上

流
築

堤
護

岸
他

工
事

）

川
側

市
街

地
側

施
工

後
施

工
前

NO
.8

H.
W.

L
 9

9.
7
96

22
64

0

9833

12
00
0

21
28

5
30
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9

▽
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63
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00

74
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▽
10

0.
29
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500

▽
92
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01

GH
=1
00
.5
44
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7

九
度

山
地

区
・
無

堤
部

対
策

と
し

て
、

築
堤

や
護

岸
工

事
を

実
施

し
ま

し
た

。

２
.
主

な
工

事
箇

所
の

概
要

（
九

度
山

地
区

築
堤

護
岸

工
事

） 川
側

市
街

地
側

施
工

後
施

工
前

F
H
=

G
H
=
6
5.
2
3
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.9

H
.W
.L
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00

完
成
堤

防
 
計
画

法
線

(
測
量

法
線

)

C
-
40

平
ブ
ロ
ッ
ク
張

t
=1
5
cm

30
0

93
75

60
00

1
90
55

20
18
7

6663

コ
ン

ク
リ

ー
ト

ブ
ロ

ッ
ク

基
礎

裏
込
砕
石

天
端

コ
ン

ク
リ

ー
ト

A

吸
出
防
止
材 t=
10

根
固
め
ブ
ロ
ッ
ク
　
2t
型

t
=2
0c
m

筋
芝

2179

43
83

▽
66
.9
00

暗
渠

排
水

管
高

密
度

ポ
リ

エ
チ

レ
ン
管

 φ
5
0
0



8

神
野

々
地

区
・
流

下
能

力
向

上
の

た
め

、
河

床
掘

削
を

実
施

し
ま

し
た

。

２
.
主

な
工

事
箇

所
の

概
要

（
神

野
々

地
区

河
道

掘
削

工
事

）

施
工

後
施

工
前

76
.0
4
4

76
.8

80



9

学
文

路
地

区
・
流

下
能

力
向

上
の

た
め

、
河

床
掘

削
を

実
施

し
ま

し
た

。

２
.
主

な
工

事
箇

所
の

概
要

（
学

文
路

地
区

河
道

掘
削

他
工

事
）

施
工

後
施

工
前

紀
　
の

　
川

　
４

５
．

４
ｋ

A
S

▽
 
T.

P 
+
 6

6.
80

写
真

写
真
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慈
尊

院
地

区
・
流

下
能

力
向

上
の

た
め

、
河

床
掘

削
を

実
施

し
ま

し
た

。

２
.
主

な
工

事
箇

所
の

概
要

（
慈

尊
院

地
区

河
道

掘
削

他
工

事
）

施
工

後
施

工
前

市
街

地
側

川
側

H.
W.

L=
64

.1
1
9

4
50

00

1
0%

▽
58

.6
19

N
O.
4
4



11

西
脇

地
区

（
下

流
）

・
流

下
能

力
向

上
の

た
め

、
河

床
掘

削
を

実
施

し
ま

し
た

。

２
.
主

な
工

事
箇

所
の

概
要

（
西

脇
地

区
河

道
掘

削
工

事
）

施
工

後
施

工
前

TP
=
37

.5

3
0
.
2
k
-
7
.
4
0

A
S

3
8
.6
9
6

4
6
.
3
3
2



12

西
脇

地
区

（
上

流
）

・
流

下
能

力
向

上
の

た
め

、
河

床
掘

削
を

実
施

し
ま

し
た

。

２
.
主

な
工

事
箇

所
の

概
要

（
西

脇
地

区
河

道
掘

削
工

事
）

施
工

後
施

工
前



13

３
.
岩

出
狭

窄
部

対
策

事
業

の
概

要

・
岩

出
狭

窄
部

の
流

下
能

力
向

上
の

た
め

、

平
成

２
８

年
度

に
狭

窄
部

対
策

事
業

に
着

手
し

ま
し

た
。

・
令

和
2
年

度
に

岩
出

狭
窄

部
の

拡
幅

水
路

・
河

道
掘

削

を
実

施
し

、
狭

窄
部

対
策

は
完

了
し

ま
し

た
。

岩
出

狭
窄

部
の

現
状
⇒

（
下

流
か

ら
上

流
方

面
を

望
む

）

項
目

拡
幅

水
路

の
設

置
＋

河
床

掘
削

概
要

・
頭

首
工

に
拡

幅
水

路
を

設
置

し
、

堰
上

流
の

掘
削

と
併

用
し

、
整

備
計

画
目

標
流

量
を

流
下

さ
せ

る
計

画

特
徴

・
現

頭
首

工
、

魚
道

、
管

理
橋

を
存

置
す

る
た

め
、

既
設

頭
首

工
へ

の
影

響
は

限
定

的
で

あ
る

。

・
コ

ス
ト

が
安

価
で

あ
る

。

頭
首

工
右

岸
側

高
水

敷
に

設
置

す
る

拡
幅

水
路

拡
幅

水
路

拡
幅

水
路

2
5
0
m

岩
出

頭
首

工

貴
志

川

紀
の

川

山
付

春
日

川

人
家

連
担

き
し

が
わ

き
の

か
わ

か
す

が
が

わ

い
わ

で
と

う
し

ゅ
こ

う

河
床

掘
削

河
床

掘
削

（
方

針
規

模
）

拡
幅

水
路

T.
P1

4.
7m

、
幅

21
.5

m
岩

出
頭

首
工

20
19
.0
3.
15

撮
影
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３
.
岩

出
狭

窄
部

対
策

事
業

の
工

事
状

況

拡
幅

水
路

施
工

後
施

工
前

施
工

後
施

工
前

河
床

掘
削

紀
の

川
紀

の
川

紀
の

川

紀
の

川
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３
.
岩

出
狭

窄
部

対
策

事
業

の
工

事
進

捗
状

況

紀
の

川

貴
志

川

：
R

1
年

度
ま

で
に

完
成

：
R

2
年

度
に

完
成

【
H

2
8
年

度
完

成
】

・段
地

区
河

道
掘

削
工

事
V

=
5
7
,2

0
0
m

3

【
H

2
9
年

度
完

成
】

・岩
出

狭
窄

部
対

策
高

水
敷

整
備

工
事

V
=
5
,5

0
0
m

3

・岩
出

狭
窄

部
対

策
河

道
掘

削
工

事
V

=
2
7
,7

0
0
m

3

・岩
出

狭
窄

部
左

岸
中

流
地

区
河

道
掘

削
工

事
V

=
3
3
,3

0
0
m

3

【
H

3
0
年

度
完

成
】

・岩
出

狭
窄

部
下

流
地

区
河

道
掘

削
工

事
V

=
3
5
,2

0
0
m

3

・岩
出

狭
窄

部
右

岸
中

流
地

区
河

道
掘

削
工

事
V

=
4
8
,4

0
0
m

3

・岩
出

狭
窄

部
右

岸
中

下
流

地
区

河
道

掘
削

工
事

V
=
5
8
,1

0
0
m

3

・岩
出

狭
窄

部
右

岸
中

上
流

地
区

河
道

掘
削

工
事

V
=
5
7
,2

0
0
m

3

・岩
出

狭
窄

部
左

岸
中

下
流

地
区

河
道

掘
削

工
事

V
=
4
0
,0

0
0
m

3

・岩
出

狭
窄

部
左

岸
中

上
流

地
区

河
道

掘
削

工
事

V
=
4
0
,3

0
0
m

3

・岩
出

狭
窄

部
貴

志
川

河
道

掘
削

工
事

V
=
4
6
,2

0
0
m

3

【
R

1
年

度
完

成
】

・岩
出

狭
窄

部
右

岸
下

流
下

地
区

河
道

掘
削

工
事

V
=
3
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紀の川水系河川整備計画に基づく 

事業等の進捗点検に関する報告書 
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Ⅰ 目的 

紀の川水系河川整備計画（以下、河川整備計画という）に基づいて毎年度実施される個々の

事業等がどのように進捗しているかを点検する。 

Ⅱ 進捗点検の考え方 

・進捗点検は、河川管理者が流域全体の視点から実施し、その結果について、毎年度、報告書

としてとりまとめ、流域懇談会に状況を報告する。また、必要に応じて、現地での個別事業

の進捗状況について説明する。 

・流域懇談会への意見聴取は、３年毎を１サイクルとして、過去３年毎の進捗点検の結果をと

りまとめ、委員から意見を聴き、次年度以降の個別の事業の中で反映する。 

・河川整備計画の目標に関し、流域の視点に立って、できるだけ効率的かつ具体的に進捗点検

できる項目を設定した。 

・進捗点検は、河川水辺の国勢調査や定期縦横断測量など定期的に行っている調査結果や観測

データ等を最大限活用して行う。 

・今回の進捗点検は、令和２年度までの７ヶ年（平成 26 年～令和２年）の事業等により進捗し

た施策等を対象として実施するものであるが、点検項目によってはそれ以前の内容も考慮し

た。 

Ⅲ 河川整備計画の内容と進捗点検の関係 

河川整備計画の進捗点検にあたっては、「Ⅱ 進捗点検の考え方」に基づき、点検の対象とす

べき項目を河川整備計画より抽出し、各々の点検項目に対して観点を設定した。 

さらに、設定した観点について、施策の具体的な進捗を示すことができる指標を設定した。

点検項目、観点、指標の関係を別表「点検項目と観点及び指標の関係」に示す。 

また、進捗点検の構成は、 

１．河川整備計画における｢課題｣｢目標」｢実施｣について 

２．点検項目 

３．観点・指標 

４．進捗状況 

５．点検結果 

６．その他 

とする。 

さらに、一部の事業等については「６．その他」の欄において、事例の紹介等により、情報

を補足するものとした。 
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Ⅳ 報告書の構成 

 

 

 

進捗点検報告書（4.●.● ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆）： 治水○ 

紀の川水系河川整備計画の進捗状況の点検 

河川整備

計画にお

ける 

「課題」 

「目標」 

「実施」 

について 

 

4. ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 
 
（1）△△△△△△△（P■■） 

・・・・・・・・・・・・・・ 
・・・・・・・・・・・・・・ 
・・・・・・・・・・・・・・ 

 
（2）○○○○○○○（P▲▲） 

・・・・・・・・・・・・・・ 
・・・・・・・・・・・・・・ 
・・・・・・・・・・・・・・ 

 
（3）■■■■■■■（P○○） 

・・・・・・・・・・・・・・ 
・・・・・・・・・・・・・・ 
・・・・・・・・・・・・・・ 

 
 

点検項目 
 ■■■■■■■■■■■■■■■ 

観点・指標 

【観点】 ▽▽▽▽▽▽▽▽▽▽▽▽▽▽▽▽ 

【指標】 ●●●●●●●●●●●●●●●● 

 

 

 

 

 

紀の川水系河川整備計画の 

目次（章・節・項） 分野と通し番号（①～）

紀の川水系河川整備

計画の本文 

進捗状況を点検する

ための項目 

施策、事業等の具体的な進捗を示すこ

との出来る観点および指標 
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進捗点検報告書（4.●.● ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆）： 治水○ 

 

 

 

進捗状況 

（4. ◆◆

◆◆◆◆

◆◆◆） 

 

 

 （現況） 

・・・・・・・・・・・・・・ 
・・・・・・・・・・・・・・ 
・・・・・・・・・・・・・・ 
・・・・・・・・・・・・・・ 
・・・・・・・・・・・・・・ 
・・・・・・・・・・・・・・ 

 

○○に関する状況 

http://www.kkr.mlit.go.jp/wakayama/ryuiki_iinkai/ 

 

点検結果 

・◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆していく。 

・○○○○○○○○○○○○○○○○○していく。 

 

その他 

 

（○○○○の現状） 

・・・・・・・・・・・・・・ 
・・・・・・・・・・・・・・ 
・・・・・・・・・・・・・・ 
・・・・・・・・・・・・・・ 
・・・・・・・・・・・・・・ 
・・・・・・・・・・・・・・ 

 

 

施策、事業等の具体的な進捗状況 

（グラフや写真等で可能な限り 

「見える化」） 

図、写真、 

グラフ等 

進捗状況から判断する点検結果 

図、写真等 

図、写真、 

パンフレット等 

トピックや補足的説明事項等を記載 

関連するウェブサイト等がある場

合は URL を記載する場合もある 
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の
実

施
状

況
・
内

容

動
植

物
の

生
息

・
生

育
範

囲
、

生
息

・
生

育
数

、
生

息
・
生

育
状

況
、

環
境

改
善

策
の

取
り

組
み

内
容

重
要

種
・
貴

重
種

の
生

息
・
生

育
状

況

河
川

環
境

保
全

モ
ニ

タ
ー

や
住

民
か

ら
の

情
報

収
集

内
容

住
民

等
へ

の
発

信
回

数
・
手

法
・
内

容

2
.干

潟
の

保
全

干
潟

の
保

全
自

然
環

境
の

保
全

状
況

シ
オ

マ
ネ

キ
、

ハ
ク

セ
ン

シ
オ

マ
ネ

キ
、

タ
イ

ワ
ン

ヒ
ラ

イ
ソ

モ
ド

キ
等

の
重

要
種

の
生

息
・
生

育
範

囲
、

生
息

・
生

育
数

、
生

息
・
生

育
状

況
底

質
調

査
結

果
干

潟
環

境
保

全
の

取
り

組
み

内
容

環
境

②

水
質

事
故

発
生

に
お

け
る

連
絡

及
び

協
力

体
制

の
整

備
内

容

水
質

調
査

の
項

目
・
回

数
・
結

果

住
民

等
へ

の
水

質
情

報
の

発
信

回
数

水
質

汚
濁

防
止

に
向

け
た

啓
発

活
動

の
回

数
・
取

り
組

み
内

容

県
、

市
、

住
民

等
と

連
携

し
た

導
水

の
取

り
組

み
内

容

導
水

後
の

水
質

調
査

結
果

4
.3

.3
河

川
景

観
－

河
川

景
観

紀
の

川
ら

し
い

河
川

景
観

の
保

全
状

況
景

観
に

配
慮

し
た

材
料

や
工

法
の

取
り

組
み

内
容

環
境

⑦

迷
惑

行
為

に
お

け
る

啓
発

の
取

り
組

み
内

容
環

境
⑧

関
係

機
関

や
警

察
等

と
協

議
し

た
耕

作
、

工
作

物
設

置
行

為
の

是
正

の
取

り
組

み
内

容
環

境
⑨

2
.多

く
の

人
が

利
用

し
や

す
い

河
川

多
く
の

人
が

利
用

し
や

す
い

河
川

安
全

・
安

心
し

て
利

用
で

き
る

河
川

空
間

の
状

況
河

川
空

間
の

利
用

者
数

・
バ

リ
ア

フ
リ

ー
化

の
実

施
箇

所
数

環
境

⑩

4
.3

河
川

環
境

に
関

す
る

事
項

4
.3

.1
動

植
物

の
生

息
・

生
育

・
繁

殖
環

境

1
.河

川
環

境
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

河
川

環
境

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
の

実
施

状
況

環
境

①

環
境

⑥

4
.3

.4
河

川
空

間
の

利
用

1
.河

川
空

間
の

適
正

な
利

用
河

川
空

間
の

適
正

な
利

用
水

面
及

び
河

川
区

域
内

に
お

け
る

河
川

空
間

の
利

用
状

況

3
.地

域
に

ふ
さ

わ
し

い
河

川
整

備
地

域
に

ふ
さ

わ
し

い
河

川
整

備
地

域
に

見
合

っ
た

河
川

空
間

の
状

況
住

民
、

自
治

体
と

連
携

し
た

河
川

空
間

の
保

全
、

整
備

の
取

り
組

み
内

容

環
境

整
備

の
実

施
状

況
・
実

施
内

容
環

境
⑪

4
.3

.2
水

環
境

（
水

質
）

1
.紀

の
川

本
川

水
環

境
（
水

質
）

紀
の

川
本

川
紀

の
川

本
川

の
水

質
の

状
況

環
境

⑤

2
.和

歌
山

市
内

河
川

水
環

境
（
水

質
）

和
歌

山
市

内
河

川
水

質
環

境
基

準
の

達
成

状
況

環
境

③

4
.外

来
種

対
策

外
来

種
対

策
外

来
種

対
策

の
実

施
状

況
外

来
種

の
生

息
・
生

育
範

囲
、

生
息

・
生

育
数

、
生

息
・
生

育
状

況
関

係
機

関
、

住
民

等
と

連
携

し
た

移
入

回
避

の
取

り
組

み
内

容
・
駆

除
の

回
数

3
.生

物
移

動
の

連
続

性
生

物
移

動
の

連
続

性
連

続
性

の
確

保
状

況
移

動
阻

害
の

実
態

調
査

内
容

・
阻

害
箇

所
数

関
係

機
関

と
連

携
し

た
落

差
解

消
の

取
り

組
み

内
容

施
設

管
理

者
と

連
携

し
た

魚
道

機
能

保
全

の
取

り
組

み
内

容

環
境

④

3
.日

常
的

な
河

川
情

報
の

提
供

日
常

的
な

河
川

情
報

の
提

供
河

川
情

報
の

提
供

状
況

利
水

③

整
備

計
画

の
目

次

4
.2

河
川

の
適

正
な

利
用

及
び

流
水

の
正

常
な

機
能

の
維

持
に

関
す

る
事

項

2
.渇

水
時

の
効

率
的

な
水

運
用

渇
水

時
の

効
率

的
な

水
運

用
渇

水
時

の
水

運
用

状
況

平
常

時
の

水
位

、
流

量
、

取
水

量
情

報
共

有
で

き
る

体
制

構
築

へ
の

取
り

組
み

内
容

瀬
切

れ
の

実
態

調
査

内
容

瀬
切

れ
を

解
消

す
る

た
め

の
関

係
機

関
と

の
調

整
回

数
・
内

容

利
水

②
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点
検

項
目

観
　

点
指

　
標

進
捗

点
検

報
告

書
の

該
当

箇
所

1
.住

民
と

連
携

し
た

維
持

管
理

の
実

施
地

域
住

民
と

の
連

携
状

況
住

民
等

と
協

働
し

た
維

持
管

理
の

取
り

組
み

内
容

環
境

⑮

C
C

T
V

の
設

置
箇

所
数

・
光

フ
ァ

イ
バ

ー
の

整
備

延
長

運
転

支
援

シ
ス

テ
ム

の
導

入
の

取
り

組
み

内
容

操
作

員
の

技
術

向
上

の
取

り
組

み
回

数
・
内

容

貴
志

川
に

お
け

る
樋

門
の

遠
隔

操
作

化
の

整
備

数

3
.許

可
工

作
物

許
可

工
作

物
許

可
工

作
物

の
維

持
管

理
状

況
施

設
管

理
者

に
対

し
て

指
導

回
数

・
内

容
管

理
⑤

管
理

⑧

河
川

区
域

内
の

不
法

投
棄

状
況

夜
間

・
休

日
の

河
川

巡
視

の
回

数
市

民
団

体
・
警

察
等

と
連

携
し

た
巡

視
の

回
数

管
理

⑨

管
理

⑥

2
.河

道
内

樹
木

河
道

内
樹

木
河

川
区

域
内

の
樹

木
繁

茂
状

況
樹

木
伐

開
範

囲
・
伐

開
量

リ
サ

イ
ク

ル
及

び
コ

ス
ト

縮
減

に
よ

る
地

域
や

関
係

機
関

の
有

効
利

用
の

取
り

組
み

内
容

管
理

⑦
4
.4

.2
河

川
区

域
の

管
理

1
.河

道
内

土
砂

河
道

内
土

砂
河

川
区

域
内

の
土

砂
堆

積
・
洗

掘
状

況

定
期

横
断

測
量

の
断

面
変

化
量

河
道

掘
削

の
実

施
箇

所
・
土

量
河

川
巡

視
結

果
河

床
低

下
、

洗
掘

対
策

の
取

り
組

み
内

容

3
.塵

芥
等

塵
芥

等

河
川

区
域

内
の

塵
芥

処
理

状
況

塵
芥

の
処

分
量

地
域

住
民

や
住

民
団

体
が

行
う

美
化

・
清

掃
活

動
の

取
り

組
み

内
容

樋
門

・
樋

管
の

点
検

箇
所

数
・
点

検
回

数
・
点

検
内

容
各

施
設

の
コ

ス
ト

を
勘

案
し

た
機

能
保

全
の

内
容

管
理

③

樋
門

・
樋

管
等

の
施

設
操

作
状

況
管

理
④

管
理

①

除
草

の
実

施
回

数
住

民
・
N

P
O

・
市

民
団

体
等

と
協

働
し

た
リ

サ
イ

ク
ル

及
び

コ
ス

ト
縮

減
の

取
り

組
み

内
容

管
理

②

4
.4

維
持

管
理

に
関

す
る

事
項

4
.4

.1
河

川
管

理
施

設
等

の
機

能
維

持

1
.堤

防
、

護
岸

等
の

維
持

管
理

堤
防

、
護

岸
等

の
維

持
管

理
堤

防
・
護

岸
等

の
河

川
管

理
施

設
の

維
持

管
理

状
況

堤
防

目
視

点
検

結
果

堤
防

及
び

護
岸

の
補

修
箇

所
数

・
延

長

2
.樋

門
・
樋

管
等

の
河

川
管

理
施

設
の

維
持

管
理

樋
門

・
樋

管
等

の
河

川
管

理
施

設
の

維
持

管
理

樋
門

・
樋

管
等

の
河

川
管

理
施

設
の

維
持

管
理

状
況

環
境

⑭

4
.3

.8
地

域
住

民
と

の
連

携
地

域
住

民
等

と
の

連
携

2
.地

域
住

民
や

住
民

団
体

の
情

報
連

携
体

制
づ

く
り

地
域

住
民

や
住

民
団

体
の

連
携

状
況

河
川

愛
護

モ
ニ

タ
ー

の
活

動
回

数
・
内

容
情

報
連

携
体

制
の

取
り

組
み

内
容

環
境

⑯

環
境

⑬

4
.3

.7
流

域
の

森
林

保
全

－
流

域
の

森
林

保
全

森
林

の
保

全
状

況
関

係
機

関
と

連
携

し
た

取
り

組
み

内
容

森
林

保
全

の
啓

発
協

力
の

回
数

・
内

容

環
境

保
全

対
策

の
実

施
内

容
・
実

施
延

長
環

境
調

査
の

実
施

状
況

・
実

施
内

容
、

環
境

改
善

策
の

取
り

組
み

内
容

環
境

⑫

4
.3

.6
環

境
学

習
－

環
境

学
習

総
合

学
習

等
の

支
援

状
況

総
合

学
習

等
の

実
施

回
数

・
内

容
水

と
き

ら
め

き
紀

の
川

館
の

利
用

者
数

、
出

前
講

座
の

実
施

回
数

整
備

計
画

の
目

次

4
.3

河
川

環
境

に
関

す
る

事
項

4
.3

.5
河

川
工

事
に

対
す

る
配

慮
－

河
川

工
事

に
対

す
る

配
慮

河
川

工
事

に
お

け
る

環
境

保
全

対
策

状
況
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点
検

項
目

観
　

点
指

　
標

進
捗

点
検

報
告

書
の

該
当

箇
所

2
.放

流
警

報
、

情
報

提
供

放
流

警
報

、
情

報
提

供
放

流
情

報
の

提
供

状
況

放
流

情
報

の
提

供
に

お
け

る
取

り
組

み
内

容
管

理
⑪

水
質

調
査

の
内

容
・
結

果
選

択
取

水
設

備
の

運
用

状
況

管
理

⑫

管
理

⑮

5
.環

境
調

査
環

境
調

査
ダ

ム
の

環
境

状
況

環
境

調
査

の
実

施
状

況
・
内

容
管

理
⑯

管
理

⑬

巡
視

・
点

検
の

実
施

状
況

土
砂

堆
積

率
管

理
⑭

4
.環

境
整

備
環

境
整

備
水

源
地

域
の

整
備

状
況

流
域

内
の

連
携

・
交

流
の

取
り

組
み

内
容

湖
面

の
活

用
状

況

巡
視

・
点

検
の

実
施

回
数

放
流

量
・
排

水
量

・
放

流
量

と
河

川
流

量
の

状
況

既
存

ダ
ム

と
の

連
携

に
よ

る
低

水
管

理
の

方
法

の
取

り
組

み
内

容
管

理
⑩

3
.貯

水
池

管
理

貯
水

池
管

理
貯

水
池

の
維

持
管

理
状

況
流

木
の

撤
去

率
（
量

）
流

木
の

有
効

活
用

の
取

り
組

み
内

容

整
備

計
画

の
目

次

4
.4

維
持

管
理

に
関

す
る

事
項

4
.4

.3
ダ

ム
、

堰
の

管
理

1
.流

水
・
施

設
管

理
流

水
・
施

設
管

理
ダ

ム
、

堰
の

流
水

及
び

施
設

管
理

状
況



                                             

治水-1 

 

進捗点検報告書（4.1.1 洪水を安全に流す取り組み）： 治水① 

紀の川水系河川整備計画の進捗状況の点検 

河川整備 

計画に 

おける 

「課題」 

｢目標｣ 

｢実施｣ 

について 

 
1. 洪水調節施設の整備 

 
（1）河川整備の現状と課題（P9,P10） 

紀の川は、堤防の未整備箇所や狭窄部が点在しており、河道の断面が小さいことから流下能
力が不足している。 
大滝ダム供用後においても、現在の河道状況で戦後最大洪水である昭和34年 9月伊勢湾台

風の洪水が発生した場合、紀の川本川のはん濫により浸水面積約16km2、浸水被災人口約1.7
万人の被害が想定される。 
一方で、大滝ダムは、平成24年 6月に試験湛水が完了したことから、洪水調節により下流

への洪水流量を減らすことができ、洪水被害の軽減が可能となる。 
（2）河川整備計画の目標に関する事項（P42） 

洪水調節施設として、大滝ダムの治水容量を最大限活用させることにより下流の流量低減を
図る。 

（3）河川の整備の実施に関する事項（P45） 
大滝ダムの操作については、下流の河道整備状況から洪水時の最大放流量は当面1,200m3/s放

流とするが、下流の河道整備状況等に応じて最大2,500m3/s放流まで順次変更するものとする。 

点検項目 洪水調節施設の整備 

観点・指標 
【観点】 大滝ダム下流の流下能力状況 

【指標】 ダムの放流量 

進捗状況(1. 

洪水調節施

設の 

整備状況) 

（現況） 

・大滝ダムの下流の河道整備状況を考慮し、平成25年度の管理開始から洪水時の最大放流量に

ついては1,200m3/sとしており、平成25年9月の台風18号、平成26年8月の台風11号、平成27年

7月の台風11号、平成29年10月の台風21号、平成30年8月の台風20号及び9月の台風24号におい

て防災操作を実施した。 

・平成28年度、令和元年度、令和2年度は、ダム最大放流量（1,200m3/s）を越える流入量を記

録する出水がなかったため、防災操作は実施しなかった。 

 

・大滝ダムの防災操作図を以下に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ダムから下流に流す量を 

最大約５００m3/s 低減 

流入量 最大約 1，７００ m3/s 

ダム流下量 最大約１，２００ m3/ｓ 

▲ 平成26年 8月台風11号

ダムで約３５０万 m
3
を貯留 

（京セラドーム約３杯分） 
流入量 

ダム流下量 
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▲ 平成30年 8月台風20号

▲ 平成30年 9月台風24号

▲ 平成29年 10月台風21号

▲ 平成27年 7月台風11号

流入量 最大約２，０００ m3/s 

ダム流下量 最大約１，２００ m3/s 

流入量 最大約 1，５００ m3/s 

ダム流下量 最大約１，２００ m3/s 

流入量 最大約２，０００m3/s 

ダム流下量 最大約１，２００ m3/s 

ダムで約６６０万 m
3
を貯留 

（京セラドーム約５杯分） 

ダムから下流に流す量を 

最大約３００m3/s 低減 

ダムから下流に流す量を 

最大約８００m3/s 低減 

ダムから下流に流す量を 

最大約６３０m3/s 低減 

ダムで約１，５００万 m
3
を貯留 

（京セラドーム約１２杯分） 

ダムで約７６０万 m
3
を貯留 

（京セラドーム約６杯分） 

流入量 最大約１，８２０m3/s 9/30 20：33 

ダム流下量 最大約１，１９０ m3/s 

累加⾬量(mm)

ダムから下流に流す量を 

最大約８００m3/s 低減 

ダムで約１，１００万 m
3
を貯留 

（京セラドーム約９杯分） 

累加⾬量(mm)

累加⾬量(mm)
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点検結果 
・大滝ダムの洪水時の最大放流量については、下流の河道整備状況を踏まえ、1,200m3/s運用を

行った（令和2年度は防災操作なし）。今後、奈良県と調整を図りながら順次変更していく。

その他 

○奈良県管理区間 

・大滝ダム下流の吉野川（紀の川）の奈良県管理区間では、河道の流下能力が不足している箇所や

川沿いの低い地域に家屋が点在していること等により、洪水による浸水被害が発生していること

から、国管理区間に影響がない範囲で、順次築堤等の整備を奈良県で実施している。 

・平成26年度は、大淀町佐名伝において約0.3kmの整備を実施した。 

・平成27年度は、五條市南阿田及び大淀町佐名伝において約0.4kmの整備を実施した。 

・平成28年度は、五條市南阿田において0.4km、大淀町佐名伝において0.16kmの整備を実施した。 

・平成29年度は、五條市南阿田において0.3km整備を平成30年度にかけて実施した。また、大淀町

佐名伝において0.08kmの整備を実施した。 

・令和元年度の実施はなかった。（護岸の植生工事のみを実施） 

・令和2年度の実施はなかった。（下市町新住、大淀町下渕、下市町阿知賀、吉野町六田、吉野町

菜摘で測量、設計を実施） 

・以下に、奈良県管理区間の整備箇所位置図と河道整備状況を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲ 奈良県管理区間の河道整備状況（奈良県提供資料より作成） 

大滝ダム

▲ 整備箇所位置図

整備区間  

県管理区間 国管理区間国管理区間 

出典 ： 紀の川（吉野川）水系河川整備計画
（平成22年3月）奈良県

吉野町南国栖地区

（H25完成）

みなみく ず

川上村東川地区

（H24完成）

うのかわ

五條市原町・南阿田地区

（一部完成）

大淀町佐名伝地区

（一部完成）

さ な て

吉野町役場 

下市町役場 

吉野町南大野（上流） 

（一部完成） 

大淀町佐名伝 五條市南阿田 背景地図：国土地理院 電子国土Web 

下市町新住 

下市町阿知賀

吉野町六田

吉野町菜摘大淀町下渕

100% 100%

61
%

100%

100%
100%

100%
100%

100%
100%

100%
100%

100% 100% 100%
100% 100% 100%

100%
100% 100%

39%

100%0.0
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堤
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整
備
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長

（
km

）

残整備延長

令和2年度整備延長（実施なし）

令和元年度まで整備済み延長
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0.36
km
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km：計画整備延長
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進捗点検報告書（4.1.1 洪水を安全に流す取り組み）： 治水② 

紀の川水系河川整備計画の進捗状況の点検 

河川整備 

計画に 

おける 

「課題」 

｢目標｣ 

｢実施｣ 

について 

 
2. 河道の整備 － ① 堤防整備 

 

（1）河川整備の現状と課題（P9,P10） 
紀の川は、堤防の未整備箇所や狭窄部が点在しており、河道の断面が小さいことから流

下能力が不足している。 
中上流部では、五條市二見地区・野原西地区など、堤防が未整備となっている箇所が存

在するとともに、岩出・藤崎・小田狭窄部並びに頭首工上流に堆積した土砂により河道断
面が不足するため、紀の川本川が氾濫し浸水被害が発生する危険性がある。 
また局所的に流下断面が不足している箇所や河道内の樹林化は、洪水時において洪水の

流下阻害となることが懸念されている。 
下流部では、洪水流下の阻害となっていた新六ヶ井堰について、昭和62年度から紀の川

大堰建設事業として対策を実施し、平成22年度に完了した。 
この大堰建設事業により、新六ヶ井堰の部分撤去、河道掘削、JR橋梁の架け替えなどを

実施し、戦後最大洪水が流下可能となっている。 
（2）河川整備計画の目標に関する事項（P42） 

河道整備として、中上流部に点在する堤防の未整備箇所、狭窄部及び河道断面不足箇所
の対策を実施し、浸水被害の軽減を図るとともに、洪水時に流下阻害となる樹木対策を実
施する。 

（3）河川の整備の実施に関する事項（P47）【堤防整備】 
中上流部に点在する堤防の未整備箇所については、当該箇所の治水安全度、人口・資産

の状況、土地利用状況等を踏まえ、堤防整備を実施する。 
また、実施にあたっては、大滝ダムによる洪水調節を考慮しつつ、上下流バランスを考

慮しながら段階的な整備を実施する。 

点検項目 河道の整備 

指標 
【観点】 堤防の整備状況 

【指標】 堤防の整備箇所・整備延長、（堤防整備前後の）流下能力 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

進捗状況

(2.河道の

整備状況) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（現況） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

▲ 令和3年 3月（令和2年度末）時点の流下能力 

 

 

 

流下能力図の見かた 

・流下能力図のうち、上のグラフは右岸側、下のグラフは左岸側の高さを基準にしたグラフで、中央から上下に伸びる

棒グラフが流下能力を示しています。右側が上流、左側が下流になります。

流下能力図の凡例と算定条件 

   ：令和元年度末河道、評価高は堤防天端－余裕高 

   ：令和2年度末河道、評価高は堤防天端－余裕高 

    整備計画目標流量 
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距離標

右岸流下能力

紀の川大堰

左岸流下能力

岩出頭首工 藤崎頭首工 小田頭首工

船戸出張所管内 五條出張所管内

麻生津 慈尊院九度山

上野

堤防整備：二見地区

堤防整備：野原西地区

堤防整備：九度山地区
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進捗状況

(2.河道の

整備状況) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【堤防整備】 

・引き続き二見地区・野原西地区・九度山地区の堤防整備を実施中である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲ 堤防の整備（五條市二見・野原西） 

【堤防整備延長】 

○平成26年度は、以下の整備を実施した。 

・二見地区  ：整備延長1.70kmのうち、前年度整備下流端から上流0.30kmを整備 

・野原西地区：事業用地の一部を取得 

・九度山地区：事業用地の一部を取得 

○平成27年度は、以下の整備を実施した。 

・二見地区  ：整備延長1.70kmのうち、前年度整備下流端から上流0.24kmを整備 

・九度山地区：事業用地の一部を取得 

○平成28年度は、以下の整備を実施した。 

・二見地区  ：整備延長1.70kmのうち、前年度整備下流端から上流0.12kmを整備 

・野原西地区：整備延長1.30kmのうち、紀の川58.8k付近の0.10kmを整備 

・九度山地区：整備延長1.70kmのうち、紀の郷病院下流付近の0.04kmを整備 

○平成29年度は、以下の整備を実施した。 

・二見地区  ：前年度整備下流の護岸（57.6k付近の0.16km）を整備 

・野原西地区：整備延長1.30kmのうち、前年度整備の上流0.06kmを整備 

・九度山地区：整備延長1.70kmのうち、九度山樋門を含む0.10kmを整備 

○平成30年度は、以下の整備を実施した。 

・二見地区  ：整備延長1.70kmのうち、0.20kmを整備 

・野原西地区：整備延長1.30kmのうち、前年度整備の下流0.17kmを整備 

○令和元年度～令和2年度には、以下の整備を実施した。 

・二見地区  ：整備延長1.70kmのうち、57.6k付近の0.06km、57.8k付近の0.04kmを

整備 

・野原西地区：整備延長1.30kmのうち、上流側0.11km、下流側0.15kmを整備 

・九度山地区：整備延長1.70kmのうち、H28年度施工箇所上流の0.06kmを整備 

 

 

 

 

 

 

 

 

御蔵橋 

大川橋

R1～2年度
整備済 L=0.11km

二見 
（堤防整備） 

野原西 
（堤防整備）

R1～2年度
整備済 L=0.15km

R2年度 
整備済 L=0.04km

R2年度 
整備済 L=0.06km 

      整備済区間 
      未整備区間 
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▲ 要堤防整備箇所の整備状況 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
▲ 堤防整備状況（整備実施中の地区） 

 

点検結果 
・令和2年度も堤防整備を実施した。 

・今後も引き続き、上下流バランス等を考慮し、段階的に整備を進める。 

その他  

39%
56% 67%

3%

6% 20%

100% 

100%
58%

100%

38%
13%

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

麻生津 慈尊院 九度山 上野 二見 野原西

堤
防

整
備

延
長

（
km

）

残整備延長

R1～R2年度整備延長

H30年度まで整備済み延長

0.72km
0.80km

1.70km

2.10km

1.70km

1.30km

0.96km

56%
0.10km

6%

0.64km

38%

【二見地区(暫定堤)】

（堤防整備延長1.7km）

H30年度まで

R1～R2年度

今後整備

0.87km

67%

0.26km

20%

0.17km

13%

【野原西地区(暫定堤)】

（堤防整備延長1.3km）

H30年度まで

R1～R2年度

今後整備

0.66km

39%

0.06km

3%

0.98km

58%

【九度山地区(暫定堤)】

（堤防整備延長1.7km）

H30年度まで

R1～R2年度

今後整備
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進捗点検報告書（4.1.1 洪水を安全に流す取り組み）： 治水③ 

紀の川水系河川整備計画の進捗状況の点検 

河川整備計

画における 

「課題」 

「目標」 

「実施」 

について 

 
2. 河道の整備 － ② 河道掘削等 

 

（1）河川整備の現状と課題（P9,P10） 
紀の川は、堤防の未整備箇所や狭窄部が点在しており、河道の断面が小さいことから

流下能力が不足している。 
中上流部では、五條市二見地区・野原西地区など、堤防が未整備となっている箇所が

存在するとともに、岩出・藤崎・小田狭窄部並びに頭首工上流に堆積した土砂により河
道断面が不足するため、紀の川本川が氾濫し浸水被害が発生する危険性がある。 
また局所的に流下断面が不足している箇所や河道内の樹林化は、洪水時において洪水

の流下阻害となることが懸念されている。 
下流部では、洪水流下の阻害となっていた新六ヶ井堰について、昭和62年度から紀の

川大堰建設事業として対策を実施し、平成22年度に完了した。 
この大堰建設事業により、新六ヶ井堰の部分撤去、河道掘削、JR橋梁の架け替えなど

を実施し、戦後最大洪水が流下可能となっている。 
（2）河川整備計画の目標に関する事項（P42） 

河道整備として、中上流部に点在する堤防の未整備箇所、狭窄部及び河道断面不足箇
所の対策を実施し、浸水被害の軽減を図るとともに、洪水時に流下阻害となる樹木対策
を実施する。 

（3）河川の整備の実施に関する事項（P47）【河道掘削】 
土砂堆積や樹木の繁茂等により流下断面が不足している箇所については、河積確保の

ための河道掘削及び樹木伐採を実施する。 
また、実施にあたっては、対策後の下流への洪水の影響や土砂の移動状況を検討の

上、実施する。 

点検項目 河道の整備 

観点・指標 

【観点】 河道掘削・樹木伐採状況 

【指標③-1】 河道掘削の実施箇所・土量、（河道掘削前後の）流下能力  

【指標③-2】 樹木伐採の実施箇所・面積、（樹木伐採の実施前後の）流下能力 

 

 

 

 

 

 

 

 

進捗状況 

（2.河道の

整備状況） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【指標③-1】 

（現況） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

▲ 令和3年 3月（令和2年度末）時点の流下能力 

 

 

 

管理⑥の指標「河道掘削の実施箇所・土量」に関連 

流下能力図の見かた 

・流下能力図のうち、上のグラフは右岸側、下のグラフは左岸側の高さを基準にしたグラフで、中央から上下に伸びる

棒グラフが流下能力を示しています。右側が上流、左側が下流になります。 

流下能力図の凡例と算定条件 

   ：令和元年度末河道、評価高は堤防天端－余裕高 

   ：令和2年度末河道、評価高は堤防天端－余裕高 

    整備計画目標流量 
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右岸流下能力

紀の川大堰

左岸流下能力

岩出頭首工 藤崎頭首工 小田頭首工

船戸出張所管内 五條出張所管内

慈尊院地区

橋本地区

藤崎地区 小田地区岩出地区



                                             

治水-8 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

進捗状況 

（2.河道の

整備状況） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・船戸出張所管内で、平成26年度は64,000m3、平成27年度は29,000m3、平成28年度は
57,200m3、平成29年度は66,500m3、平成30年度は325,400m3、令和元年度は
188,400m3、令和2年度は35,500m3の河道掘削を行った。 

・五條出張所管内では、令和2年度に34,300m3の掘削を行った。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
▲ 河道掘削状況 

【指標③-2】 

（現況） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲ 令和3年 3月（令和2年度末）時点の流下能力 

 

 
 

・平成26～令和2年度は、河積確保のための樹木伐採については上下流バランスを考慮し
て実施していない。 

点検結果 

【指標③-1】 
・令和2年度は、狭窄部の河道掘削を35,500m3実施し、慈尊院地区での河道掘削を
34,300m3実施した。今後、上下流バランス等を考慮しながら藤崎地区・小田地区の狭窄
部対策および慈尊院地区・橋本地区の河道掘削を段階的に実施予定である。 

【指標③-2】 
・令和2年度は、流下能力向上面からの樹木伐採は実施していない。 

その他 
・樹木伐採には、流下能力向上を目的として実施するものと、河川巡視等の妨げにならないよう

維持管理上の必要から実施するものがあるが、治水の「指標③-2」で取り上げたのは、前者の

目的を達成するために実施するものである。 
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距離標

右岸流下能力

紀の川大堰

左岸流下能力

岩出頭首工 藤崎頭首工 小田頭首工

船戸出張所管内 五條出張所管内

管理⑦の指標「樹木伐開範囲・伐開量」に関連 

流下能力図の見かた 

・流下能力図のうち、上のグラフは右岸側、下のグラフは左岸側の高さを基準にしたグラフで、中央から上下に伸びる

棒グラフが流下能力を示しています。右側が上流、左側が下流になります。

H26～R2は河積確保のための樹木伐採は実施していない 

流下能力図の凡例と算定条件 

   ：令和2年度末河道、評価高は堤防天端－余裕高 

    整備計画目標流量 
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進捗点検報告書（4.1.1 洪水を安全に流す取り組み）： 治水④ 

紀の川水系河川整備計画の進捗状況の点検 

河川整備計

画における 

「課題」 

「目標」 

「実施」 

について 

 
2. 河道の整備 － ③ 狭窄部対策 

 
（1）河川整備の現状と課題（P9,P10） 

紀の川は、堤防の未整備箇所や狭窄部が点在しており、河道の断面が小さいことから
流下能力が不足している。 
中上流部では、五條市二見地区・野原西地区など、堤防が未整備となっている箇所が

存在するとともに、岩出・藤崎・小田狭窄部並びに頭首工上流に堆積した土砂により河
道断面が不足するため、紀の川本川が氾濫し浸水被害が発生する危険性がある。 
また局所的に流下断面が不足している箇所や河道内の樹林化は、洪水時において洪水

の流下阻害となることが懸念されている。 
下流部では、洪水流下の阻害となっていた新六ヶ井堰について、昭和62年度から紀の

川大堰建設事業として対策を実施し、平成22年度に完了した。 
この大堰建設事業により、新六ヶ井堰の部分撤去、河道掘削、JR橋梁の架け替えなど

を実施し、戦後最大洪水が流下可能となっている。 
（2）河川整備計画の目標に関する事項（P42） 

河道整備として、中上流部に点在する堤防の未整備箇所、狭窄部及び河道断面不足箇
所の対策を実施し、浸水被害の軽減を図るとともに、洪水時に流下阻害となる樹木対策
を実施する。 

（3）河川の整備の実施に関する事項（P47）【狭窄部対策】 
狭窄部に設置された堰や堰上流の土砂堆積等による流下能力の不足を解消するため、 
堰の施設管理者等の関係機関と協議しつつ、堰の対策、河道掘削等による環境への影

響等を検討の上、実施する。 
また、実施にあたっては、対策後の洪水の下流への影響や土砂の移動状況等を検討の 

上、実施する。 

点検項目 河道の整備 

観点・指標 
【観点】 狭窄部の対策状況 

【指標】 堰管理者との協議回数、狭窄部対策の実施状況、（狭窄部対策前後の）流下能力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

進捗状況 

（2.河道の

整備状況） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（現況） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲ 令和3年 3月（令和2年度末）時点の流下能力 
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（m3/s）

距離標

右岸流下能力

紀の川大堰

左岸流下能力

岩出頭首工 藤崎頭首工 小田頭首工

船戸出張所管内 五條出張所管内

流下能力図の見かた 

・流下能力図のうち、上のグラフは右岸側、下のグラフは左岸側の高さを基準にしたグラフで、中央から上下に伸びる

棒グラフが流下能力を示しています。右側が上流、左側が下流になります。

流下能力図の凡例と算定条件 

   ：令和2年度末河道、評価高は堤防天端－余裕高 

    整備計画目標流量 

狭窄部対策：岩出狭窄部
について対策完了 
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進捗状況 

（2.河道の

整備状況） 

 

 

 

 

 

 

 

▲ 狭窄部箇所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲ 岩出狭窄部の状況 

・岩出狭窄部は、整備計画目標流量に対して治水上ネックとなっている最下流に位置しており、

上下流バランスを考慮した整備手順から優先的に対策を実施する必要がある。 

・岩出狭窄部対策の現地調査（測量、地質）、対策案検討を実施しており、堰管理者である農政

局などの関係機関との協議等を踏まえ、狭窄部対策の進捗を図っている。 

・平成25年度より現地調査・対策案の検討に着手した。 

・平成26年度に、水理模型実験を実施した。 

・平成27年度に、関係機関協議とともに設計に着手した。 

・平成28年10月10日、紀の川市民体育館において岩出狭窄部対策事業の起工式を挙行した。 

平成28年度に、護岸整備・河道掘削を実施した。 

・平成29年度に、拡幅水路整備・河道掘削・護岸整備を実施した。また、今後の狭窄部対策に

向け、関係機関と施設の改修等について協議を行った。 

・平成30年度に、拡幅水路整備・河道掘削・護岸整備を実施した。また、今後の狭窄部対策に

向け、関係機関と施設の改修等について協議を行った。 

・令和元年度に、河道掘削を実施した。また、今後の狭窄部対策に向け、関係機関と施設の改修

等について協議を行った。 

・令和2年度に、岩出狭窄部の拡幅水路・河道掘削を実施し、狭窄部対策は完了した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲ 岩出狭窄部対策事業の起工式の様子（H28.10.10） 

県名 箇所名 狭窄部位置

和歌山県 岩出狭窄部 16.9k 岩出市船戸

藤崎狭窄部 29.2k 紀の川市藤崎

小田狭窄部 44.6k 橋本市高野口町小田
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・藤崎狭窄部対策について、農政局との協議に向け事前調整を実施した。 

点検結果 

・令和２年度は、岩出狭窄部の狭窄部対策が完了した。流下能力が整備計画目標流量相当（貴志

川合流点下流：8,500m3/s 合流点上流：6,300m3/s）に向上した。 

・その他の狭窄部対策についても、上下流バランスを考慮しながら下流部から引き続き整備を進

めていく。 

その他  
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進捗点検報告書（4.1.1 洪水を安全に流す取り組み）： 治水⑤ 

紀の川河川整備計画の進捗状況の点検 

河川整備計

画における 

「課題」 

「目標」 

「実施」 

について 

  
3. 支川対策 － 七瀬川－ その他支川 

 
（1）河川整備の現状と課題（P11） 

橋本川や七瀬川などの支川では、合流部や支川の流下能力が不足しているため、近年
大きな浸水被害が発生している。 
このため、支川の県管理区間の改修と一体的に支川対策を実施している。 

（2）河川整備計画の目標に関する事項（P42） 
支川対策として、合流点等の河道断面が不足する箇所の対策を県管理区間の改修や自

治体の内水被害軽減対策等と連携しつつ浸水被害の軽減を図る。 
（3）河川の整備の実施に関する事項（P52）【七瀬川】【その他支川】 

七瀬川においては、鴨井排水樋門の改築等の合流点処理を、支川改修と連携しつつ対
策を実施する。 
その他の支川対策についても、浸水状況や県管理区間の支川改修の状況等を踏まえ、

必要が生じた場合には、支川改修と連携しつつ対策を実施する。 
 

点検項目  支川対策 

観点・指標 

【観点】 支川対策の改修状況 

【指標⑤-1】 七瀬川の工事の進捗 

【指標⑤-2】 支川対策の取り組み内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

進捗状況 

（3.支川対

策の状況） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【指標⑤-1】 
【七瀬川】 

（現況） 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・平成23年度から国債工事で鴨井排水樋門の改築を実施している。 

・七瀬川の工事進捗は以下のとおり。 

   平成23年度：鴨井排水樋門工事着手 

   平成25年度：樋門本体完了 

   平成26年度：樋門上屋完了（耐震対策もH26完了） 

   平成27年度：鴨井排水樋門工事完了 

（国の実施箇所については完了した。和歌山県が施工している七瀬川改修につい

ては、引き続き施工中である。） 

 

▲ 鴨井排水樋門

県道小豆島岩出線

9.0k

10.0k

k

小豆島

紀の川

県道小豆島岩出線

k

k

11.0

平成29年台風21号による浸水区域

R24
至 和歌山市

R24
至 岩出市

9.0k

10.0k

11.0k

9.0k

R24
至 和歌山市

R24
至 岩出市

k

k

k

k

鴨井排水樋門

平成29年台風21号出水状況
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進捗状況 

（3.支川対

策の状況） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
【指標⑤-2】 
【柘榴川】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・柘榴川の工事進捗は以下の通り。 
昭和57年度：和歌山県に対して、河川法施行令第2条第7号の指定の通知を実施 
平成10年度：地すべり区間以外（合流点～最上橋）について整備完了 
平成18年度：県が地すべり対策事業として着手 
平成21年度：地すべり対策事業との一体整備に係る工事に関する協定締結 
       「河道掘削事前処理の地すべり対策」と「県による地すべり対策」

を同時施工 
平成22年度：河道掘削事前処理の地すべり対策完了 

平成25年度：和歌山県にて地すべり対策箇所のモニタリング実施 

平成26年度：最上橋上流部の河道整備に着手 
平成27年度：柘榴川河道整備L=150m(左岸)整備済み 
平成28年度：柘榴川護岸整備L=230m(左岸)整備済み 

         ：柘榴川護岸整備L=310m(右岸)整備済み 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

点検結果 
・平成28年度に、柘榴川護岸整備L=230m(左岸)、柘榴川護岸整備L=310m(右岸)を実施し、七

瀬、柘榴川の支川対策については、河川整備計画に位置付けた整備内容は完了している。 

その他  

 

柘榴川

改修済み

H28年度
右岸整備済み

H28年度
左岸整備済み

H27年度
左岸整備済み

▲ 標準横断図（柘榴川）

▲ 支川の整備（柘榴川）

：H27整備済み箇所 
：H28整備箇所

▲ 柘榴川の護岸施工状況 

最上大橋 

最上橋 

左岸 右岸 
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進捗点検報告書（4.1.1 洪水を安全に流す取り組み）： 治水⑥ 

紀の川水系河川整備計画の進捗状況の点検 

河川整備計

画における 

「課題」 

「目標」 

「実施」 

について 

 
4. 堤防の安全性の確保 
 
（1）河川整備の現状と課題（P12） 

紀の川の国管理区間（大臣管理区間）における完成堤防の整備率は、約78%（平成23年
3月時点）である。 
しかしながら、残りの区間については、堤防が未整備であったり、計画堤防断面に対し

て堤防の高さや幅が不足している暫定堤防である。 
また、既設の堤防については、河道の浚渫土や河川敷の掘削土等の現地材料を主体とし

て逐次構築や補修を重ねてきたものであり、築造の履歴や材料構成が明確ではなく、必ず
しも構造物としての安全性を確保しているとはいえないため、堤防が完成している箇所に
おいて安全性の点検を実施し、必要な箇所については堤防強化対策を図る必要がある。 
このため、計画高水位以下の水位時における耐浸透機能に関する堤防の所要の安全性を

確保するため、堤防に求められる安全性を点検した。 
その結果、全体計画延長89.2kmのうち、浸透に対して安全性照査基準以上の区間は、

56.5km、基準未満の区間は、32.7kmとなっている。 
一方、耐侵食機能に関する堤防の所要の安全性の確保についても、安全性照査を実施す

る必要がある。 
（2）河川整備計画の目標に関する事項（P42） 

堤防の安全性の確保として、浸透や侵食に対して脆弱な箇所を計画高水位以下の流水の
通常の作用に対して安全な構造とするとともに、計画堤防断面に対して、高さや幅が不足
している箇所について計画堤防断面の確保を図る。 

（3）河川の整備の実施に関する事項（P53） 
堤防の浸透に対する詳細点検結果等に基づき、すべり破壊、パイピング破壊、盤ぶくれ

破壊に対する安全性が不足する箇所について、堤防の危険度や背後地の状況を踏まえ、堤
防強化対策を順次実施する。 

また、侵食に対する対策については、浸透対策の完了後、詳細点検結果等に基づき、堤
防強化対策を順次実施する。 

点検項目  堤防の安全性の確保 

観点・指標 
【観点】 堤防強化対策の実施状況 
【指標】 堤防強化対策の実施箇所・実施延長 

 

 

 

 

 

 

進捗状況 

（4.堤防の

安全性の 

確保状況） 

 

 

 

 

 

 

 

 

（現況） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲ 浸透対策実施状況 

 

0
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すべり パイピング 盤ぶくれ

H28年度

H27年度

H26年度

H25年度迄

92.2%

(3.3km)

(%)

42.8%

（5.5km）

55.3%

（2.1km）

44.7%

(1.7km)

(3.8km)(12.9km)(3.6km)

7.8% ( 0.3km)

48.7%

(6.3km)

8.5%（1.1km）
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進捗状況 

（4.堤防の

安全性の 

確保状況） 

・平成25年度までに、すべり対策3.3km、パイピング対策5.5km、盤ぶくれ対策2.1kmを実

施。 

・平成26年度は、すべり対策0.3km、パイピング対策6.3km、盤ぶくれ対策1.7kmを実施。す

べり対策、盤ぶくれ対策については平成26年度までに全て完了。 

・平成27年度は、上流域（五條）の堤防整備を優先したため、堤防強化対策は未実施。 

・平成28年度は、嶋地区（紀の川市嶋、紀の川26k～27k付近）、後田地区（紀の川市後田、

紀の川30k付近）において残っていたパイピング対策を実施。 

点検結果 
・平成 28 年度に嶋地区、後田地区にてパイピング対策を実施し、河川整備計画に位置付けたす
べり対策、パイピング対策、盤ぶくれ対策は完了した。 

その他 

・平成27年 9月の関東・東北豪雨を踏まえ、全国すべての直轄河川とその沿川市町村におい

て、「水防災意識社会再構築ビジョン」として、水防災意識社会を再構築する取組を行うこ

ととなった。紀の川では、国・和歌山県・奈良県・沿川自治体で構成する協議会を設立し、

平成28年 9月に「紀の川の減災に係る取組方針」を策定している。 

(http://www.kkr.mlit.go.jp/wakayama/gensaikyougikai/index.html) 

・方針では、概ね5年間で実施する取組として「洪水に対する意識の啓発や普及」などのため

のソフト対策と、越水等が発生した場合でも決壊までの時間を少しでも引き延ばすための危

機管理型ハード対策（堤防強化（堤防天端の保護および堤防裏法尻の補強））に取り組むこ

ととしている。 

・平成29年度は、遠方地区（紀の川市遠方、紀の川26k～27k付近）、後田地区（紀の川市後

田、紀の川30k～31k付近）、岸上地区（橋本市岸上、紀の川48k付近）の堤防強化を、令和

元年度は、永穂地区（紀の川10k～12k付近）、学文路地区（紀の川31k付近）の堤防強化

を、令和2年度は、永穂地区、松島地区、出島地区、丸栖地区、調月地区、西脇地区の堤防

強化を「水防災意識社会再構築ビジョン」の危機管理型ハード対策の一環として実施した。 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▼ 危機管理型ハード対策実施箇所

和歌山市 紀の川市

かつらぎ町

九度山町

五條市

橋本市

L=5.0km 

L=5.0km 

L=0.8km 
L=1.7km 

L=0.4km 

L=0.8km

L=0.4km

L=0.6km

L=0.2km
L=0.8km

L=2.0km

L=0.8km

L=1.0km

L=1.2km
L=0.4km

L=0.6km

実施区間延長      内訳 

（重複無し）  天端の保護  裏法尻の補強 
21.1km     2.8km    19.5km 

凡例   天端の保護 
  裏法尻の補強 

紀の川 

貴
志
川 

L=0.6km 

永穂地区(R2整備済) 

松島、出島地区(R2整備済) 

丸栖地区 

(R2整備済) 調月地区 

(R2整備済) 

西脇地区 

(R2整備済)

遠方地区 

(H29整備済)

後田地区 

(H29整備済) 

岸上地区 

(H29整備済)
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進捗点検報告書（4.1.2 地震・津波対策）： 治水⑦ 

紀の川水系河川整備計画の進捗状況の点検 

河川整備計

画における 

「課題」 

「目標」 

「実施」 

について 

 
1. 堤防、堰、樋門等の耐震対策 － 堤防、堰、樋門等 

 
（1）河川整備の現状と課題（P15,P16） 

東海・東南海・南海地震は、歴史的にみて 100～150 年の間隔で繰り返し発生して
いる。直近では、1944年（東南海地震）・1946年（南海地震）に発生しており、今後30
年以内に南海地震については60%、東南海地震については70%、東海地震については87%の
確率で発生すると予測されている。 
紀の川大堰、下流の４樋門（有功樋門、野崎樋門、有本樋門、有本第二樋門）及び堤防

の耐震性については、従来より点検を実施しているところであり、対策が必要な箇所につ
いては、順次耐震対策を実施しているところである。 
今後、その他の河川管理施設についても、耐震性能照査点検を実施し、対策が必要な箇

所については、順次耐震対策を実施する必要がある。 
（2）河川整備計画の目標に関する事項（P42） 

今後高い確率で発生が予測される東海・東南海・南海地震等を想定し、河川管理施設の
保持すべき機能を確保するため、耐震対策や津波対策を実施し、被害の最小化を図る。 

（3）河川の整備の実施に関する事項（P54） 
【堤防、堰、樋門等の耐震対策（堤防、堰、樋門等）】 
堤防、堰、樋門等については、「河川構造物の耐震性能照査指針（案）」の照査結果に

基づき、レベル２地震動に対応した耐震対策を実施する。 
特に河口から紀の川大堰までの区間は、地震後に津波の遡上が想定されることから、背

後地の人口・資産や土地利用状況等を考慮しつつ、早急に対策を実施する。 
【堤防、堰、樋門等の耐震対策（電気・通信機器）】 
観測施設や河川管理施設に付属する電気・通信機器についても耐震性能について検討

し、必要な対策を実施する。 

点検項目  堤防、堰、樋門等の耐震対策 

観点・指標 

【観点】 耐震対策の実施状況 
【指標⑦-1】 堤防、堰、樋門等の耐震対策の箇所数・対策内容 
【指標⑦-2】 電気・通信機器の耐震対策の箇所数・対策内容 

 

 

 

 

 

 

 

進捗状況 

（1.堤防、

堰、樋門等

の耐震対策

状況） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【指標⑦-1】 

・堤防耐震 

要対策区間である左岸 1.7km(0.4k 付近～2.0k 付近)については、平成 24 年度に対

策済みである。右岸については、対策不要である。 

・堰耐震（L2津波遡上区間） 

令和2年度は、紀の川大堰耐震対策に向け、耐震詳細設計を実施した。 

・排水機場等（L2津波遡上区間） 

平成 27 年度に、有本揚排水機場について、耐震照査を行うとともに耐震詳細設計を実施した。 

・樋門耐震（L2津波遡上区間） 

紀の川大堰下流4樋門（野崎,有功,有本,有本第二）については、平成24年度に対策済み

である。鴨井排水樋門については、七瀬川支川対策にて上屋完成の平成27年度に完了した。 

平成 28 年度に、不破

排水樋門及び松島樋門

の対策工事を実施し、樋

門耐震の必要な全 7 樋

門の対策を完了した。 

 

 

 

 

 

鴨井排水樋門

L2津波遡上区間

：堤防耐震対策済

：樋門耐震対策済

不
破
排
水
樋

門 

野崎樋門

有
本
第
二
樋
門

有
本
樋
門

有
功
樋

門

松
島
樋
門

耐震対策実施状況 ▶  
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進捗状況 

（1.堤防、

堰、樋門等

の耐震対策

状況） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲ 堤防・樋門耐震対策実施状況 

 

【指標⑦-2】 

・電気・通信機器の耐震対策は、必要箇所数全体47箇所のうち、平成25年度までに10箇

所、平成26年度に15箇所、平成27年度に20箇所、平成28年度に2箇所実施し、全箇所

実施済みである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲ 電気・通信機器の耐震対策実施状況 

点検結果 

【指標⑦-1】 

・堤防耐震対策：要対策区間である左岸1.7kmについて平成24年度に対策を完了した。

（右岸は対策不要） 

・樋門耐震対策（L2津波遡上区間）:平成28年度の2樋門の工事実施により、河川整備計画

に位置付けた樋門耐震対策は完了となった。 

・堰、排水機場等の耐震対策（L2津波遡上区間）：紀の川大堰及び有本揚排水機場の耐震詳

細設計を実施済み。 

【指標⑦-2】 

・電気・通信機器の耐震対策：平成28年度の機器の耐震対策（2箇所）実施により、河川整

備計画に位置付けた電気通信機器の耐震対策は完了となった。 

その他  
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進捗点検報告書（4.1.2 地震・津波対策）： 治水⑧ 

紀の川河川整備計画の進捗状況の点検 

河川整備計

画における 

「課題」 

「目標」 

「実施」 

について 

 
2. 緊急用河川敷道路 
 
（1）河川整備の現状と課題（P16） 

兵庫県南部地震の建物の崩壊等による陸上交通の混乱、負傷者の輸送や復旧資材の輸
送に支障をきたした教訓から、河川敷を利用した地震発生時の避難ルート及び救援・災
害復旧資材等の輸送ルートを確保する必要がある。 
このため、和歌山市内外に接続する主要道路、和歌山港、紀の川防災公園を結ぶ、紀

の川河口部から小豆島までの総延長17.4kmを紀の川緊急用河川敷道路として整備してい
るところであるが、連続的に通行できない区間が1.1kmある。 

（2）河川整備計画の目標に関する事項（P42） 
地震災害発生時の避難用物資及び災害復旧資材の輸送の円滑化を図り、被害の早期復

旧を図る。 
（3）河川の整備の実施に関する事項（P54） 

左岸（南側）の未整備区間約1.1kmを整備し、紀の川緊急用河川敷道路を完成させ
る。 

なお、和歌山港からのアクセスについて、港湾管理者と連携することにより、緊急時
の復旧資材等の円滑な輸送の確保に努める。 

点検項目 緊急用河川敷道路 

観点・指標 
【観点】 緊急用河川敷道路の整備状況 
【指標】 緊急用河川敷道路の整備延長や港湾管理者との連携状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

進捗状況 

（2.緊急用

河川敷道路

整備状況） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（現況） 

・平成28年度末の整備状況は以下のとおりである。 
・平成29年度～平成30年度は、実施なし。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

▲ 緊急用河川敷道路の例 

 

 
 

住居側 河川側 

計画高水位

7.000m

緊急河川敷道路
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進捗状況 

（2.緊急用

河川敷道路

整備状況） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・緊急用河川敷道路の整備については、以下のとおりである。 

平成26年度は、残区間の用地を一部取得した。 

平成27年度は、残区間の用地取得に向けて調整を行った。 

平成28年度は、橋梁の整備を実施した（以下）。 

平成29年度～令和2年度は、実施なし。 

 
・緊急用河川敷道路にかかる橋梁の整備については、以下のとおりである。 
平成26年度までに、14橋梁全てにおいて耐震調査を実施した。 
耐震化の必要な橋梁は6橋梁で、平成28年度までに4橋梁が整備済み。 

平成29年度～令和2年度は、実施なし。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

▲ 緊急用河川敷道路の橋梁の耐震整備状況 
 
・整備にあたり、港湾管理者と連携を要する区間は整備済みとなっている。 

点検結果 

・緊急用河川敷道路については、平成28年度までに右岸は完成、左岸は全体8.8kmのうち

7.7kmを整備している。残る左岸1.1kmについては、継続して整備を進めていく。 

・緊急用河川敷道路橋梁については、平成28年度までに耐震対策の必要な6橋のうち4橋

が対策済みである。残る2橋については、継続して耐震対策を進めていく。 

その他  

▲ 緊急用河川敷道路の整備状況
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進捗点検報告書（4.1.2 地震・津波対策）： 治水⑨ 

紀の川河川整備計画の進捗状況の点検 

河川整備計

画における 

「課題」 

「目標」 

「実施」 

について 

 
3. 津波対策 

 
（1）河川整備の現状と課題（P16） 

既往の最大地震である安政南海地震が発生した場合、地震発生後、約50分で紀の川 
河口に津波（第一波）が到達し、約100分で最大津波高（第二波）が到達すると想定し
ている。  
また、想定される津波は、概ね紀の川大堰まで遡上し、下流部の堤防高さには達しな

いが、河川敷より約0.5～1.5mの高さまで達すると想定している。 
今後は、東日本大震災を鑑み、さらなる規模の地震に対する検討が急務となっている。 

（2）河川整備計画の目標に関する事項（P42） 
今後高い確率で発生が予測される東海・東南海・南海地震等を想定し、河川管理施設の

保持すべき機能を確保するため、耐震対策や津波対策を実施し、被害の最小化を図る。 
（3）河川の整備の実施に関する事項（P55） 

高い確率で発生が予測されている東海・東南海・南海地震等に備え、堤防、堰、樋門
等の河川管理施設が紀の川を遡上する津波を防御できるよう施設の補強、遠隔操作シス
テムの充実など必要な対策を講じる。 

点検項目  津波対策 

観点・指標 

【観点】 河川管理施設の対策状況 
【指標】 河川管理施設の補強対策箇所数・補強内容 
     遠隔操作システムの対策箇所数 

進捗状況 

（3.津波 

対策状況） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲ 津波遡上区間内の樋門 

 

・既往最大地震である安政南海地震が発生した場合の

河川敷浸水区間内の樋門全8箇所の遠隔操作システ

ムを導入済みである。 

・紀の川大堰下流4樋門は平成25年度以前に対策済

み。平成26年度、平成27年度は、耐震照査設計を

実施した。 

・紀の川大堰の施設については、東海、東南海、南

海地震が発生した場合の津波に対応するため、施

設の補強を進める。平成25～平成27年度にかけ

て耐震照査を行い、対策を検討してきた。 

・令和2年度は、耐震詳細設計を実施した。 

・平成30年度～令和2年度は、特に対策を実施していない。 

点検結果 
・令和2年度は特に対策を実施していないが、引き続き紀の川大堰の耐震対策の検討を進
めていく。 

その他 
 
 

▲ 遠隔操作システムの対策箇所数
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進捗点検報告書（4.1.2 地震・津波対策）： 治水⑩ 

紀の川水系河川整備計画の進捗状況の点検 

河川整備計

画における 

「課題」 

「目標」 

「実施」 

について 

 

 
4. 東日本大震災の教訓を踏まえた対応 

 
（1）河川整備の現状と課題（P16） 

既往の最大地震である安政南海地震が発生した場合、地震発生後、約50分で紀の川河
口に津波（第一波）が到達し、約100分で最大津波高（第二波）が到達すると想定してい
る。 
また、想定される津波は、概ね紀の川大堰まで遡上し、下流部の堤防高さには達しない

が、河川敷より約0.5～1.5mの高さまで達すると想定している。 
今後は、東日本大震災を鑑み、さらなる規模の地震に対する検討が急務となっている。

（2）河川整備計画の目標に関する事項（P42） 
今後高い確率で発生が予測される東海・東南海・南海地震等を想定し、河川管理施設の

保持すべき機能を確保するため、耐震対策や津波対策を実施し、被害の最小化を図る。 
（3）河川の整備の実施に関する事項（P55） 

東日本大震災の教訓を踏まえ、現在、中央防災会議等の各方面において、地震・津波対
策等における想定外力の設定やその対策方法等についての議論が行われている。 
紀の川における今後の地震・津波対策においては、堤防、堰、樋門等の耐震対策、緊急

用河川敷道路、津波対策の実施を基本としつつも、必要に応じ最新の知見を反映した柔軟
な対応をとることも必要である。 

点検項目 東日本大震災の教訓を踏まえた対応 

観点・指標 
【観点】 東日本大震災を踏まえた最新の知見状況 
【指標】 最新の知見の内容を反映した対応内容 

進捗状況 

（4.東日本大

震災の教訓を

踏まえた対応

状況） 

・発生頻度は極めて低いが、仮に発生すれば被害が甚大で、対策が非常に困難な南海トラフ

の巨大地震と、発生頻度が高く約100年周期であり、まず対策が必要な東海・東南海・南

海3連動地震について、津波浸水想定に必要となる紀の川の地形データや施設の位置等の

情報を和歌山県に提供及び、津波浸水想定の諸条件について情報を交換して調整を行い、

和歌山県の津波浸水想定とそれを用いた和歌山市のハザードマップの作成に協力した。 

・平成26年度は中央防災会議等で議論されている最新の知見や、和歌山県の津波浸水想

定、和歌山市のハザードマップを踏まえ、紀の川周辺における津波シミュレーションを行

うとともに、津波浸水被害を想定した危機管理について検討した。 

・平成27年度は、中央防災会議等で議論されている最新の知見や、和歌山県の津波浸水想

定、和歌山市のハザードマップを踏まえ、和歌山市と津波への対応について必要な協議を

行った。 

・平成27年度までの各機関の検討を受け、平成28年 3月に和歌山市より「和歌山市地区津

波避難計画」が策定された。 

・平成29～令和2年度は、特に実施はなかった。 

点検結果 ・今後も引き続き、紀の川における津波への対応について関係機関と協議を進めていく。 

その他 

【和歌山県の浸水想定】 
・平成25年公表 津波浸水想定（平成25年 3月 28日）：和歌山県 

和歌山県津波浸水想定公表のURL 
https://www.pref.wakayama.lg.jp/prefg/011400/bousai/shinsui/sinsui.html 

・南海トラフの巨大地震による津波浸水想定については、「何としても逃げ切る」ためのソ
フト対策を中心とした防災・減災対策を検討。 

・東海・東南海・南海3連動地震による津波浸水想定については、和歌山県の防災・減災
対策の「想定津波」の中心とする。 

【和歌山市のハザードマップ】 
・和歌山市防災マップ（平成26年 3月作成）：和歌山市 
・和歌山県公表の津波浸水想定を使用したハザードマップを作成、配布。 

和歌山市防災マップのURL 
http://www.city.wakayama.wakayama.jp/kurashi/bousai_bouhan_koutsu/1000 
032/1036426/index.html 
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進捗点検報告書（4.1.3 危機管理対策）： 治水⑪ 

紀の川水系河川整備計画の進捗状況の点検 

河川整備計

画における 

「課題」 

「目標」 

「実施」 

について 

  
1. 洪水時の河川情報の収集・提供 － ① 光ファイバーネットワークの形成 

 
（1）河川整備の現状と課題（P18） 

危機管理対策としては、河川管理施設の整備を推進する一方で、光ファイバーネット 
ワークをはじめとした情報基盤の整備や情報伝達体制の強化等に努めている。 
また、情報提供については、流域住民が洪水被害の軽減や迅速な避難等に役立つよう、

映像情報をNHK和歌山放送局及び（株）テレビ和歌山に提供している。 
浸水想定区域図として、平成13年 12月には「紀の川浸水想定区域図」、平成18年 8

月には「貴志川浸水想定区域図」を公表した。 
洪水ハザードマップは、浸水想定区域図を基本資料として、流域のすべての自治体で作

成され、住民に対し公表・配布されている。 
（2）河川整備計画の目標に関する事項（P42） 

河川管理者が洪水時の河川情報を迅速かつ的確に収集し、自治体等に情報伝達すること
で水防活動や避難勧告など遅延のない防災対応を支援し、被害の軽減に努める。 
また、住民等に対して、洪水時の防災情報等を提供することで、被害の軽減に向けた的

確な行動を促す。 
（3）河川の整備の実施に関する事項（P56）【光ファイバーネットワークの形成】 

紀の川で約128.0km敷設されている光ファイバーを更に延長し、紀の川の上下流域の 
光ファイバーネットワークを形成することにより、洪水時の河川情報の収集、自治体及び
住民への情報提供、河川管理施設の管理などを実施するための基盤整備を図る。 
また、目標とする洪水によりはん濫が想定される地区及び紀の川大堰下流に、光ファイ

バーネットワークを活用した河川監視カメラ(CCTV)、水位計(水位センサー)等を設置し、
洪水時の河川情報を迅速に収集する。 

点検項目  洪水時の河川情報の収集・提供 

観点・指標 

【観点】 洪水時の河川情報の収集状況 
【指標】 光ファイバーの整備延長、 

自治体や住民への情報提供内容、河川管理施設の基盤整備の取り組み内容 
     CCTV・水位センサーの設置数 

 

 

 

 

 

 

 

 

進捗状況 

（1.洪水時

の河川情報

の収集・ 

提供状況） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（現況） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
【光ファイバーの整備延長】 

平成25年度末までの整備延長は128.0km（全体計画162.4km） 
平成26年度、平成27年度は堤防不要区間における整備についての検討を実施した。 
平成28年度から令和2年度においては、整備、延伸は実施していない。 

 

 

 

管理④-1の指標「CCTVの設置箇所数・光ファイバーの整備延長に関連 

和歌山市役所

紀の川大堰 岩出市役所

紀の川市役所

かつらぎ町役場

諸井堰

岩出頭首工

藤崎頭首工

山田ダム

九度山町役場

下渕頭首工

五條市役所

下市町役場

大淀町役場

吉野町役場

大迫ダム

大滝ダム

津風呂ダム

川上村役場

西吉野頭首工

整備済（128.0km）
未整備

和歌山市役所

紀の川大堰 岩出市役所

紀の川市役所

かつらぎ町役場

諸井堰

岩出頭首工

藤崎頭首工

山田ダム

九度山町役場

下渕頭首工

五條市役所

下市町役場

大淀町役場

吉野町役場

大迫ダム

大滝ダム

津風呂ダム

川上村役場

西吉野頭首工

整備済（128.0km）
未整備
整備済（128.0km）
未整備（34.4km）

▲ 紀の川水系における光ファイバーネットワーク 
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進捗状況 

（1.洪水時

の河川情報

の収集・ 

提供状況） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
【河川関連】（CCTV・水位センサーの設置数） 
（平成25年度まで） 
・CCTV：70台設置（全体計画93台） 平成25年度の設置は7箇所（青岸、紀の国大橋
下流左岸、紀の国大橋下流右岸、紀州大橋上流右岸、岩出井堰上流右岸、高島橋上流
左岸、高島橋上流右岸） 

・水位センサー：12基設置済み（全体計画12基） 
（平成26年度まで） 
・CCTV：73台設置（全体計画93台） 平成26年度の設置は3箇所（穴伏、小田第2、
新町） 

（平成27年度まで） 
・CCTV：73台設置（全体計画93台） 平成27年度の設置はなかった。 

（平成28年度まで） 
・CCTV：74台設置（全体計画93台） 平成28年度の設置は1箇所 

（平成29年度～令和2年度まで） 
・CCTV：74台設置（全体計画93台） 平成29～令和2年度の設置はなかった。 

 

【ダム関連】（CCTV・水位センサーの設置数） 
（平成25年度まで） 

・CCTV：9台設置（全体計画11台） 平成25年度は7台設置 
･水位センサー：7基設置済み（全体計画7基） 平成21年度以降に新たな整備箇所はない 

（平成26年度まで） 
・CCTV：11台設置（全体計画11台） 平成26年度は2台設置 

（平成27年度以降） 

・CCTV・水位センサーともに全体計画の設置完了のため、新たな整備箇所はない 

 

【河川関連】（自治体や住民への情報提供内容） 
・平成 25 年度から、NHK 和歌山放送局及び(株)テレビ和歌山と協定を結んで映像情報を

提供し、関係住民への周知を開始した。平成26～平成30年度も継続して実施した。 
・平成 29 年度は、ライブカメラ(CCTV)による情報提供システムの整備を行い、和歌山河

川国道事務所ホームページでライブカメラ映像（静止画、10 分毎に更新）の提供を開
始した。 

・平成30年度は、川の防災情報でライブカメラ映像の提供を開始した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

治水⑫の指標「警報装置・CCTVの設置数」に関連

 


